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発刊にあたって

山口大学構内遺跡調究研究年報は昭和57年度以来すでに第 I-VI集が発刊されています。

今回の第W集は昭和62年度に実施された発掘調在の報告書であります。

研究年報 (I-¥'ll) の吉田遺跡に関する記述をみますと、その内容は科学的であって、

推測は比較的少ないことがわかります。私たちはこの報告によって縄文後期の先史時代か

ら近世江戸時代にかけて、この地域に居住した人々の生活様態を、断片的とはいえ、或程

度うかがうことができます。慾をいえば、こういった各時代の文化の担い手であった人び

との人骨の出土があればいいのですが、それは今のところ無理というものでしょう。とは

いえ、この研究報告はこの地域で生活していたと想定される後期縄文時代人が日本人の起

源とどうかかわっていくか、これが弥生時代の住人とどうつながっていくのかというよう

な考古学上、あるいは人類学上の重要な課題の解決にいささかの手掛かりを与えることに

なりましょう。このことはやがて日本民族の源流という古くて新しい研究課題の解明にも

役立つことになると思われます。

また、本年報にみる如く、昭和62年度の調査でも小串地区からは旧石器時代の遺物が出

土しました。これは上流の宇部台地から流れてきたもののようですが、それにしても考古

学上典味のもたれるところであります。

この稿を書くに当たって机上に第 I-VI集を並べてみますと、その学問的重厚さに改め

て心を打たれます。これらの年報は山口大学の吉田、小串、常盤地区など全構内の発掘調

査に当られた研究者及びその協力者の努力の成果の集積であります。第W集の刊行に当た

りこれらの方々の労苦に深く敬意を表します。本研究年報は今後も続刊される予定であり

ます。これが今後本邦の関係学界の進歩発展に大きく貢献することを祈って止みません。

平成元年 3月

山口大学

学長粟屋和彦



序 文

埋蔵文化財資料館による発掘調査の年報VJ[が発刊になりました。本報は昭和62年度調査

分で、吉田構内調査10件（事前 2件、試掘 1件、立会 7件）、小串構内調査 2件（試掘 1

件、立会 1件）、その他亀山、光構内調介（各々立会 1件）計14件の調査概要である。

吉田構内の教育学部附属教育実践研究指導センター新営予定地の発掘調査では、吉田遺

跡保存地区に近接しているが削平が著しいためか、予想された遣構は殆どみられない。し

かし、縄文時代晩期の石器類包含層を確認することができた。これは山口盆地内で初めて

の発見であることがわかった。それに出土石器は姫島産の黒曜石製であり、その製法の手

がかりも判明し、極めて重要な資料となった。またこの層の下位にみられた河川跡では、

自然木、種子類がみられ、当時の植生が推定され典味ある知見となった。

また教養部複合棟新営予定地の発掘調査では、縄文、弥生時代から古墳時代さらに江戸

時代に至るまでの遺構があり、集落の規模、その展開課程を解明する上で貴重な資料であ

る。これらからわかることは竪穴住居が吉田遺跡保存地区と同時代のものであり、当時こ

の吉田構内南西部から中央部にかけ大規模な集落が長期間存在したことを物語っている。

なお立会調査では農学部附属農場近くで土城を検出し、土質の化学分析により、リン酸

カルシュームを多量に含むことが明らかとなり、土城墓の可能性が示唆された。

一方小串構内調在では新営病棟の北側、南側で土質が異なっているが、いずれも削平が

著明で新たに遺構を発見することにはならなかったものの、南側トレンチでは旧石器時代

遺物のみを含む遺物包含層が発見されたことは、大きな収穫であった。

ほかに光中学校グラウンドでは遺物包含層は確認出来ないが、多くの土器が発見されている。

なお、昭和60・61年度に調査した吉田構内遺跡保存地区の報告は諸般の事情から次回に

ゆずりました。

平成元年 3月

山口大学埋蔵文化財資料館

館長黄 基雄



例 言

1. 

4. 

5. 

6. 

本書は、山口大学埋蔵文化財資料館が埋蔵文化財資料館運営委員会の指示を受けて、昭和62年

度に山口大学構内で実施した調査の報告書であり、第5章第1節7は山口県教育委員会の調査を

補助したものである。

2. 現地における調究・研究は資料館員河村吉行• 木村元浩が担当した。また、出土遺物の整理は

主に河村・木村が行ない、同館員杉原和恵が援助した。

3. 調査・研究における事務一般は事務局庶務課庶務係が統括し、実施面においては各関係部局の

事務部があたった。

遺構の実測は、河村・木村および作業員が行ない、遺物の実測は、第2・4章を木村、第3. 

5章を河村が行なった。

製図は、第2・4章を木村、第3・5章を河村、付篇11を杉原が行なった。本文の執筆は、第2. 

4章を木村、第3・5章を河村、付篇11を杉原が分担して行なった。

現地における写真撮影は主に河村が行ない、遺物写真の撮影は主に木村が行なった。

下記の各氏に本書のための分析・鑑定を依頼し、御教示•玉稿を得た。記して感謝の意を表し

たし ¥0

石器の石質

植物遺体、木製品の樹種

土壌中の花粉分析

土壌中のリン・カルシウム分折

なお、炭化物の口c年代測定は広島大学文学部中田高、川越哲志両氏に依頼中である。測
定結果は「山口大学構内遺跡調査研究年報VBl」に掲載を予定している。

山口大学理学部教授

山口大学農学部講師

九州大学理学部地質学教室

山口県農業試験場

松本往夫

宇都宮

野井

平田

宏

英明

俊昭

本書の編集は館員が協力して行なった。

8. 調査・研究においてはカラースライドを作成しており、出土遺物とあわせ埋蔵文化財資料館が

保管している。広く活用されることを希望したい。

調査組織は次のとおりである（昭和62・63年度）

調査主体 埋蔵文化財資料館 館

館

7. 

9. 

長

員

~
 

，，，， 

事 務局 事務局長

/,, 

黄

河村

木村

杉原

大谷

有地

基雄〔昭和62年4月3日～〕

吉行

元浩

和恵

厳〔～昭和63年3月30日〕

成光〔昭和63年4月1日～〕

-I-



本部庶務部

庶務課

庶務係

部長

課長

課長補佐

係長

田中武雄

竹下寛美

大多和泰則

野村宗成

本田正春

岩佐厚子

深町洋二〔～昭和63年3月30日〕

三浦勝弘〔昭和63年4月l日～〕
中川イクミ〔～昭和63年3月30日〕

山下 京子〔昭和63年5月20日～〕

10. 調在・研究にあたって下記の方々の多大な御協力と援助を受けた（官職は昭和62年度）。

山口大学事務局庶務部人事課長村上昭生、同課長補佐増谷泰、同係長有吉明、

同係松本胤明、池本誠也

経理部

施設部

学生部

教育学部

経済学部

農学部

教養部

部長何木亘、主計課長伊藤良昭、同課長補佐本間健、経理課

長丹澤満、同課長補佐廣石輝男、総務係長田中善人、監究係長

石崎啓介、管財係長小林和生、用度係長野沢章三、用度主任

谷本信之、管理主任正司三喜男、同係浜田千春

部長笠井宏悦、企画課長比嘉真義、建築課長竹田忠文、同課長補

佐萩尾次男、設備課長久芳稔、総務係長松永次郎、総務主任

三村文雄、第一工営係長藤井幸、同係小川賀津夫、澤谷弘美、

第二工営係長稲垣賓造、同係河田徹也、電気係長吉永峯生、同係

松田清司、機械係長鈴木輝美、同係鹿嶋正則、板垣健一

部長青木秀夫、次長中山昭成、学生課長吉村學、同課長補佐

嶋本拓司、学生係長佐藤正治、学生主任五嶋幸生、同係角井隆志、

金重達也

事務長西澤喜昭、同補佐柳等、庶務係長松本正史、三浦勝弘、

会計係長森本茂雄、附属幼稚園長川口政宏、同副園長志熊淑子

附属光中学校長徳冨正義、同副校長水上義昭、附属光学校係長

長谷知之

事務長原田晃威、庶務係長廣政登、会計係長中島岩弘

事務長原田政明、会計係長木村賢治、附属農場事務長

同係長山本直行、同係寺山幸夫、尾崎恵雄

宇山隆造、

事務長梅原儀助、庶務係長野中章彦、会計係長

三原秀脇、櫻井健二

伊藤敏穂、同係
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医学部 事務部長宮崎敬一、同次長宮脇照男、総務課長坂井友造、

同課長補佐竹腰直道、管理課長井上隆次、同課長補佐河野繁之、

西野雅博、庶務係長原和男、管理係長末次敏男、

経理係長野澤章三、施設係長三浦幸一、設備係長山本安雄、

環境係長藤井良雄

人文学部考古学研究室

山口県教育委員会

山ロシルバ一人材センター

宇部市シルバ一人材センター

末広産業

作業貝

岡屋知子、西見利子、峯重つや子、宮家静代、中司郁子、重富惇子、石川好江、光永スミ江、

花田智都子、東亀代、金子朝江、胡美和子、杉山玲子、秋枝幸子、阿部恭子、須子光子、

芳西恒忠、長田三男、木村実、近江喜助、小山博行、市川二郎、山根萬年、河上正弘、奥英子、

岡村サ’一、山崎兵馬、有田久義、河村忠悟、原田喜一、佐々木誠、前好国、谷口喜久男、

佐上哲郎、安藤義雄、田村時夫、財満孝典、三井広孝、小林シメ子、谷川アサヲ、福隈愛子、

縄田美代子、中村シズエ
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凡 例

1. 吉田構内における調査地区および層位、遺構の位置は国土座標を基準として北から南へ1-24、

西から東へA-Zの番号を付して50m方眼に区画した構内地区割のA-24区南西隅を起点（構内

座標X=O, Y=O) とする構内座標値で表示する。なお、平面直角座標系第皿系における座標

値 (X, Y) と構内座標値 (X' y) とは下記の計算式で変換される。

x = X +206,000 

Y =Y  +64,750 

2. 各遺構は下記の記号で表記することがある。

竪穴住居跡……SB,掘立柱建物跡……T,土城……SK,井戸……DW,溝……SD,

河川跡……NR,埋甕土城••… UG, 谷••… V, 暗渠……A

3. 本書に使用した方位は、吉田構内では国土座標を基準とした真北、他構内では磁北を示す。

4. 標高数値は海抜標高を示す。

5. 遺物・土層の色調は農林省農林水産技術会議事務局監修「新版標準土色帖J(1976)に準拠した。

6. 土器の実測図は下記のように器種分類した。

断面黒ぬり……須恵器、須恵質土器，断面白ぬり……縄文土器、弥生土器、土師器、土師質土

器、瓦質土器、瓦，断面網目……陶磁器

7. 土器の器面調整については、断面周囲に調整の境界を記し、境界間に下記の略記号により明示

した。ただし、風化等による不明部分は無記入とした。
［土器実測図の調整凡例）

..、 . •. 〔種類〕

itll芦:l!三□)：デ）カキ目
J……条痕、 U……施釉、 X……条線、、口↑：：・・・・ニラ切り、 IK……底部糸切り

〔先後関係〕

H-N……刷毛目のちナデ

1 : 口縁部内外面横ナデ。胴部は外面縦刷毛目、内面は横刷毛目が一部にみられるが調整不明。

／
 

2 : 外面刷毛目のちナデ。裾端部は横ナデする。内面は、脚柱部ヘラケズリ、裾部横刷毛目。

3 : 外面平行タタキ、内面はのち当て具痕をナデ消す。

4 : 底部内面のみナデが観察できるが、あとは内外面とも調整不明。

-N-
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第 1章 昭和62年度山口大学構内遺跡調介の概要

山口大学の関連諸施設は山口• 宇部・光の県内各市内に分散している。各構内には、縄

文時代後・晩期から江戸時代にかけての複合集落遺跡として著名な吉田構内をはじめとし

て、周知の遺跡が埋存している。山口大学埋蔵文化財資料館は学内共同利用施設として、

これら各構内において現状変更を伴う諸工事に対し、埋蔵文化財保護の観点から調介・研

究を行っている。すなわち、埋蔵文化財の調介を必要とする楊合は、工事地域周辺におけ

る既往の調査結果や工事の内容、埋蔵文化財に対する影響の度合等を勘案し、埋蔵文化財

資料館運常委員会の議を経て、立会、試掘、事前の三種の調在方法によって調在を実施し

ている。

昭和62年度は事前調在 2件、試掘調介 2件、立会調在10件の計14件の調介を実施した。

Tab. 1 昭和62年度山口大学構内遺跡調介一覧表

碧 調 ー在 名 構内地区 構内地区割 調在面(m積り 調在期間 挿図番号

教研究育学指部導附セ属ン教タ 育ー新実践酋 吉田構内 K-18 240 6 月月2 2 8 -
Fig. 

事 8 11日 77-91 

則‘’ 教養部複合棟新党 吉田構内 J・K-17・18 900 9 月月1 4 8 -
Fig. 

12 12日 77-94 

教養部複合棟新常 吉田構内 J・K -17・18 35 
7月21日～ Fig. 

試 7月278 77-92 

掘
1 月月 1 9 日 Fig. 

医学部附属病院病棟新営 小串構内 104 2 15H -
3月 4H 78-16 

教養部複合棟新腐
9~ 月 8E:I Fig. 

吉田構内 I・J -16 30 2 24 F-1 
3 12・17H 77-93 

国際交流会館新僻 吉田構内
M-23 195 11月98-118 

Fig. 
N -22・23 3月288 77-96 

y＇ → 教自有転学部車附置属養場護移学校設 古田構内 B-21 1 11月208
Fig. 
77-97 

埋農学設部及附び属E農6場圃E場7進圃人場路排拡水輻管 吉田構内 L・N -12 45 132月月14 日
Fig. 

7日-98 77-98 
I 

農 、-？fら・ 部 植 栽 占田構内 N-17 3 3月17日
Fig. 
77-99 

経済学部集水桝取設 占田構内 K-20 0.5 3月208
Fig. 

会 77-100 

九 田 J 11 改 修 吉田構内 B・C-17 20 10月20日
Fig. 
77-95 

朕学部附属病院束駐車場改修 小串構内 6 9月7日
Fig. 
78-15 

- -

教遊育学戯部宰附属幼拡椎張園 亀山構内 40 11月26U
Fig. 
80-6 

教クフ訂ウ学ン部ド附防球属ネ光ッ中ト学設校償 光構内 V-15・16 2 3月288
Fig. 
82-5 

~1~ 



昭和62年度山口大学構内遺跡調在の概要

吉田構内の調在

事前調介 2件、試掘調介 l件、立会調介 7件の計10件の調介を実施した。

教育学部附属教育実践研究指導センター新噌t予定地では、弥生時代から古墳時代にかけ

ての土城 l基、柱穴、江戸時代の土堀 2基、および近・・現代の溝 5条を検出した。これら

は上部の削平も著しく、良好な残り方はしていない。調介区は遺跡保存地区に近接するが、

Fig. 1 山口大学古田・亀[[jキャンパス位置図

?~ 
~ 

検出した遺構は少なく、後世・の攪乱より

は、本来の地形そのものに影評されてい

ると考えられる。当調介では、縄文時代

晩期の石器類の抽出に成功し、吉田構内

において、また山口盆地内で初めて当期

の包含層を確認した。これに伴って、水

洗選別による微細遺物のイi無を確認した

結呆、若tこの砕片類が検出された。周辺

地域での今後の調介に期待される。出士

石器には姫島廂黒曜石製のブランクなど

があり、現在、県内での報告例はなく、

石器製作法を究明する手がかりとして、

重要な賽料となった。また、この包含層

下位で検出された河川跡からは自然木・

種子等の植物遺体が発見された。分析の

結果、当期の植生が明らかとなり、環境

復元の上で貴重な資料を提示することと

なった。なお、攪乱層から黒曜石製の細

石刃？が出土したが、これまで細石器文

化期遺物の発見はなく、形状からは積極

的に肯定できるものではない。

教養部複合棟新営予定地では、縄文時

代、弥生時代から古墳時代、江戸時代の

遺構を検出した。縄文時代のものには晩

期の河川跡、落し穴、溝、谷状遺構のほ



吉田構内の調介

か遺物包含層がある。県内では縄文時代の遺跡の調査例が乏しく、しかも、沿岸部に集中

しており、貴重な調介例となった。落し穴と思われる遺構は、幅29m以上の規模をもつ河

川跡と同一面で検出された。県内では極めて類例が少なく、古環境、生業形態を解明する

資料として注目される。遺物包含層は晩期中頃のもので、本構内では初例である。後述す

る弥生時代以降の遺跡は、遺物他含層を掘り込んでいることが明らかになり、火山灰の分

析結果などから今後、伺時期さらにはそれを遡る時期の遺構、遺物包含層が検出される可

能性がある。弥生時代から古墳時代のものには竪穴住居跡 4基、河川跡 2条等がある。竪

穴住居跡は遺跡保存地区と同時期のもので、吉田構内南西部から中央部付近にかけて大規

模な集落が存在していたことを窺わせ、本構内における集落の時期的な立地、規模、展開

過程を解明する好資料となった。江戸時代は掘立柱建物跡 2棟、井戸 2基、埋甕土城 3基

等の集落関連遺構がある。両建物は棟方向がほぱ直交し、井戸、埋甕土堀を付設する屋敷

内の一連の建物と考えられ、屋敷構造、集落および構成員の性格を知る良好な遺構である。

出土遺物には縄文時代から平安時代および江戸時代の土器、縄文時代の石器などがあり、

須恵器模傲土師器、墨書のある須恵質土器は注目に値する。

立会調介では 7件のうち 3件の調介で、遺物包含層あるいは遺構が認められた。

教養部複合棟新背に伴う調査では、時期は明かでないが溝状遺構を、国際交流会館新営

に伴う調査では、弥生時代から古墳時代およびそれより時期的に遡る可能性のある 2条の

Fig. 2 ll! 口大学小中・常盤向キャンパス位置図
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昭和62年度山口大学構内遺跡調在の概要

河川跡を検出した。また、農学部附属農場 E6圃場進入路拡輻に伴う調介では、全リン酸

・全カルシウム景の定鼠分析結果から、土堀墓と考えられる土堀が検出された。遺物包含

層は同 E7圃場での排水管埋設工事で認められ、古代から近世の各時期の遺物が混在する。

小串構内の調在

試掘調~l 件、立会調在 l 件の計 2 件の調介を実施した。

医学部附属病院棟新酋に伴う試掘調介では、北側と南側にトレンチを設定したが、両者

の土層は著しく異なっていた。北側では初めて山土を検出し、旧地形の北東方向への傾斜

を確認した。また遺構では、近・現代の所産と考えられる溝 2条が発見された。削平が著

しく、これまで検出されている遺構に新たな知見を加えるものではないが、このように遺

構自体は確実に残存しており、今後の調介によっては古い時期の遺構の見つかる可能性は

ある。こうした中で、南側トレンチ内での数枚の遺物包含層の発見は大きな成果であった。

特に、旧石器時代遺物のみを含むと考えられる層からは、姫島産跛璃質安廂岩製のナイフ

形石器など多最の石器類が出土し、剥片剥離法などの石器製作に係わる貴重な資料を提示

した。また、黒曜石・チャート・凝灰岩など使用石材の多様性から、当期の交易・行動範

囲の類推に際して極めて重要な資料であると言える。石材に関しては、蛇紋岩？が多く見

られた。当期に石器石材として使用にたえ得るものかどうかの判別はし難いが、二次的な

加工と思われる痕跡を持つものもあり、蛇紋岩系の石材がこのように多贔に見られること

自体、はなはだ珍しいと言える。

光キャンパス ~ 

Fig. 3 llJLJk. 学光キャンパス位附図

~~4~ 

同病院東駐車場整備に伴う立会調在で

は、過去の調介で認められた遺物包含層

を検出したが、遺物は出土しなかった。

亀山構内の調在

教育学部附属幼稚園遊戯室拡張に伴い

立会調介を行ったが、顕著な遺構、遺物

包含層は認められなかった。

光構内の調在

教育学部附属光中学校グラウンドでの

防球ネット取設に伴い立会調介を行った。

明確な遺物包含層は確認していないが、

士師僻、瓦質土器、陶器、瓦が出士した。











古田構内教育学部附属教育実践研究指導センター新営に伴う発掘調介

＼ 
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Fig. 8 第 1号い廣実測図
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が、埋土の状況等から弥生～占墳時

代にかけてのものと考えられる。

第 2号土堀 S K 2 (Fig. 9) 

A区の南西隅、 B区の西隅におい

て検出した。構内附標 X = 295, Y 

=496付近のもので、方形を星する

と思われる。一辺は少なくとも

2.5mはあると考えられる。堀底は

平で、その標高は18.23mを計る。

検出面からの深さは17cm程である。

出土遺物はないが、埋土等から江戸
1 m 

時代以降のものと考えられる。

A 18.50m A' 

第 3号土堀 S K 3 (Fig.10) 

A区北東隅、構内座標 X = 306, 

Y = 509付近で検出された、不整桁

円形のもので、やや北東ー南西方向

に幅が広いようである。これを長軸

とみると 1.5m、短軸0.6mの規模を

持つことになる。塙底は平で、検出

面からの深さは約20cmである。出土

遺物はないが埋士の状況等から SK

2同様、江戸時代以降の所産と考え

られる。なお、溝 lとの切り合いは

明確にし得なかった。

1 m 
溝 A区においてのみ 6条検化

した。

Fig. 9 第2号い脱実測図

-10-



弥生～占村t時代、江戸時代以降の遺構・遺物

溝 SD 1 

土城 SK 3に隣接するも

ので、 A区の北東隅ではぱ

直角に曲がる部分を検出し

た。既述のとおり、土城 S

K 3との切り合いは不明で

ある。また、南西側は溝

（賠渠 5) によって切られ

ている。輻は約40cm、断面

形は逆台形状を星する。溝

底にはかなりの凹凸があり、

検出面からの深さは最深部

o:i 

A 18.30m A' 

。
l m 

で約55cm程ある。出土遺物 Fig. 10 第3号い廣実測図

はなかったが、埋土の状況等から江戸時代以降の所産と考えられる。

溝 SD2-SD6

はかに、溝 5条が検出されている。これらはすべて近軋以降の水田耕作に伴う排水用施

設（暗梨）である。ほとんどが北東ー南東方向に流路をもっているが、一部これと直交す

るものもある。検出面からの深さでは多くが10-15cm前後であるが、場所によってはかな

り異なる。輻は40cm程度のものが多い。出土遺物 (Fig. 15, PL. 5) について、 SD 2で

は、土師質土器の甕・須恵器の杯蓋・瓦質土器・磁器・瓦が出土している。 SD 4からは、

須恵器・瓦質土器・陶器・磁器・管玉の未製品と考えられるものが出土した。このうち18

は表・裏両面に施釉し、貰入がみられる陶器の破片である。外面にはヘラによる 2条の沈

線とスタンプによる菊花文を施している。 1の管玉の未製品と考えられるものは、一部を

欠損し縦方向に擦痕（靡き痕）が見られる滑石製のものである。 SD 6からは弥生土器・

磁器が出土している。なお、当調介における遺構出士の遺物は、これら近・現代の賠渠か

らのみで、すべて細片である。

柱穴 A・C区において22穴検出した。

~11~ 



吉田構内教育学部附属教育実践研究指導センター新営に伴う発掘調介

埋土の状況等から、弥生～古墳時代の所産と考え得るものを14検出した。 A区の中央部

東端と C区の中央やや東寄りに集中しており、直径10-40cmのものである。検出面からの

深さは 3-15cmであり、 10cm前後のものが多い。外に、近・現代の所産と考えられるもの

を8つ検出した。

(2) 縄文時代の遺構・遺物

弥生時代以降の調介を完了した時点で、第 3層上面に多くの炭が人っていることを確認

した。これらが人為的なものか自然的なものか、また、下層にも続くのか、ということに

注意を払い、炭が集中して見られた部分に、 4個所のグリッド設けて掘削を行なった。そ

の結果、第 3層の上部で縄文土器片、縄文時代のものと考えられる石器類が出士し、炭に

関しては、人為的である可能性が大きくなった。しかし、遺構は全く検出されなかった。

以下、各 Gridの説明を行なうこと

，．
 
.10 

1
3
.
 

¥.14 

1
1
.
f●
12 

8
 

にする。出土遺物については後に一括

して述べたい。

---.JI t— 

0 1 m 

1 Grid (C区）

c区西壁に沿って設けた南北2.5X

東西 2mのグリッドであるが、すぐに

北東隅で大形剥片の出土を見たため、

この時点でグリッドを北へ50cm拡張し

Fig. 11 出土遺物の平面分布図(1グリッド） た。実際の掘削は南北 3X東西 2mで

ある。掘削方法は、移植ゴテ・手鍬に

18 4m 9 ー・ 11
14 

. . -・
10 s r・ 

12 13 

l1L.1.m 

二 二

込 じピ紐

&..!L!2 

よって、 5cm程度づつ全面同ーレベル

で掘り進めていった。第 3層上面より

約30cmまでの中で、土器片・剥片・貝

片• 木片が出土したが、それ以上はこ

れらの遺物の出士はなかった。ところ

が土壌サンプリングの為、グリッド東

二 壁から西へ70cmの輻をとってスコップ

18 lm 
-'-'-― 

~ 

Fig. 12 出土遺物の畢直分布図(1グリッド） により掘り下げを行なったところ、湧
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縄文時代の遺構・遺物

水をみた、第 3層上面から深さ0.7-l.5mのところで

自然木• 木の実が出土した。出土層位は旧（縄文時代）

河川跡の堆積土内である。

2 Grid (A区）

A区南培の中央に設定した 2X 2 mのグリッドで、

lグリッドとの距離は最低6.5mある。北西部にのみ

第 3層上部が見られ、外は第 2層直下に小礫混じりの

層が堆積する。これは河川の堆積土と考えられ、この

上面から約40cmの深さまでの内から水晶製の削器・貝

片等が出土した。掘削方法は 1グリッドと伺様である。

第 4層以下では、遺物の出土はなかったが、炭につい

ては数は少ないものの入ることを確認した。

2
●
 

-----.__/ I I 

5
●
 

4
●
 1 m 

Fig. 13 出t.遺物の平面分布図(2グリ 1 ド）

18.3m 18.3m 

4 ~ ． 
18.2m ~ 

18. l m 18. lm 

5 ． 
18.0m 18.0m 3 Grid (A区）

A区の中央部に設定した 2X 2 mのグリッドで、 2

グリッドの距離は最低 2mある。掘削方法はl・2グリ Fig. 14 出土遺物の垂直分布世(2グリッド）

ッドと佑］様である。第 3層上面より 5-15cmの深さで

大形の礫が 1点出土した。

4 Grid (A区）

A区西煎に沿った 2X 2 mのグリッドである。 2・3グリッドの土層堆積状況が悪かった

為、それを補う形で他グリッドの掘削途中で設定した。 2・3グリッドとの最短距離は、約

6 mである。第 4層までは他グリッド伺様の掘削方法で、第 5層以下は西壁土填サンプリ

ングの為の掘削で西峨から東へ80cmの輻をとってスコップにより掘り下げた。遺物の出土

はなかった。

遺物 (Fig. 15, PL. 5) 

縄文土僻片、削器・礫．剥片・砕片、貝片がある。出土層位は河川の埋土内のものを除

き第 3層であり、その上面に中心をもつ。
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吉田構内教育学部附属教育実践研究指導センター新営に伴う発掘調介

1 Gridでは姫島産黒曜石を用いた剥片等を見ていきたい。計 8点のうち 4点は微細な

ものであるのでここでは触れない。 11と12は非常に大形のもので、コアーブランクとして

捉えておきたい。両者とも節理面と考えられる面をもっており、形態も類似する。調製痕

も方向をはほ同じくすることから接合作業を行った結果、欠損による 2分割が判明した。

剥離による分割ではないものの、器種認定に当たり、原形の非常な不定形・不安定さにや

や疑問が残るものである。 14は片側を欠損するもので、原形は源手の横長の剥片であろう。

打面・打点は欠損により残らない。前述の11・12に接合する。 11・12がコアーブランクで

あると見るならば、その調整剥片として認定されるものであろう。 13はやや縦長で原みの

ある剥片である。打面・打点は残すが、下端と一側縁は欠損する。背面には原礫面と考え

られる面を持つが、これは著しい剥離風化面かもしれない。 iGridでは外に縄文土器片、

黒曜石の砕片、貝片があるが、これらはあまりに微細であり、検討にたえない。

2 Grid では河川の埋土内から、削器・砕片• 貝片が出土している。 2は水品製のやや

横長の剥片を素材とするもので、二次加工は腹面から緻密に入る。側面に見られる背面か

らの加工は何らかのアクシデントであろう。腹面上部には剥落痕と考えられる微細な痕を

見るが、これはリタッチを人れる際のものか、あるいは使用による際のものという 2つが

考えられる。素材上部は欠損する。

3 Gridでは大形の礫のみ、 1点出土した。これは自然の礫である。出土層位は第 3層

からであるが、第 3層を細分して見た場合、二つの層にわたっての出土である。

4 Gridでは掘削中による遺物の出土はない。

ほかに、細石刃？• 土師質土器片・陶器片といった遺物が攪乱士中から出士している。

このうち 18の細石刃？は黒曜石製のもので、両端（上部・下部）を欠損（折断） し、縦長

の剥片を素材にしている。細石メJ としての認定に趾躇するのは背• 腹両面に見られる剥離

の方向が一定しないことと、背面側の微細剥離痕の存在である。なお、風化がかなり進ん

でいる。

水洗選別作業検出の遺物

今回、水洗選別作業を行なったグリッドは1・4グリッドであり、対象土層は第 3層上部

を中心に第 3層全体に、また一部第4・5層に及ぶ。 1グリッドについては、包含層の残り

の良さと遺物の出土状況を踏まえ対象区とした。 4グリッドは、遺物の出土こそなかった

が、包含層の残りの良さから、また 1Grid との距離• その位置関係を考慮し、対象区
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小結

とした。水洗選別作業の目的は吉田構内において、これまで掘削したことのない層から縄

文時代の遺物が初めて出土したことを契機として、遺物の平面的・垂直的な広がりを把握

する中の一環として行ない、今回どれほどの微細遺物が包含されているのか、特にその贔

の把握に主眼を置いた。

その結果、 1 グリッドでは二次加工のある剥片• 加工痕（使用痕）のある砕片・剥片・砕

片• 炭• 貝片•水晶片が検出できた。石器類の石材に関しては、チャート・姫島産黒曜

石• 水晶がある。 4 グリッドでは、貝片・炭• 水晶片があるが、いわゆる石器類はなかっ

た。また、両グリッドに見られる水晶片は、石器・剥片・砕片に区分できるものではない

が、水晶製の石器類が出土していることから、単に石片として片付けられないものもある

と考える。両グリッドとも第 3層から遺物が検出された訳であるが、層の堆積がよりしっ

かりしており、出土した遺物も多い 1グリッドにおいて検出した微細遺物も多かった。

4 小結

(1) 遺構・遺物について

今回検出した遺構は、土堀 3. 溝 6. 柱穴22である。残り具合は非常に悪く、調査面積

の割には希薄な残存状況であった。各遺構について時期・性格などを追及でき得る資料は

ほとんどなかったと言える。また、自然木等を含む旧河川と考えるものについても、検出

面積の少なさと、人工遺物の未検出で、その詳細は分からなかった。
ひめやまいまやま ふしの

当調介区は、北東から延びる姫山・今山の洪積丘陵地と、椛野川左岸の沖積段丘に在る

吉田遺跡のはほ中央部に位置し、周辺の既往調査から見て、今回の遺構埋存状況は全くの

予測外であった。これはもともと足跡のない地域であった可能性はあるものの、残存遺構

の状況、さらにその偏り方から見て、ここでは大きく削平を受けた結果であると考えてお

きたい。しかしながら、その時期・内容・方法についての詳細は不明である。また、旧地

形は微妙な起伏をもって存在していた可能性が高い。

今回、縄文時代の遺物偲含層を確認したことは大きな成果であった。出土遺物は黒曜石

製の剥片等、土器細片• 貝片が若干で、出土層位は第 3層上面であった。石器に関しては

その接合関係から明らかであるが、これらの遺物はその出土層位から同一時期とみなすこ

とができよう。すなわち、当調在区において、第 3層上面を中心とした一文化層が確認で

きた。そして、これらの所属時期についての判断資料として、土器もあるが、細片のため

時期を特定することはできなかった。
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時期を特定することはできなかった。

-17-



古田構内教育学部附属教育実践研究指導センター新営に伴う発掘調介

ただ隣接地の教養部教養複合棟新酋に伴う調介（第 3章参照）では、この第 3層の相当

層上面から縄文時代の遺物が多数出土している。土器片については、良好な残り方はして

いないが、岩田 N 類• 月崎上層 III式に併行するものと考えられる。実践センター第 3層上

面出土の遺物は、その層位的事実からこれらに比定でき、よって、その時期は縄文時代晩

期中頃と捉えられる。

山口県において、縄文時代の石器を層位的発掘によって検出した遺跡は、はんのわずか

であり、多くが表採・不明といった時間軸にあてはめられないもので、包含層出土のもの

にしてもその多くはかなりの時間的幅をもっているという状況にある。その意味で今回出

土した資料は貴重である。また、県内におけるその体系的な研究を行なう上でも今しばら

くの時間は必要となろう。

土層について若干述べておきたい。

実践センター新営予定地内での土層は、造成土・旧耕作土・浅黄色土・赤灰色土・灰オ

リーブ色土と続く。このうち、第 3層 Hの浅黄色土の最上面で遺物が出土し、縄文時代晩

期中頃の一文化層として認識された。また、浅黄色土は、細分が可能な状況にあり、今後

の調査を待って検討したい。
しようじ

吉田遺跡（山口大学構内遺跡）の南西約 2kmに位置する小路遺跡では、小路層と呼ばれる

沖積低地の堆積物が確認されている。このうち小路層下部はアカホヤ火山灰に由来する砂

質粘土の二次堆積層で、吉田遺跡で見られる、縄文時代晩期中頃の遺物を含む層（第 3

層）は、これに相当するものと思われる。

アカホヤ火山灰の降下年代は、今から、約6300年前と考えられており、よって、小路層

下部はこれ以後、縄文時代晩期中頃（今から2500年くらい前）にかけて堆積したものであ

ろう、との推測が可能である。

第 3層のみが、小路遺跡で発表されている砂質粘土の二次堆積層に相当するものかと言

えば、そうではなさそうである。教養複合棟区の調在においては、 B・C壁のVI層（実践

センターの第 3層）基底面下、約30cmのところにある賠褐色粘質士 (C競のIX層）上面か

ら掘り込んでいる落し穴と考える遺構があり、隣接して検出された河川跡（落し穴とほぽ

同時期と考えられる）からは、縄文時代晩期の士器片などが多量に出士している。すなわ

ち、 B音褐色粘質土 (C競のIX層）は一時期にせよ、縄文時代晩期の人々の牛活面（地面）

であったことになり、小路遺跡で発表された砂質粘土の二次堆積層は、縄文時代晩期中頃

の遺物を含む第 3層（教養複合棟区の調介では B・C峨のVI層）以下、少なくとも、教養
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埋蔵文化財遺存状況と今後の方針

複合棟区の調介での C壁のIX層までの範囲を示すことになる。このように縄文時代晩期中

頃に砂質粘土の二次堆積層の活動が行なわれたと考えられるが、果してこれが、その二次

堆積活動の全てなのか、あるいは、断続的な活動のうちのーサイクルなのかは判断できず、

小路層下部の始源は教養複合棟区の調在での C壁で見るならば、 IX層以下に求められる可

能性も出てくる。

また、土層の色調・性質は教養複合棟区の調在での B・C殴のVI層（実践センターの第

3層）と教養複合棟区での C壁のIX層では、大きく異なっており、これを同一層としては

捉え難く、環境なり何らかの変化がここに求められるのではないだろうか。

なお、当調在では土壌のサンプリングを行なっており、現在、花粉分析中である。また、

植物遺体の分析から、当期の環境を推察いただいている（付篇 l 山口大学構内出土の植

物遺体）。今後とも学際的研究による古環境の解明に全力を注ぎたい。

(2) 埋蔵文化財遺存状況と今後の方針

当調在区では、削平の度合いが大きいと考えられ、遺構の残り具合が非常に悪かった。

この結果をもとに調在終了後の取扱について、埋蔵文化財資料館運営委員会では工事に際

して特に支障はない、との結論が出された。

当調杏区は「遺跡保存地区」に近く、遺構の集中する範囲内と予想されたが、結果は全

くその逆であった。これは削平の有無もあるだろうが、そればかりの問題とも言い切れず、

多くの問題が残されたというのが実情である。周辺地域では今後まず、綿密な試掘調在が

必要となるもので、さらに縄文時代晩期中頃以前の相当層は削平の手を免れており、この

層以下では特に注意を払う必要がある。

〔注）

1) 松尾征二 「小路遺跡周辺の第四系」『小路遺跡」（山 LI市埋蔵文化財調在報告第27集、山口市教育委員会、

1988年）
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ブ色粘質土で、縄文土器が

若干贔出土したが、調介範

囲内では時期を決定する資

料には恵まれなかった。

C-D壁のy=479付近の

深掘りではその下に落し穴、

河川跡の検出面である層原

約10-20cm賠褐色土が認め

られた。検出面の標高は約

18.30mである。 9a-14層

は縄文時代の河川跡の埋積

土で暗緑灰色ないしは緑灰

色を基調とした砂、礫の互

層である。 15a-l 7bは第 2

号河川跡の埋積土で、黒褐

色土および黒褐色粘質土、

オリーブ黒色土の堆積が認

められる。

3 遺構．遺物

(1) 縄文時代の遺構・遺物

t 

x=350 

遺構・遺物

'--'/ I o 10m 

11 / 喜II I 
;,. 

E 

Fig. 19 トレンチ設定図

弥生時代以降の遺構検出の際、検出面の 6層から縄文土器が出土した。そのため、木炭

とともに士器が集中して分布していた調介区南端部に A (2 . 5 X 16 m) ・B .(2 X 3 m) 

二本のトレンチを設定し、遺物包含層の掘削を行った。 6-8層の三枚の包含層を掘削し

た段階で、 A トレンチから河川跡が検出され、遺構検出の発端となった。また、その規模

を調べるため、流路にあたると考えられた地域に設定した四本のトレンチのうち、 H トレ

ンチから落し穴が検出された。なお、 6層を検出面とするものには溝、浅い谷状の落ち込

みがある。

落し穴 (Fig. 21, PL. 9) 

調杏区中央部の Hトレンチで検出した。当初は Aトレンチで認められた河川跡の流路方

向を調べるために設定したトレンチであったが、西端部分が検出されたためトレンチを拡
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吉田構内教養部複合棟新営に伴う発掘調介
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Fig. 20 縄文時代の遺構配置図

張した。平面形態は底面と同じく隅丸長方形で、長軸105cm、短軸78cm、検出面からの深

さ25cmの規模をもつ。壁面は外方へ傾斜しながら立ち上がる。底面は中央部に向ってわず

かに下降しており、長軸90cm、短軸72cmである。底面中央部には上面25cmX 22cm、下面

12cm X 14cm、深さ 58cmの円形のピットが存在する。ピット内には底面から 10cm-49cmの範

囲内に 6個の板石状の自然石が縦位に詰められており、中央部には間隙が認められる。埋

土は灰オリーブ色土 (HuelOYR6/2) である。検出面の標高は約18.25 m。遺構の性格上、

さらに伺種の落し穴が存在する可能性があったため、 F・Hトレンチを拡張後、さらに l

トレンチを設定して調在したが検出できなかった。
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遺構・遺物

内部からの出土遺物には縄文土器片お

よび剥片 1点がある。時期はにわかに決

定しがたいが、検出面の直上層が晩期中

頃の遺物包含層であること、同一面で同

時期の河川跡が検出されていることおよ

び14cの測定結果から晩期中頃をそれほ

ど遡るものではないであろう。

出士遺物 (Fig. 22, PL. 18・23) 

lは粗製の縄文土器で、小破片のため

器形はわからない。外面ナデ、内面は荒

い条痕を施す。 2は剥片で上端部を欠損

する。正面は左・右および上方向からの

加撃による 3枚の剥離面によって構成さ

れる。正面左側縁はピンジフラクチャー

をおこしている。

河川跡 (Fig. 20, PL. 7 (2)) 

調介区南西部に設定した A トレンチで、

東への落ち込みが確認された。そのため、

さらに 4本のトレンチを追加し、流路方

向を調介した。その結果、調在区東壁に

18.300m 

1 m 

Fig. 21 落し穴実測図
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Fig. 23 河川跡出士遺物実測図

出土遺物 (Fig. 23, PL. 18) 

いずれも粗製で、風化、磨滅によって器面調整の観察が困難なものが多い。 1-7は深

鉢ないしは浅鉢。口縁部が内湾ぎみに立ち上がり内面に段をもつもの (1)、外傾するも

の (2・3)、直立するもの (4・5) がある。端部は平坦なもの (1・2・4) と丸い

もの (3・5) がある。内外面とも横ナデが多いが、 3は内面ナデ、 4は外面横条痕のの

ち横ナデ。 6・7は胴部で 7は外面横、斜め条痕、内面ヘラケズリを施す。 8は波状口縁

をなす浅鉢で、肥厚する口縁端部に刻み目、口縁下外面に 1条の沈線を施す。端部は丸い。

内外面横ナデ。 9・10は底部。 9は小形品で浅鉢であろう。

第 3号溝

調介区中央部を北西から南東に走り、第 1・3号竪穴住居跡を切っている。谷状の落ち

込みに流れ込んでおり、検出した長さは約 7mである。幅約40-60cm、検出面からの深さ

3 -4 cmを残す。検出面の標高は約18.65 m。出土遺物には石鏃 1点がある。

出士遺物 (Fig. 41-12) 

凹基無茎式の石鏃で、先端部、脚部の片方を欠損する。扶りは浅く脚端部は平捐に近い。

正面基部・左脚部側には樋状の調整加工が施される。

谷状遺構 (Fig. 24・29, PL. 6) 

調介区中央部から南東および南西に「U」字形に開く浅い谷状の落ち込みで、幅約2.5

-5mの規模をもつ。深さは検出面から平均約10-15cmで、谷底へは緩やかに落ち込む。

南東へは蛇行しながら北へ大きく開くが、深さは 2- 3 cmと極めて浅い。検出面の標高は

約18.55-18.65m。埋土は上層が黒褐色粘質土、下層が黒褐粘質土を含む砂礫である。

遺物は「U」字形に開く落ち込みの奥部付近に集中して、上層から古墳時代後期、下層か
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ら縄文時代晩期の二時期のものが出土した。古墳

時代の遺物は上層から若f出土し、贔的には後者

の方が多い。

出土遺物には縄文土器、土師器、須恵器、石器

にほか比較的多贔の象l片がある。縄文時代晩期終

末の一時期に谷状の落ち込みが埋積し、埋まりき

らなかった窪みに古墳時代の遺物が混入したもの

と考えられる。

出土遺物 (Fig.

土器 (1-12) 

25, 

1 - 9は縄文土器。

2・4は口縁部が内傾する。

外反し、突帯のやや下位に煤が付着する。刻目の

有無は不明。 2は刻目をもたない突帯の下位に 2

個の穿孔を有する。

端部よりやや下位の突帯にやや大きめの刻目をも

つ
゜
6 -9は底部。

は深鉢。

PL. 18・23) 

1~5 は突帝文の甕。

lは口縁端部が短く

3は外反する口縁部をもち、

6は浅鉢、

6 - 8は平底、

脚部。 12は須恵器の甕。

1 . 

7 -9は甕ないし

9は窪み底。 10・11は土

師器。 10は甕で、頸部内面に稜をもち、 口縁部は

短く外湾しながら開く。端部は丸い。 11は高杯の

口縁部は直線的に外反し、

端部内面に断面三角形の低い貼付突幣をもつ。

石器 (13-26)

13は窮製石斧の頭部。正面はほぼ平坦であるが、

裏面は凸レンズ状に湾曲し、断面形はいびつな楕

円形を呈する。正面右側面には縦方向の研磨が観

察される。正面の 3枚の剥離面は荒い成形段階の

もの。 14は砥石で、正・裏両面を研砥面とする中

砥。下面に比べ上面の摩滅が著しい。研砥方向は

不明。 15-18は石鏃。 15は凹基無茎式、 16-18 Fig. 24 
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Fig. 25 谷状遺構出士遺物実測図

は平基無茎式。 15は剥片鏃で、身部の中央には素材面を残す。脚端部が丸く、挟りは正面

が 1枚、裏面が 2枚の剥離によって作り出される。 16は左右対称で、二次り[1_[も症く、
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やや厚手に仕上がっている。 17は裾

部が鋭く尖る。 18は整った二等辺三

角形を呈する小形のもので、基部は

わずかに内湾する。 19-24は加工痕

のある剥片。 19は正裏両面の上縁に

二次加工が施され、スクレイパーと

しての機能をもつものであろう。断

面形は菱形を星する。正面左側縁に

は使用痕と思われる微細な糸IJ落痕が

認められる。 20・21は縦長剥片を素

材とし、正面上縁部に荒い二次加工

を施す。 22は縦長剥片を素材とし、

正面左側縁、下縁に連続する二次加

工を施す。裏面下縁にも荒い二次加

工がみられる。 23は寸づまりの横長

剥片を素材とし、主要剥離面である

正面側には打点、打面を除去するよ

うに二次加工が施される。 24は縦長

剥片を素材とし、正面左側縁下半に

ノッチ状の二次加工を施す。正面上

半部には自然面を若十残す。裏面側

が主要剥離面で、ネガティブバルブ

を除去している。 25は使用痕のある

剥片。縦長剥片を素材とし、正面右

側縁および左側縁下半に微細な剥落

痕が認められる。正面右半には自然

面を残す。裏面側はネガティブバル

ブを除去している。 26は石核。剥片

剥離作業はおのおのの作業面を打面

として全周から行われており、打面

● I• 

＋ 

•.• 

一

．．
 

十．．．． ． ・. 

．
 
．
 

．．
 ．
 
．．
 

．
 
．
 
‘.7・・・
••S
• 

．．． ．． 
．
 
．．．． 

旦
IIA＋
 ．
 E

V
 

゜

oooVIIA 
十

E
(）｛
)
S
.
8
l
 

E
(）
｛
）
｛
）
．

8
I
 

豆
E11x

召
II」
(

吋
g
s
11x 

Fig. 26 A トレンチ河川跡・包含r~遺物出土状況
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包含層出土遺物実測図（土器）

の転移が著しい。

包含層出土遺物

目的剥片は寸づまりの小ぶりな縦長剥片であろう。

(Fig. 27・28, PL. 19・23・24)

遺物は A-Dトレンチで約140点出土した。 C・D両トレンチではきわめて少輩で、大
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Fig. 28 包含層出土遺物実測図（石器）

半は A トレンチ束端部、 B トレンチの 6層に集中して出土した。土器は小破片が多く、図

化しうるものは少ない。石器は剥片を含めて11点ある。

土器 (Fig. 27) 

粗製の深鉢、浅鉢がある。 1-6は深鉢。 1は大形品で、屈曲部から外湾しながら直立

ぎみに立ち上がる胴部をもち、口縁部は短く内傾する。口縁部下、胴屈曲部の突帯および

口縁部に刻み目はない。 2は直立ぎみにわずかに外反する口縁部をもつ。 3-6は胴部。

4は屈曲部に稜をもたない。 3・4は内外面条痕、 4はそののち内面をナデている。 5は

外面横刷毛目、 6はそののちナデている。 3・6は外面に煤が付着する。 7-10は浅鉢。

7は口縁部が胴部から屈曲して外側に短く開く。 8は口縁端部に断面三角形の肥厚帯をも

つ。 9・10は胴部の屈曲部で、 10は外面に明瞭な稜が認められる。 11-14は底部。 11はほ

ぽ直立して立ち上がる。 14はくぽみ底で、外面は荒い縦、斜め条痕、内面刷毛ののちナデ

で指頭圧痕が残る。岩田 N 類• 月崎上層 III式併行と思われ晩期中頃に位置づけられる。

石器 (Fig. 28) 
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石鏃、石匙、使用痕のある剥片、磨製石斧、石核、剥片がある。 1はやや大形の凹基無

茎式の石鏃の脚部片端。基部の扶りは比較的深く、脚端部は尖る。 2は横形の石匙で、つ

まみ部上端、正面右半分を欠損する。素材の長軸とつまみ部の長軸とが斜交し、上下両側

辺に刃部をもつ。端部は尖る。正面に比べ裏面の加工は荒い。 3は使用痕のある象lj片で、

打面には自然面を残す。正面左端部を欠損するが、下縁には微細な剥落痕が認められる。

4はA トレンチと試掘調介A地区との接合資料である。刃部輻が基部輻の約 3倍近くにな

る平面形態が撥形を呈する磨製石斧で、刃部の大半と基部を欠損する。正面の剥落が著し

いが研磨は丁寧。 5は石核。打面、打点は一定しておらず、剥片剥離作業面を打面とする。

剥片剥離作業はほぼ全周から行われ、目的剥片は寸づまりの小形の縦、横長剥片である。

2 弥生時代以降の遺構・遺物

調介区北東端部を除いてほぽ全面に分布するが、後軋の削平によって北端部の遺存度は

よくない。検出遺構には弥生時代から古墳時代の竪穴住居跡 4基、古墳時代の河川跡、江

戸時代の井戸 2基、埋甕 3基、掘立柱建物跡 2棟のほか、土堀13基、溝 2条、柱穴多数が

ある。

竪穴住居跡

第 1号竪穴住居跡 (Fig. 30, PL. 12) 

調介区北西部で検出された住居跡で、第 2・3号竪穴住居跡を切っており、第 1号溝に

切られている。北辺部は後軋の削平によって消失している。平面形態は方形：：、南北軸

214cm以上、東西軸208cmの規模をもつが、検出面からの深さは 4cmを残すにすぎない。検

出面の標高は約18.60 m。ほほ平坦な床面には 9個の柱穴が認められるが、床面からの深

さが10cm前後で本住居跡に伴うものとは考えられない。西半中央部には平面形態が不整桁

円形の66X 42cm、床面からの深さ 15cmの掘り込みが検出された。

内部からの出土遺物はないが、埋土の色調、 f甚野川流域における竪穴住居跡の平面形態、

規模の変遷および切り合い関係から古墳時代のものと考えられる。

第 2号竪穴住居跡 (Fig. 30) 

第 1号竪穴住居跡の西に近接する住居跡で、同住居跡に切られているが、第 3号竪穴住

居跡との切り合い関係は明かでない。南半部は後肌の削平によって梢失している。平面形

態は不整円形ないしは不整桁円形で、上面径340cm以上の規模をもつ。残存状態はきわめ

て悪く、検出面からの深さは 2cmである。検出面の標高は約18.60 m。床面は平±8.で、少

なくとも 7個の柱穴が認められる。しかし、主柱穴と考えられるのは p1ぐらいで、他
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Fig. 30 竪穴住居跡実測図

は床面からの深さが10cmに以下で本住居跡に伴うものとは考えられない。

内部からの出土遺物はないが、埋土の色調、平面形態および上面径6.5m前後、床面積

約30m2の規模をもつことから、 1甚野川流域における竪穴住居跡の平面形態、規模の変遷お

よび切り合い関係から弥生時代中期から後期のものと考えられる。

第 3号竪穴住居跡 (Fig. 30, PL. 12) 

第 1号竪穴住居跡の東に近接する住居跡で、伺住居跡に切られている。南半部は後備の
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削平によって消失している。平面形態は方形ないしは長方形で、南北軸172cm以上、東西

軸170cm以上の規模をもち、検出面からの深さは 5cmを残す。検出面の標高は約18.60m。

やや北に向かって下降する床面には 8個の柱穴が認められるが、第 1・2号竪穴住居跡同

様、床面からの深さが10cm以下で本住居跡に伴うものとは考えられない。

内部からの出土遺物はないが、埋土の色調、樵野川流域における竪穴住居跡の平面形態、

規模の変遷および切り合い関係から弥生時代後期から古墳時代のものと考えられる。

第 4号竪穴住居跡 (Fig. 30, PL. 13) 

調在区北端部で検出された住居跡で、第 3号溝に切られている。後軋の削平によって西

半部が消失しており、壁溝のみが東半部に残存する。平面形態は方形ないしは長方形と思

われ、東辺350cmの規模をもつ。壁溝の深さは検出面から 5- 6 cmである。検出面の標高

は約18.60m。また、住居内には各周壁に沿って「コ」の字状に巡る 1条の溝が検出され

た。建て替えに伴うものと考えられ、東辺180cmの規模をもち、深さは検出面から 2-

3 cmである。主柱穴の配置は明かではない。

内部からの出土遺物はないが、埋土の色調および棋野川流域における竪穴住居跡の平面

形態、規模の変遷から弥生時代後期から占瑣時代のものと考えられる。

泊I川跡

第 1号河川跡 (Fig. 31, PL. 14(1)) 

調介区北部で検出した。中央部付近は配水管、暗梨が貫通し消失している。北東から南

西に貫流し、検出した流路長は約 9mである。幅約 2m、検出面からの深さ約50cmの規模

をもつ。検出面の標高は約18.60 m。右岸側は川床まで急傾斜に落ち込むが、左岸側は川

床から緩やかに立ち上がり、川岸付近に部分的に存在する狭い平坦面から急激に立ち上が

る。断面形は基本的には「V」字形である。

左岸南西部には伺ーの流路方向をもつ輻20-30cm、深さ 5- 6 cmの溝が検出された。攪

乱坑による消失および調介区外のため一部未調介であるが、一連のものと思われ、長さは

約13mである。切り合いが認められず、同河川跡の支流もしくは取水溝と考えられるが、

合流点付近にはなんら取水施設は認められなかった。

埋積土は基本的に上層が粘質土ないし砂で、下層は砂と礫の互層である。

出土遺物には土師器甕、高杯、器台、手が~!土器、須恵器短頸壺蓋、須恵器模倣士師器杯、

打製石斧、石鏃、加工痕のある象IJ片がある。河川跡が縄文時代の遺物包含層を削って流れ

ているため一部時期の遡る遺物が含まれるが、おおむね 5- 6世紀に機能していたものと
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凡例

］．黒褐色粘質士 !Hue 7.SYR 2/21 

2慣褐色砂混じり粘質土 IHue 7. SYR 2/21 
3a砂礫 礫径 1-2 cm 
3b砂礫 礫径 1cm未満
4. 暗灰黄色砂 !Hue 2.5Y 5/2) 

5. 暗I仮黄色砂質土 I Hue 2.5Y 4/2) 

6 . 灰オリーブ色砂 (Hue 5 Y 6/21 

7 . I火黄褐色粘質士 I Hue JOYR 412) 

8. 里褐色粘質土 !Hue 2.5Y 3/1) 

9 . オリープ黒色砂質士 (flue 5 Y 3/1) 

2サ;,)/11/J,か

凡例

l 暗褐色粘T-'(f-. I Hue 10 YRJ/31 

2 .:n褐色J: I Hue S YR3/1) 

3 . 里褐色粘t'fi: 1Hue5YR2/IJ 

4. 1/i/AJ色粘11!: iflue75YR4だI

S .11闘；褐色ネ/it'i:f・ I Hue 5 YR 3だI

li . 砂礫 礫径 I-2 cm 
7 . オ')-71,Ji色末/if[T'llue2sy 5/61 
H ..'I浪｝色粘質/: 'llue7.5YR 2だI

s.La711 
IY =472 

。
2m 

第 2 砂氾l川跡

Fig. 31 第 1・2号河川跡実測図
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弥生時代以降の遺構・遺物

考えられる。

出土遺物 (Fig. 32, PL. 20・23・24) 

土器 (1-8) 

1 - 5は土師器。 1・2は甕。 1は頸部内面にわずかに稜をもち、口縁部は外湾しながら

中位付近でやや強く開く。口縁部内外面の横ナデは荒く刷毛目が残る。 2は小形の甕で、

しまりのない頸部から直立する短い口縁部をもつ。口縁端部は丸い。 3・4は高杯脚部で、

裾部内面は接地せず、斜下方に開く。 3は脚柱部から屈曲せず裾部にいたる。 4は脚柱部

が比較的長く、裾部で強く屈曲しやや内湾ぎみに開く。 5は支脚で口縁部を欠損する。裾

部の開きは短く、裾部付近の刷毛目は荒い。内面と外面は異なる刷毛工具を用いる。 6は

手｝兒土器の底部で、婉状のものであろう。内外面には指頭圧痕が顕著に残る。 7は須恵器

短頸壺の盗。天井部から体部にゆるやかに下降し、口縁端部は短く外反するものと思われ

る。天井部はヘラ切り放しののち若fナデている。体部には重ね焼きの痕跡が残る。 8は

須恵器模倣土師器の杯身。立ちあがりは断面三角形で、上方に短く開く。立ちあがりと蓋

受け部の境はわずかに窪む。

石器 (9・14・17)

9は片刃の打製石斧。緑簾石石英片岩を石材としていることから剥落が著しい。加工は

比較的荒く、特に裏面側の頭部は大きな剥離面によって構成されている。断面形は扁平な

棺円形で、頭部にむかうにつれて丸みをおびる。頭部幅2.3cm、刃部輻5.0cm。14は石鏃で

平基無茎式。正裏両面とも比較的大きな剥離面によって構成される。加工は粗雑で断面形

は菱形状を呈する。 17は加工痕のある象IJ片で、下端部を欠損する。縦長剥片を素材とし、

正面の左右両側縁上半には裏面側からノッチ状の二次加工を施す。正面上半中央部には上

端部の一枚の剥離面を打面として加蚊が行われ、素材の高まりが除去されている。また、

裏面側は 2枚の剥離面によってネガティブバルブが除去される。

第 2号河川跡 (Fig. 31, PL. 14(2)) 

調介区西端部で検出した。北から南に貫流するが、右岸側は調介区外にあたるため、確

認していない。検出した流路長は約15rnで、幅1.8 rn以上、検出面からの深さ約45cmの規

模をもつ。検出面の標高は約18.60m。川床は起伏に富み、北半部は流路がかなり乱れて

いる。

埋積土は川床に約 5-10cmの砂礫層が堆積している以外はすべて粘質土である。規模、

位償関係、出土遺物から第 1号河川跡と同一河川の可能性があるが、本稿では区分して報
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出土遺物には縄文土器深鉢、浅鉢、土師器甕、石鏃があるが、第 1号河川跡と比べて量

的には少ない。第 1号河川跡同様、縄文時代の遺物包含層を削って流れているため、一部

時期の遡る遺物が含まれるが、おおむね 5-6世紀代に機能していたものと考えられる。

出士遺物 (Fig. 32, PL. 20・23) 

土器 (10-13)

10・11は粗製の縄文土器深鉢。 10は直線的に内傾する口縁部をもち、端部は尖る。 12は

粗製の浅鉢。口縁部は直線的に短く内傾し、胴部との境にはわずかに稜をもつ。 13は土師

器甕で、「 L」字状に短く外反する口縁部をもつ。

石器 (15・16・18)

15・16は凹基無茎式の石鏃。 15は先端部から脚端部まで匝線的に開く。脚端部は尖る。

挟りの深さは 5mmで、基部から全長の約％まである。 16は脚部が外方に開かず、匝立する。

端部は尖る。先端部、脚部の片方を欠損する。挟りは深く、挟り部幅10mm、扶りの深さは

8 mmである。扶りの最深部は一枚の大きな剥離面によって構成される。裏面上半中央部に

は素材面を残す。 18は使用痕のある象IJ片。素材は打面に自然面を残す横長剥片で、
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正面、右側縁部上端部に

細かな剥落痕が認められ

る。

掘立柱建物跡

第 1号掘立柱建物跡

(Fig. 33-1, PL. 15(1)) 

調杏区南東部で検出し

た身舎 l間X3間の建物

跡である。棟方向に平行

に現代の暗渠が走る。検

出面の標高は約18.65-

18. 70m。北隅を起点と

して、桁行長6.0m、梁

行長2.8mの規模をもつ。

棟方向は北東ー南西で、

N -54°-E。桁方向の

柱間距離は平均約 2mで、

柱穴の上面径は15-20cm、

深さは20cmのものが多い。

柱穴の埋土はオリーブ褐

色粘質士(Hue2.5Y4/4)。

出土遺物はないが、第

2号井戸に近接して位置

することから17世紀頃の

ものと思われる。

第 2号掘立柱建物跡

(Fig. 33-2, PL. 15(2)) 

調介区の中央部付近で

検出した身舎 1間X 2間

の建物跡である。検出面

＼ 

ー
18. 700m 

18. 700m 

（） 1 m 

凡例
l オリーフ褐色 f: I Hue 2 CY 1 /4 I 

2 II介オ'}ーブ褐色 f:I Hue 2 W 1/'.li木炭を I口 j クて含t
3 II;'¥/火貨色砂礫 'Hue 2.SY 4/2) 

4 ,'且褐色ネ/j'/'lf: '・flue 2.,,Y 1/1 I木炭を合も

:, -1-') ----;1仮色粘 f:<Huelli Y i/21 
6 a 1リーブ，＇且色砂礫 Iflue 7バY'.l/21
6 b /J, ォ'}ーブ色砂礫 Hue り Y 1/21 
7 a II介オリ—ープ色ポ/i J: I Hue刃 y 4か
7 b オリーフ，＇且色粘 f:1flue7.CY'.l/11 
8 オ')--;,'/_¥色粘 f:1Hue7.W :J/21 

9 オ'}-ーブリ！色礫 ，Hue 7 CY :J/21 

Fig. 34 第 1号井戸実測図
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凡例

ー
1. オリーフ[!¥fも末/i1't -f:'Hue 5 Y 3/21 

I梢物遺体合(.,

2. オリーフ褐色 t:、'Hue2.5BG、l/4)
（睛苫I火色枯 t:Hue 5 BG l /4な
7ll, クで:,す／ ） 

18. 700m 

18.700m 

の標高は約18.70m。北隅を起点として、

桁行長6.0m、梁行長4.2mの規模をもつ。

棟方向は北西ー南東で、 N-36°-W。

桁方向の柱間距離は平均約3.lmで、柱

穴の上面径は20-30cm、深さは30-40cm。

＼ 柱穴の埋土はオリーブ褐色粘質士

(Hue2.5Y4/4)。

出土遺物はないが、第 1号井戸に近接

して位置することから17世紀頃のもので

あろう。

井戸

。
l m 

第 1号井戸 (Fig. 34, PL. 16(1)) 

調介区東半の中央部付近に位置し、谷

状の落込みの埋土上面が検出面である。

平面形態は円形に近い楕円形で、上面径

2.5X2m、底面径2.2Xl.5mの規模をも

つ。壁面は底面から急傾斜に立ち上がる。

底面は西から東に下降しており、東端部

では底面から深さ約10cmの円形状の落ち

込みが認められる。検出面からの深さは

最浅部で約35cm、最深部で約75cmである。

Fig. 35 第2号井戸実測図 底面には多数の自然石が散乱している。

検出面の標高は約18.65 m。

出士遺物には陶器鉢、椀のはか曲物底板、棒状木製品、箆状竹製品および植物遺体があ

る。 171仕紀代。

出土遺物 (Fig. 36・37, PL. 20・24) 

土器 (Fig. 36 -1・2) 

lは口縁部外面が玉縁状に肥原する鉢で、端部は口禿である。 2は二段状の高台をもっ

椀で、高台側面より上位に施釉する。内面見込みの一部に自然釉がかかる。高台側面には

3個の円錐トチが付着する。
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Fig. 36 井戸出土遺物実測図 (1・2-第 1号井戸 3 -6ー第 2号井戸）

木•竹製品 (Fig. 37) 

lは楕円形曲物の底板で、下半部を欠損する。横木どりで、側板をあてるために、周縁

の内側を一段低くつくり出す。目釘穴は認められない。 2は棒状木製品。農工具の柄の可

能性があるが、下半部を欠損するため明かでない。両側縁は面取り状に加工＇し、断面形は

頭部が扁平な楕円形、中位以下が楕円形を星する。頭部への敲打痕はない。縦木どり。 3、

4は竹製で同一品と考えられるが、接合しなかった。 3は頭部に目釘穴をもち、上端に紐

ずれと思われる横方向の擦過が残る。左側面は火熱を受け煤が付杓する。 4は上端部に
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節をもち、下端部は左右両側面お

よび裏面を加工し、尖らせる。ニ

点とも左右両側面を面取りし、正

面は素材面を残す。

第 2号井戸

(Fig. 35, PL. 16(2)) 

□

d
4
 

゜
Fig. 37 第 1号井戸出士遺物実測図

調介区南端の中央部付近に位償

し、第 1号井戸同様、谷状の落ち

込みの埋土上面が検出面である。

本学統合移転前の水田に伴う暗梨

によって東半部を若干削平されて

いる。平面形態は円形に近く、上

面径 1.5-1.Sm、

1.2mの規模をもつ。壁面は底面

から緩やかに立ち上がり、断面形

は揺鉢状を星する。検出面からの

深さは約50cmである。底面には自

然石とともに土師質土監の甕一個

体分が投げ込まれている。検出面

の標高は約18.65 m。

出士遺物 (Fig. 

底面径0.9-

出土遺物に

＼ 

~ I 

: 、

＇ 

) cm 

＇ 

' -
、、 ： 

は土師質土器盤・甕、磁器婉、陶

器揺鉢および植物遺体がある。 17

世紀前半。

Fig. 38, 

36-3 - 6、

PL. 20・25) 

3は土師質士器の盤で、 口縁端

部を内側に巻き込み肥厚させる。

4は磁器椀で、

に外反する。

口縁端部がわずか

5は陶器揺鉢。 口縁

部は短く外反し、内面には 12本単~
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Fig. 38 第2号井戸出土遺物実測図

位の櫛歯描き上げを重ねながら左方向に施す。骨付きは無施釉で、一箇所を指頭による指

圧によって切り高台状に窪ませる。底部と休部の境付近の内面には重ね焼き時の放れ砂が

付着する。 6は桟瓦で奸足長は不明。凹面は縦方向、凸面は横方向ナデ。前・側端部は縁

に沿ってナデる。金雲母を多く含む。

Fig. 38は土師質土器の大甕。口縁部は肥厚し、直線的に内傾する。端部は平坦。頸部

外面には二条の浅いヘラ描き沈線を施し、内面には段をもつ。輻約 5-6 cmの粘土帯を輪

積み成形するが、法贔にくらべて器峨が薄い。胴部から頸部はタタキによる調整で、内面

上半部には 111]心円の当て具痕がそのまま残るが、下半部はそののち横、斜め刷毛を施す。

外面は副毛目ののちに流いナデが行われており、タタキの種類は明かでない。他に寛永通

宝 l枚 (Fig. 43-1) がある。
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Fig. 39 第 2・:1り埋甕土堀実測図

坪甕土堀

試掘調介時とあわせて 3枯検出したが、後世の削平によって下半部しか残存しない。い

ずれも単独で存在し、土城を共有することはない。

第 1サ埋甕 (Fig. 40-1・2, PL. 21) 

試掘調介時に出土したもので、出土地点から第 2・3号埋甕土城の南に近接して存在し

たものと思われる。

1・2は土師質土僻で、同一個休であろう。 1は口縁部で外湾しながら内傾し、端部は

肥原する。頸部には一条の浅いヘラ描き沈線がめぐる。頸部以下はタタキによる調整で、

内面は伺心円の当て具痕がそのまま残るが、外面はそののち横方向のミガキを施す。 2は

底部で、内底面は周縁に沿って円形に刷毛日が施される。

第 2号埋甕土城 (Fig. 39-l・Fig. 40-3, PL. 17(1)・25)

調介区中央部よりやや東で検出した。平面形態は円形で、上面径約95cm、深さは検出面

から48cmを残す。甕は底面から若十上位に据えられている。内部には自然石が落ち込んで
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Fig. 40 第2・3号埋甕および出土遺物実測図

おり、口縁部は認められない。検出面の標裔は約18.75 m。埋土はオリーブ褐色粘質土

(Hue 2.5Y 4/4)。甕は土師質で、胴部はタタキによる調整で、内面には同心円の当て具

痕がそのまま残るが、底部付近はそののち横刷毛目を施す。外面は縦刷毛目ののちさらに

荒いナデが行われる。内底面の調整は第 1号埋甕と同様で、外底面は板目圧痕が残る。

第 3号埋甕土堀 (Fig. 39-2・40-4 -6, PL. 17(2)・21・25)

第 2号埋甕土塙の約 1m西で検出した。平面形態は円形で、上面径約70cm、深さは検出

面から48cmを残す。甕ははほ底面に据えられており、内部には口縁部が落ち込んでいる。

検出面の標高は約18.75 m。埋土はオリーブ褐色粘質土 (Hue2.5Y 4/4)。 4・6が埋甕で、

土師質。 4は胴部が底部から比較的忽に立ち上がる。内外面の調整は第 2号埋甕と柘l様で

あるが、外底面には板目圧痕は認められない。 6は第 1号埋甕の口縁部と器形、調整とも

ほぽ同様であるが、口縁端部は面をもち、外面に菊花のスタンプ文を施文する。 5は内部
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吉田構内教養部複合棟新営に伴う発掘調介

から出土した陶器播鉢。口縁部は短く緩やかに外反し、指押えによって注口部を作り出す。

溝

2条検出した。後軋の削平が著しく、部分的にしか検出できなかった。出土遺物もなく

時期は明らかでない。

第 1号溝 (Fig. 29) 

調介区北端部をはほ南北に走り、第 4号竪穴住居跡を切っている。検出した長さは約

7 mである。幅約10-15cm、検出面からの深さ約 4cmを残す。検出面の標高は約18.60m。

出土遺物はない。

第 3号溝 (Fig. 29) 

調介区中央部を北西ー南東に走る。検出した長さは約 3mで、幅約15-20cm、検出面か

らの深さ約 2-4 cm。検出面の標高は約18.65 m。出土遺物には石鏃がある (Fig. 41-12)。

賠渠 (Fig. 29) 

8条を検出した。本学統合移転前に開かれていた水田に伴うもので、内部から古墳時代

から江戸時代の遺物が出土した。

暗梨出土遺物 (Fig. 41-1 -11・13・14, PL. 21・22・25) 

lは土師器甕。頸部内面に稜をもたず、口縁部は外湾しながら短く緩やかに外反する。

2は須恵器の高杯。杯部は浅く、内湾しながら開き、上半部でやや急に立ち上がる。内面

には重ね焼きの痕跡がみられる。短脚の裾部は断面鳥嘴状となる。 3-6・14は土師質土

器。 3・4は火舎。 3は口縁端部が短く内傾し、内面には沈線状の段をもつ。外面には菊

花のスタンプ文を施文する。 4は獣足の支足をもつ底部で、足数は破片のため不明。外底

面には板目圧痕が認められる。いずれも内外面には煤が付着する。 5・6は盤。 5は直線

的に開く体部を底部側面に貼付する。口縁端部は内巻き気味に直立し、やや肥厚する。 14

は甕。口縁部は肥原して直立し、端部は面取り状に平坦。頸部外面にはヘラ描きの浅い二

条の沈線が巡る。内外面の調整は第 2号井戸出士のものと同様である。 7-10は陶器。 7

は鉢で、口縁部は玉縁状に肥原し、端部は口禿となる。 8は備前系の播鉢。内面には14本

を単位とする櫛歯描き上げを煎ねながら右方向に施す。低い削り出し高台で、悦付は狭い。

体部上半、外底面および悦付には煤が付着し、火災による投棄を思わせる。 9-11は染付

椀。口縁部に二条、休部下半に一条の圏線が巡り、その間に粗雑な唐草文を絵付している。

ほぼ全面に貰人がみられ、狭い畳付は無施釉。 10は高台外面脇にも一条の圏線が巡る。 11
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吉田構内教養部複合棟新営に伴う発掘調在

Tab. 3 土城一覧表

土城番号
規模(cm)

平面形態 埋
長軸短軸深さ

土 色 調 備 考

SK 1 152 62 2 楕円形 褐色粘質土 (7.5YR 4/6) 

SK 2 70 48 3 不整楕円形 /,, SD 1を切る

SK 3 70 46 8 楕円形 黒褐色粘質土 (2.5Y 3/2) 

SK 4 94 38 3 /,, オリープ褐色粘質士 (25Y 4/4) 

SK 5 114 70 4 不整楕円形 ケ NR 1を切る

SK 6 198 68 5 不整形 ケ

SK 7 100 74 2 ,,,. 黒褐色粘質士 (2.5Y 3/2) 

SK 8 76 46 3 ，， // 

SK 9 84 76 3 楕円形 褐色粘質土 (7.5YR 4/6) 土師器

SKlO 166 108 4 不整形 オリーブ褐色粘質土 (2.5Y 4/4) 

SKll 222' 84 2 不整楕円形 黒褐色粘質土 (2.5Y 3/2) 

SK12 92 44 ， 楕円形 オリーブ褐色粘質土 (2.5Y 4/4) 

SK13 168 166. 3 方形or長方形 ケ

は口縁部外面に圏線状の絵付を施す。呉須は 9が暗オリーブ灰色 (Hue5 GY 4/1)、10が

賠青灰色 (Hue5 PB 4/1)、11がオリーブ灰色 (HuelOY 4/2) である。 13は悼管の吸口。

一枚の板を折り曲げ、屑をもたない。真鍮製。 Fig.43-2は寛永通宝。第 5号賠梨出土。

1・13は第 2号暗渠、 3・5・9は第 3号賠渠、 4は第 4号暗渠でその他は第 8号賠梨出

土。

土堀 (Fig. 29) 

13基検出した。埋土はオリーブ褐色粘質土 (Hue2.5Y 4/4) のもの（第 4- 6・10・ 

12・13号土堀）、黒褐色粘質土 (Hue2. 5Y 3/2) のもの（第 3・7・8・11号士堀）、褐色

粘質土 (Hue7. 5YR 4/6) のもの（第 1・2・9号土堀）の三種がみられる。平面形態は

楕円形に近いもの（第 1・3・4・1_2号土堀）、方形のもの（第 9・13号土城）、不整形の

もの（第 2・5-8・10・11号土城）がある。オリーブ褐色粘質土の埋土をもつものは調

介区北半部に集中する。規模は最大の第13号土堀で長短両辺とも、 170cm以上、最小の第

8号土堀で長軸約76cm、短軸約46cmである。検出面からの深さは 2-5 cmのものが多く、

残りの最も良い第12号土城でも 9cmを残すに過ぎない。

出土遺物ははとんどなく、わずかに第13号土城から古瑣時代の土師器が出土した。埋土

の色調からすべて古墳時代以降のものであろう。

第 4・5層出土遺物 (Fig. 42-1 - 9・11・12, PL. 22・24) 
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Fig. 42 第 4・5彬およびその他のl41土遺物実測図

各層から土師器、須恵器、土師質土器、瓦

質土器、陶器、磁謡が出tした。古墳時代か

ら江戸時代にかけての各時代のものが混在す

る。 1は陶器の壺。口縁部は外湾しながら恒

立し、端部を斜上下の両方に拡張させる。端

部は平川で、ヘラミガキを行う。口縁部外面

には菊花のスタンプ文を施文する。 4層出士。

胃^八
Fig. 43 出.:L銭貨拓影 (1-第 2号井戸

2ー第 5サB音屎 3ー第 51怜）
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吉田構内教養部複合棟新営に伴う発掘調査

Tab. 4 出土遺物観察表 法贔（ ）は復原値

No 器 種 （①法口径②贔底径(③cm器)高） （⑰色}面②調内面） 胎土 焼成 備 考

落し穴 (Fig.22) 

l 縄 文 土 器 包2黒に褐ぶ色い黄(5橙Y色R3(/10l)YR5/3) 良 良好

河川跡 (Fig.23) 

1 縄文土器深鉢or浅鉢 赤褐色(5YR4/8) 良 良好

2 縄文土器深鉢or浅鉢 灰褐色(5YR5/2) 不良 精良

3 縄文土器深鉢or浅鉢 〗2 橙に色ぶい(2黄.5Y橙R色6/(810)YR7/3) 良 良 胎多土く含に結む晶片岩を

4 縄文土器深鉢or浅鉢 黄灰色(2.5Y5/1) 不良 良好

5 縄文土器深鉢or浅鉢 胄2灰橙色色((55 YY R46//18) ) 不良 精良

6 縄文土器深鉢or浅鉢 黒褐色(7.5YR3/1) 不良 良

7 縄文土器深鉢or浅鉢 橙色(5YR6/8) 良 良好

8 縄文士器浅鉢 〗2 橙浅色黄色(7.(52Y.5RY6/78/) 3) 不良 良好 波状口縁

9 縄 文 土 器 ② (3.0) 因2灰炎黄白色色((25.5 YY S/8/3) 2) ィ；良 良

10 縄 文 土 器 ② (6.4) 灰白色(2.5Y8/2) 良 良好

谷状遺構 (Fig.25) 

l 縄文土器甕 淡黄色(2.5Y8/3) やや不良 やや不良 外面に煤付杓

2 縄文土器甕 〗2 灰黒褐白色色 ((l7O.5YYR38//ll)) 不良 良 突帝の下位に穿孔

3 縄文土器甕 ~l i'l こぶい褐(2色(7./53Y) R5/4) 
黄色 .5Y7 不良 イく 良

4 縄文土器甕 ①②褐淡灰黄色色((27 .5 5YYRS5//3l) ) ィく 良 良好

5 縄文土器甕 灰白色(25 Y 8/2) やや不良 良

6 縄文 t 器浅鉢 ② 3.4 浅黄色(25Y8/4) 不良 良好

7 縄文土器甕 or深鉢 ② (7 .5) 胄2橙に色ぶい(2黄.5Y柁R色6/(810)YR7/2) 不良 良好

8 縄文土器甕 or深鉢 ② (7 8) 円2i灰炎黄褐色色((25.5YYR58//23) ) 不良 良

9 縄文土器甕 or深鉢 ② (8.6) 淡黄色 (2.5Y8/3) ー小 良 良

10 土 師 器甕 褐色 (7.5YR4/3) ややイ寸良 良

11 土師器高杯 黄色 (25Y8/6) 良好 やや不良

12 須 ,市e,, 器甕 包2灰青灰白色色(1(N0B7/G06)/l) ややイ寸良 良好

第 6層 (Fig.27) 

l 縄文土器深鉢 ① (43 4) 冑2 色火色(7.(55 YYR47 //32) ) ィく 良 不良

2 縄文 t 器深鉢 〗2 灰白灰褐色色 (l(7O.Y5YRR7/4/l2) ) やや不良 良好

3 縄文土器深鉢 ①②褐黒I色火色(5 (7Y . 52/Y1R) 5/l) 良好 精良 外面に煤付着

4 縄文土器深鉢 ①②Iに火色ぶい(5赤Y褐R5色/1)(5 YR4/3) 良好 良好

5 縄文士器深鉢 ①②浅に黄ぶ杓い色赤褐(10色YR(58/Y3R) 4/4) 小良 良

6 縄文土器深鉢 〗紗褐火I白火色色 (1(20.Y5RY 68//12) ) 良奸 良奸 タtrtりにt某1寸fi

7 縄文士器浅鉢 明赤褐色(5YR5/6) 良 H 良好
-—--- - --

8 縄文 t器浅鉢 明赤褐色(5YR5/6) 良好 良 H

-『①②It火登色(]色(10(2Y.R56Y/87) /1) 
← — 

9 縄文 t 器＆鉢 イヽ 良 イヽ 良
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法贔（ ）は復原値

No 器 種 （①法口径②量底径(③rm)器高） （び色H面②調内面） 胎土 焼成 備 考

10 縄文 t 器浅鉢 灰黄色 (2.5Y7/2) 不良 良

13 縄 文 土 器 ② (9 .1) 閃2淡ぷ黄色い黄(2朽.5色Y8(/104Y)R5/3) 良好 良

14 縄 文 土 器 ② 7.2 〗2 黒褐色灰色(7.(55YYR52/l) /l) 不良 精良

15 縄 文 土 器 ② (10.1) ぃ2黒色褐色(7.(52Y.5RY4/36/) 1) 不良 不良 胎多士く含に結む晶片岩を

第 7層 (Fig.27) 

11 縄 文 土 器 ② 7.0 赤灰色 (2.5YR5/l) 良好 良

12 縄 文 土 器 ② 7.4 浅黄色 (2.5Y7/3) 良好 良 好 胎多土く含に結む晶片府を

河川跡 (Fig.32) 

1 土 師 器甕 ① (25.4) 包2にぶい杓橙色色((25YYRR66//44) ) 
にぶい 5 良好 良好

2 土 師 器甕 因2にぶい橙黄色棺色(75YR7 /7/33 ) 
しこぶい (lOYR ) ,i: 良 良好

3 土師器高杯 にぶい黄橙色 (10YR7/3) 良好 良好

4 土師器高杯 ② (11 4) 淡黄色 (25 Y 8/3) 精良 良好

5 土師器支脚 ② 10.2 淡黄色 (2.5Y 8/3) イく 良 良好

6 土帥器手捏土器 ② 10.6 にぶい黄柁色 (lOYR7/3) やや不良 良好

7 須恵器短頸壺蓋 胄2灰火白白色色((NN87//00)) 精良 良好 体き部の痕外跡面に重ね焼

8 須恵器模倣土師器杯身 ① 12.3 〗2 灰暗青白灰色色(10(Y57B/3l/) 1) 精良 良好

10 縄文土器深鉢 心2 灰ぶ色い橙(10色Y(R104/Y1R)6/3) 良好 良好

11 縄文土器深鉢 ①②灰に黄ぶ色い柁(2色.5Y(77.5/Y2) R6/4) やや不良 良好

12 縄文土器浅鉢 慣2 灰白色色(1(70.Y5YRR7 6//1) 1) 良好 良好

13 土 帥 器甕 ①②浅に黄ぶ橙い橙色色(lO(Y5RY8R/46/) 4) 良好 やや良好

第 1サ井戸 (Fig.36) 

l 施釉陶器鉢 釉素地一褐褐灰色色(7(10YR/6/2 l) 
ー黒 .5YR2 ) 良好 良好 口禿

2 陶 器婉 ② 6.2 釉素地ー暗ー赤に褐ぶ色い黄(2橙.5Y色R(310/4Y)R7/3) やや不良 良好 円錐トチ付杓

3 土師質土器盤 ① 19.4 にぶい橙色 (7.5YR7/4) 良好 良好

4 磁 器椀 ① 11.0 釉素地一灰白色ブ褐(5色Y（7/1) 
ーオリー 2.5 Y 4/6) 

良好 良好

5 陶 器揺 鉢 ① 37 6 素釉地一賠ー赤赤褐色色(10(7 R .55 /Y 83) /2) 精良 良好 底き部の離内面れ砂に付軍着ね焼

第 2り・jtJ-i(Fig. 38) 

l 土師質土器甕 ① 7.3.0 浅黄橙色 (7.5YR8/4) 良好 良好

埋甕土塙 (Fig40) 

l 土師質土器甕 ① 35 6 にぶい桁色 (7.5YR7/4) 梢良 良好

2 土師質士器甕 ② 19.6 ①②棺淡色橙色(2.(55YYRR7/86/~) ) 良好 良好

3 土師質 t 器甕 ② 17.8 にぶい朽色 (5YR6/4) 良 良 H

4 十師質土器甕 ② 21.0 桁色 (75YR7 /6) 良好 良好

5 陶 器揺 鉢 (() 33 4 索釉地ー赤黒色色(（7 5R4/61 
―,h, 10 R 2/1) 良奸 良 H

6 士師質 J.器甕 (i、) 39 4 灰白色 (7.5YR8/2) 良 H 良 tif
，．  

賠俣 (Fig.ill) 

灰褐色 (7.SYR5/2) r良奸 良 H
.. 

1 j・ 帥質 t器甕
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吉田構内教養部複合棟新営に伴う発掘調介

法星（ ）は復I原1iri.

No 器 種 （① 法ri径②鼠底径(③cm)器高） （訊色面②潤内面） 胎土 焼成 備 考

2 須恵器高杯 ① 13 0② 8.8③ 7. 1 明青灰色 (IOBY7/1) 良好 良

3 士師質 t器火舎 にぶい橙色 (7.5YR7/4) 良好 良好 付ロ縁着部内外面に煤

4 土師質土器火舎 りらに炎棺ぶ色い橙(5色Y(R7S./54Y)R6/4) 良好 良好 外底面に板[l圧痕

5 土師質土器盤 ① 21.8② (17 2) (3) 3.1 図2灰浅黄白橙色色(lO(7Y.R58Y/R28) /3) 良好 良好

6 士師質土器盤 ② (7. 7) にぶい杓色 (5YR7/3) 良好 良好

7 施釉陶器鉢 ① 22.4 素釉地ー赤にぶい桁(5色y(2 5YR6/4) 
一明褐色 R3/3) やや不良 やや不良 口禿

8 陶 器播 鉢 ② 11.4 赤色 (10R 4/6) 良好 ややイ寸良

9 陶 器婉 ① 11 0 ② 4.8③ 6.3 釉素地一灰リ白色ブ灰(N色7/（1) 
ーオー 2.5GY6/l) 良好 良好

10 陶 器椀 ① (8.8)② 3.6③ 6.3 釉素地一縁一灰灰色色((75.5GY6/5/l) l) 良 fJ;f 良好

11 磁 器塊 ① (9.0) 釉素地一明一緑灰灰白色色((7lO.5Y G4Y/82/) 1) 良好 良好

14 土師質土器甕 ① (72 .4) 臼Zf曳登黄色橙(7色.5Y(7R.7 5/Y6R) 8/4) 良好 良 H

4層 (Fig 42) 

1 陶 器壺 I① (19. 0) にぶい橙色 (5YR7/3) 良好 I良好

5層 (Fig. 42) 

2 土 i巾• 器婉 ② (6.0) ①②淡淡黄黄色杓色(2.(510YY8R/83/)3) 梢良 良好

3 須恵器杯身 ① (12 .6) 青灰色 (lOBY6/l) ー小 良 良好

4 須恵器杯身 ② (8.8) 青灰色 (lOBY6/l) ややイ＜良 良好

：~〗ーロニ陶·.k； ;:;~~:: -― ―;: 、;言;~□t )；闊!) 良好 良好
'―..  一

良好 良好

色しヽ杓(5 色Y(R23./53Y)R6/4) 
•• ー

良好 良好

(l 75Y86//1l) ) 
~. '--

5 GY 良好 良好

淡黄色 (5Y8/3) 良好 イく 良

表採 (Fig 42) 

□一、内｀五、｀① (8.8) 旦認讀翡瓢｝）—-ー『良~いロー

（ ）は現存値

Nu 器 柿 最大長 (cm) 最大輻 (cm) 最大厚 (cm) 軍惜（い 石 質 備 考
,., .. 一----―-―,_,,,.,_,, ---

｛各し穴 (Fig. 22) 

2 条lj Ji丁 l ------2 -5 --' L 1.05 I 黒曜11(2 9) 4.2 
. . 

20 1JU L痕のある剥片 (2 7) 1.3 0.6 2.3 無斑晶‘女••山岩
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弥牛時代以降の遺構・遺物

（ ）は現存値

No 器 神 最大長 (cm) 最大輻 (cm) 最大原 (cm) 軍贔 (g) わ 質 備 考

21 加工痕のある剥片 2.15 1 4 0 65 1 2 石英片岩

22 加[1. 良のある条lj片 (1. 9) (1. 9) (0 5) 1. 9 石英片岩

23 加工痕のある象lJ片 8.0 1 8 0 4 0.3 ti英片岩
＇ 

24 加 1=痕のある剥片 (2.85) 口2.2 0.65 2.7 黒曜H

25 使用痕のある剥片 4 1 0.9 4.9 黒曜ti

3.55 26 石 核 1. 75 16.4 チャート？

6層 (Fig28) 

1 石 鏃 0 6 出曜石（姫島町

2 石 匙 (3 55) (2.25) 0 75 4 1 患曜石（姫島産） 横形

3 使用痕のある象lj片 (3 75) (2.65) 0 6 4 4 チャート

4 磨 製 石 クJi- (20.5) (7 0) (3.95) 682 7 緑泥石片岩 接合貸料

5・-h 核 3.60 2.45 1 60 8.9 黒耀石

河川跡 (Fig32) 

9 打 製 石 斧 23.4 5 4 1. 9 272.1 緑簾石石英片岩

14 石 鏃 2.1 1.65 0 55 1. 2 石英片岩

15 石 鏃 1.65 1.6 0.35 0.5 石英片岩

16 石 鏃 (2.25) (2 0) (0 45) 1 7 無斑晶安山岩

17 /J[I上痕のある剥片 (4 O) 2.35 0.7 5.5 黒曜石

＇ 18 加 L痕のある象Il片 I (2.65) I 1.6 0.6 1 8 黒躍ii(姫島哨）

第3サ溝 (Fig41) 

12 石 鏃 (1 25) (1 55) (0 4) 0.4 黒曜石

5層 (Fig42) 

11 磨 製 石 客Jr (7 .6) 2.5 1.1 30 3 角閃h石英片岩

12 打 製 石 斧 (11.5) (6.3) (1.2) 94 2 緑泥石石英片岩

耕作土 (Fig.42) 

13 打 製 石 斧 (10.95) 7 4 1 4 148 9 緑簾石石英片宕

（ ）は現存値

No 器 種 最大長 (cm) 最大輻 (cm) 最大原 (cm) 材 質 備 考

第 1号井戸 (Fig.37) 

l 梢円形曲物 (9.5) (9.4) 1.0 底板

2 棒状木製品 39 9 3.2 1. 9 

3 箆状木製品 (9.2) (1.8) 1.0 H釘穴

4 箆状木製品 (12 4) 0 .8) 1.0 

（ ）は現{f値

Nu j 器

賠虻 (Fig.41) 

131坪

種 l最人長 (cm) I最大抒 (cm) I最小径 (cm)

管 I s.2 

備 考

0.9 0.2s i吸r1 
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吉田構内教養部複合棟新営に伴う発掘調究

2 -9・11・12は5層出土。 2は土師器椀。糸切り底で内面ヘラミガキ。 3-5は須恵

器の杯身。 3は直線的に開＜口縁部をもち、端部は丸い。 4・5は高台をもたない底部。

6は須恵質土器の杯身底部。外面には墨書がみられるが、判読できない。 7・8は陶器。

7は備前系の揺鉢。わずかに内傾する口縁部をもち、端部外面には断面三角形の突帯を貼

付し、肥厚させる。 8は肥前系の椀で、口縁部は直線的に立ち上がる。絵付はみられない。

9は土師質土器の鼎脚部。 11は小形の磨製石斧で、刃部幅が頭部幅よりやや広い。頭部に

敲打痕が認められる。断面形は楕円形。 12は打製石斧。正裏両面に成形時の荒い剥離痕が

残るが、正面の左右両側縁の二次加工は比較的丁寧である。刃部は尖る。他に 5層からは

寛永通宝 l枚 (Fig. 43-3) がある。

その他の遺物 (Fig. 42-10・13, PL. 22・24) 

10は須恵器の杯蓋で、出土状況不明。体部から口縁部には直線的に移行する。かえりは

短く、口縁部以下にわずかに突出する。 13は第 2層（耕作土）から出土した打製石斧。扁

平な板石を素材とし、正裏両面中央部の素材面と自然面との区別は困難である。正裏両面

の左側縁、下縁の二次加工は比較的丁寧である。刃部はあまり尖らず、やや面をもつ。各

剥離面には階段状の剥離痕がめだつ。

4 小結

(1) 遺構と遺物について

1) 縄文時代

縄文時代の遺構には河川跡、落し穴、溝がある。県内では縄文時代の遺跡の調介そのも

のの調介例が少なく、しかも沿岸部に集中しており、その実態は必ずしも明らかではない。
6) 7) 8) 

また、遺構は早期に遡る可能性のある竪穴住居状の遺構のほか土城、河川跡、 ドングリ等
9) 

のアク抜き用の貯蔵穴などが検出されているにすぎず、貴重な検出例となった。

河川跡は輻約29m以上の規模をもち、蛇行しながら北東から南西に走行する。遺構の性

格からやや時期輻をもつ遺物が含まれていることも考えられるが、河川跡の上位に堆積す

る第 6層から口縁部下および胴部の屈仙部に突帯状の肥原帯をもち、口縁部から頸部の内
10) 

外面にやや規則的な横条痕を施す大形の粗製深鉢が出土している。岩田 N類• 月崎上層冊
11) 

式に相当し、晩期中頃に位置づけられるが、肥原帯には刻み Hをもたず、突幣文出現の前

段階のものと考えられ、晩期中頃でも新しい要素をもつものである。河川跡の遺物にはロ

縁部内面に段をもつものや、口縁端部が丸く、内面を横ナデによってにぶく段状に作り l廿

す波状口縁の粗製浅鉢が含まれており、府田 W類• 月崎上層川式に相当するものであろう。
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第4章 小串構内医学部附属病院病棟新営に伴う試掘調査

l 調在区周辺の地形

祠打竹内（医学部キャンパス）は山口県南西部、中部市大字小串1141番地に在り、‘篇蔚
i しめ

/{; 束麓にii¥を発し宇部港に注く‘真締川の中流域右岸に位似する。流域に遺跡は少なく、周

辺の低位斤陵上・段[i上に弥生時代の北迫遺跡、南側遺跡笠を若十見るだけである。字部

市域の地理的環境ならびに歴史的環境については、当調介研究年報の ffi・Nで詳細に述べ

てあるのでここでは割愛したい。

2 調在に全る経緯と調査方法

(1) 調介に至る経緯と調ft[J的

調脊対象地区は、医学部附属病院の病棟新管予定地、約2200m'である。小串構内では昭

和58年以降の調介によって、現在まで部分的にではあるが、近・現代所光と考えられる遺

構、また旧石器時代・中侃・近枇などの遺物が発見されている。埋蔵文化財脊料館では、

昭和62年度の医学部事業計画案のなかに病

棟新党が盛り込まれた時点で、新営「り事に

院しては何らかの調在が必要てあろうとの

判断をしていた。

昭和62年12月17日、医学部より病棟新営

の工事計画を受けた脊料館は、既往調査の

結果を参考に遺構・ 遺物の遺＃状況把握の

ための試掘調介を行うこととした。ところ

か、既；；受.111!.;;悶物が多くあり、 1内層.tit:栢状況

も全く小明であったため、 トレンチ設定に

困難を極めた， この試掘調令は今後の取り

扱い上、非常に屯要な位憐を占めること、

また、より効率的な，式掘調在の実施から、

まず、附和63年1月19日に病棟新'i玲f'.心地

6F 

n 

I/f

口
ー
ニ。

外
来
診
寮
棟

Fig. 44 術棟新営地位沼図
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小串構内医学部附属病院病棟新営に伴う試据調査

の北西部と南東部の二個所を試し掘りした (Fig. 45)。

その結果、遺構・遺物の発見はできなかったが、旧石器時代から近・現代の遺物を含む

灰オリーブ色粘上層の堆梢を確認し、丘陵を形成すると思われる山土を初めて検出した。

併せて埋設物の残在状況、埋め士の厚さの確眩をおこなった。灰オリーブ色粘土の堆積は

新営予定地仝域で予想されたが、遺物の出十量は必ずしも多くなく、遺構存在の可能性も

低いと思われ、予定地全域の調企は不必要であろうとの予測かできた。しかし、試し掘り

の面積が少ないこともあり、試掘調査の結果を待ち、最終の判断を下すこととした。

試掘調査は、遺構・遺物の有無、先に検出した旧丘陵の連なりの把握を目的とし、昭和

63年 2月15日から 3月 4日にかけて実施した。

この結果9、資料館では今後の工事に際して、一部の地域については綿密な立会調査が必

要であること、他の地域については調査の必要はないとの結論を出し、埋蔵文化財資料館

運営委員会において了承された。綿密な立会調査が必要とされた約300nl部分については、

昭和63年 6月に約 2週間の日程で調査を実施しており、年報Vlllにて報告する予定である。

第 2 病棟

試し掘り

仁

o'E~lflロi,,,
彎試し掘り

1 (Cトレン-n
じ2'.:2::-戸仄匹戸3

Bトレンチ

丘IZ::l 
゜

第 1 病棟

Fig. 45 トレンチの位置と造構分布図
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(2) 調査方法

旧丘陵の把握に上眼を償き、

東西方向 3本のトレンチを設

定した (Fig.45)が、うち一つ

は地表下35cmで非常に硬いア

スファルトに当たり、掘削を

駈念している。よって、 A・R

二箇所のトレンチ調査となっ

た。表十より下位は手掘りに

よる分層発掘をおこなった。

A トレンチでは造構・造物こ

そ希薄であったが、初めて貨

栓色粘質土の遺物包含層を確

翌し、 Bトレンチでも、初め

て確認した砂層の造物包含培

から多くの石器類が出土した。



1M 位

3 杓 1立

(1) A トレンチの土層

A トレンチは、病棟新‘許予定地の北東部に長さ 19mX輻1mで設定した。既設配符のた

め、 A西と A東の 2区に分かれた C A I柑 ・A束の西側平分は、現地表rfli下1.9m以上の攪

乱を受けており、実際の調査は A東の東部のみとなった。

調介前の地表lhiはほほ水平で、洵抜椋高2.6-2.7mを計る。地表面から l.2-l.7mまで

の深さに近・現代の埋め士がある,, 1. 5 m利で近・現代の111耕作土が見られ、 1i.i-.をはさ

んでl.1-l.9mの間に灰色tを見る。ここでは府十の十器片が見られ、遺物包含層である

ことを確認した。またこのI習を掘り込んだ 2条の溝を検出した。その匝ド1.3-2.lmのあ

いだに、既往調在で111石器時代～近・現代までの遺物を含むことが確認されている）火オ

リーブ色 1・.が堆積しているつ以下、 : 枚の砂利層をはさみ、 l.6-2.2mの深さで丘陵を形

成すると思われる山土を検出した o A トレンチ内を見る限り束へ下降することが分かった。

土培の堆積は以卜．の通りである。 (Fig. 46参照）。

第 l柑埋め土

第 2層 里褐色土 よくしまり、粘性をもつ。 0.1cm以下の石英を若含む。旧耕作土。

第 3層 II音l火黄色土 よくしまる。粘性はない。 0.2cm以下の石英を含む。床士。

第 4I悦 灰色!-. かたくしまり、 {i-f粘竹をもつ u O. 3cm以ドの石英を含む。包含層。

第 5IM 賠オリーブ灰色土 かたくしまり、粘性をもつ。 0.2cm村度の石災をわ 1・ 含む。

他含/~。

第6I怜 賠緑）火色上 砂利料である。 0.1 cm -0. 3rm f閑度の石英を多く含む。

第 7屈 灰オリーブ色t 礫Mである。 2.0-0.3,,mの円礫チャートを含む。

第81慎 貨褐色上 よくしまり、若「の粘性をもつ J ィ＜純物は含まない。山上。

(2) B トレンチの土！怜

B トレンチは、病棟新‘袢f定地の市西部に、長さ llmX輻2.5mで設定した。ところが

既設の配竹．）店礎なとのため、よ完掘の部分が出た(!•、ig. 15参照）。 t層の堆積は、，凋介

前の地表面がアスファルトで、そのifif抜栢高は2.4 mである 0 まず、 1.0-1.lmの深さま

でが、近・現代の坪め Lである Q 以卜¥約20rmの間に近・現代のものと考えられる旧耕作

Lを_:::枚、それと 1未tを確認したしそして1.3-l.5mの間に、 I火オリーブ色土・オリーブ
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小串構内医学部附属病院病棟新‘酋に伴う試掘調在

灰色土、黄褐色土、賠オリーブ色土・灰オリープ色tという二枚の層が堆積している。こ

のうち、上部＿こ層は A トレンチ内でも見られるが、第 7層目に当たる暗オリープ色土・灰

オリーブ色上の堆積は、 Bトレンチにおいてのみ確認したものである。なお、これらは全

て遺物を含む層である。そして、 1.4-1.Smの深さで灰色を呈する砂層の堆積を見た。こ

れには、多くの石器類が包含されており、その直下、 l.8-l.9m以tの深さでも、緑灰色

を唱する砂層が堆積し、自然木怜の出:!-.を見ている (Fig. 46参照）。 t層の堆積は、

第 1層埋め土

第 2層 オリーブ黒色t きめ細かで粘性を持つ。 0.1cm以下の石英を若千含む。旧耕

作土U.層）。

第 3層 オリーブ黒色：f-. 上層との違いはこちらがしまりが強いことである。旧耕作土

（下層）。

第 4層 オリーブ黒色土・オリーブ色上 若T→粘性あるが全体にパサパサ。 O.lcm-

0. 2cm程度の石英、 0.1cm程度の黒ウンモを含む。床土。

第 5柑 オリーブ色L. オリーブ灰色t 若+―・粘性あるが全体にパサパサ。 0.lcm程度

の石英• 黒ウンモを含む。包含層。

第 6層 黄褐色土 *"'こ粘性あるが全休にパサパサ。 0.1 cm程度の石英を多益に含む。

包含層。

第 7層 灰オリーブ色土 —若十粘性あるが全体にパサパサ。 O.lcm-0.2cm程度の石英を

多絨に含む。また、粘性をもち、 0,1 cm -0. 3cm程度の石英、特に0.3cm程度の石

芙を多贔に含む部分がある。包含培。

第 8I悦 灰色士 砂層であるが、部分的に粘性をもつ。 O.lcm-0.3cm秤度のイi英を多祉

に含む。包含層。

第 9屑 緑｝火色!・. 砂層である。 0.lcm-0.3cm程度の石英を多贔に含む。蝕含層。

であり、両トレンチの土層は以下のように対比される。

A トレンチ Bトレンチ

1← → l 

2← → 2 

→ 3 

3← → 4 

4← → 5 

A トレンチ Bトレンチ

5← → 6 

7 →X 

8 → X 

x← 7 

x← 8 

x← 9 
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遺構・遺物

4 遺構• 遺物

(1) A トレンチの遺構・遺物

これまで小串構内では、近・現代よりも古い遺構の発見はなく、検出された 2条の溝も

埋七の状況から、近・現代のl'Ji・婚と考えられる。両者は l5-10cmの間隔ではは並列してお

り、北西ー南東方向に流路をもつ。 SDIは輻15-35cmで、長さ 2.2m以L。検出面からの

深さは、 2.7cm -1cmを計る。溝底は平で、埋土から石英製の縦長剥片が 1点出土した。

SD 2は輻20-45cm、長さ 2.8m以上。検出面からの深さは、約 4cmである。溝底は平で、

出士遺物はない。両者ともK部の削平が大きいと考えられる。出七遺物にはこの剥片のほ

かに削器・＿；次力[I丁象IJ)¥・、描鉢と考えられる土帥質土器・ in恵質：L器の__:_細片がある。

(Tab. 5参照）。なお、削器については、小結 (2) 考察の項も参照されたい。

Ii ..... 

／
＼
、
十
ー

A 1.10m A' 

言冒二
!1...Ll!!.m 旦ニ――

lif---

,-, j 111 

I I'I  I --寸- I 1, ........ 

-T 
＿Tー -T 

-T 

-T 

=lT 

Fig. 47 Aトレンチ 第1・2号溝実測I対
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小串構内医学部附屈病院病棟新営に伴う試掘講Ht

(2)° B トレンチの遺構・遺物

遺構の発見はない。出t遺物は、旧耕作±(上・下1位） ・床卜カ‘ら、土帥器• 土師質士

器・須恵器・須忠質七器・陶器・ 磁器・瓦の各破片、石器では細石ガ核等、また灰オリー

ブ色上から、 t師器・ t師質t器・須恵質_j-_器・陶器・磁器の各破片、そして石器類の包

含榊である灰色の砂層から、木片・ナイフ形石器・削器.}JD工痕のある条lj片・剥片・ 礫竹

が出土した。各遺物の属性については Tab. 5を参照して頂きたい。

5 小結

(I) 雌蔵文化財の遺存状況と今後の方針

調1t1fli柏は病棟新営予定地、 2200面の内の約100m'で、その1/20である。遺構は 2条の

溝のみで上部は削平を受けていた。人為的痕跡は攪乱による消失が高いと思われた。遺物

もこの攪乱によって同一層に数時期のものが混在している状況であった。逍介地点による

土層の相違が大きく、今回初めて確認したい習がある。しかし、調介血積の少なさもあっ

てこれらの堆積面の把握、またその成因・ 時期等の詳細は今後に待つところとなった。た

だ、旧地形は病棟祈袢予定地内、大きく北束から内西への下降が確忍され、南西側にはイi

監類を含む灰色粘質tが堆積していると思われる。すなわち、給食棟、第一病棟方fuJ周辺

の掘削時には、巾前に十分な調査が必要とされる。また、他の地域の遺構の打無は当調介

結呆からは日及できず、遺物を含め良好に保存されていることも考えられる。 t層堆積範

囲・その状況も未だ不明瞭であり、面的に網羅する上でも、まず、データーの収集が望ま

れる。

'-f/、

y,'l |
l
~

ヽ
―

‘
 

n
 

-
J
 

ーイ，氷し芥

Fig. 48 Aトレンチ 1日丘陵の地形
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遺構・考察

(2) 考察

ここで、 B トレンチ第 9層灰色砂

層出中の遺物について見ておきたい。

20点近くの石器類• それに若ー「の

自然木等が見つかった。所属時期に

ついては本層が二次堆積と考えられ

る為、層位からの時期決定はできな

し、

゜
しかし、時期を代表できる石器

として、

いこと、

お、

ナイフ形石器以外見られな

:L器類がないこと、

石器類の石材・形態などから、大部

分を旧石器時代の所産と考えておき

たい。以下、遺物説明を行う。

42はナイフ形石器である。縦長象lj

片の一側縁～非部にかけてプランテ

ィングを施す。

また、

これは令て腹面側か

らで、素材の打面部は切られている

ものの、形状はあまり変更させない。

プランティングの細かさ、小形の索

材、使用石材という点において、県

内でも異質なものといえよう。

9はスクレイパー （月I]告井）

した）J!ITは見受けられなし、"

である。

素材の形状は不明である。図中、

側辺に大きめの象lj離を施す。対辺に

は、使用によるものかと思われる微

細な争lj落痕が整然と認められる。素

材面と考えられる剥離川iからは、規

則的な打院方向を決定し得ない。 な

先端部については積柘的に息識
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4はふ．次）JII上のある剥片である。打[!11祁はない。リタ J チによって切られているものど

息われる。素材形状はおそらく縦長であろう。 l早手のものでJ原礫面を大きく残す。 1『血相

冴面は多方い）の剥離面で構成される。

22はナイフ形石器である。縦長象lj片索材で、その＾側縁と基部に整然と綿密なブランテ

ィングが腹面側から施される。打面・バルブは取り除かれている。しかし、素材の形状は

あまり変更させない。ゴ寸面には対向した剥離が存在し、両設打而石核の存在が考え得る。

メJ部にはメJこぱれ状の微細な糸IJ落痕が若十見られる。最先端部欠損。

15 は削悩てある。素材は灼 tu人を兄するもので、その—憫辺にリタッチを整然と施すい

原礫面も残している。なお、素材の打面部もよく分からず、剥離の方向など実測図にはあ

えて記した•ところが多い。

10は使用痕のある剥片である。縦長剥片の憎側辺に使用時によるものか、微細な条lj落痕

が連続的ではないが観察できる。原礫面が残存し、打面部も原礫面である。

18は複象lj離打[Iiiをもつ縦長の剥片である。打点を残す。片側辺には、原礫面を残す。

17は平tH打面をもつィ勺定形の剥片で片側辺を欠損する。

26は礫である。表面は黒色・オ登色を 9亡し、表面には凸[Illを見る。焼け礫か？

以下、第 9層以外出土の遺物・ A トレンチ内の逍物について述べたい。

1はSD1 /H ::t・. (T)小形の射l片である。打面・打点は残らない。片側辺は欠損であるが、

下端に原礫面を残す。時期帰属は不明である。

19は両面磨きが人るものと考えられ、側血は磨滅している。帰属時期・器種不明。

8は原形の％程度と思われる。残存部は原礫面で覆われる。表面は多少のローリングを

受けてししるか、当時のものかは判断しかねる。敲石片か？

4は細石ガ核である。正面形は円錐形。 4枚の細石刃剥離痕を見る。ただし、左側 2枚

についてはあまり明瞭でない。打面は調整打面で、一枚の大剥離面を打面としている。 1i

核の調整は入念であるが、原礫面をも残す c, 剥離角は直角に近い。野岳・休場刑。

7 は欠損が多く、詳細,'(~明。若+磨いているようでもあるが、単なるローリングか？

:10は削器である。縦長剥片の一側辺に粗い加工を施す。対辺には原礫面を残す。打血も

原礫面からなる 3 腹面側辺の剥離は、リタッチの際か、あるいは使用による狼であろう。

以」..、 i史）IJ石材には、チャート・メ／ウがその半数を古めるものの、外に多くの石材か

ある。このことは、宇部台地遺跡群の在り力と類似するかのようであり、 ・遺跡での主要

ー---76 
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小巾構内医学部附属病院病棟新営に伴う試掘調介
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Fig. 51 出土遺物実測図 (2)

石材という点では、チャート・メノウ類が今回それに相当しよう。

字部台地の遺跡群では、ナイフ形石器文化期と細石器文化期とを石材の面から概観する

と、細石器文化期の、黒曜石の多さは且につくところである。これは一概に、黒曜石以外

の石材の減少とは結びつかないが、今回出土した特に灰色砂層の石器群は、石材の面から

は宇部台地におけるナイフ形石器文化期の一般的な様相を示しているかのようにもとれる。

剥片剥離・調整法については、まず 2点のナイフ形石器は縦長象l片素材である。両者と

も二側縁加下で、素材の変更度は小さい。使用石材を除くと大きさで異なるものの、素材

・調整法は類似する。大形の方は強いてあげるならば、南ガ遺跡に類似品を見るが、宇部

台地の遺跡群にあっても数は少ないものである。また、象IJ片類の背lki剥離面からは、上要

剥離面の打咲方向に対し、ほぼ,,,]じ血と、約90°ずれる面とを持つものが多く、 4- 5枚

で構成される。ナイフ形石器については対向する条り離面を含んでおり、両設打川i石核の:-({
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選構・考察

在が推測できる。ここでは器種による剥離法の違いが指摘できるが、当石器群の詐細な紺l

片象lJ離法を追及するには資料が少なすぎよう。

打血については調整打面は少ない。原礫面打miは多い＂オ n釘調整の1--1無イコール定形的

な剥片象lj 離技術の有無という·—元的な考え方は成立しないが、打 j紺の作出、調格の過程が

単純であることは、より発達した形での象lj片剥離法の存在を考えにくくしている。ただ、

打面調整については、打而調黙を含む調整技術を持ち合わせていない場合、また石材にお

いても左右される場合もあろう。宇部台地の遺跡群で少なくとも打面調整の技術は見られ

るので、今阿の；資料は石材に影響されたものと考えておきたい。

チャート・メノウ製のイi器類を見てみると、縦長剥片索材の削器一点を除き、外はやや

横長の不定形剥片である。原礫面を側面に残すものが多く、全休的に小振りであり、挙大

円礫状の原石が利用されたとの推測が可能である。当調介区を含め、 'f'.部台地の遺跡群で

案外普通的な破璃質安山岩は大分県姫島で呼出する。一般に矢IIられる黒耀石とは生成時に

関するものか、概括的ながらその在り方が対照的で黒曜爪は露頭として、般璃質安I[」岩は

学大の円礫として場所を違えて存在している。この跛璃質安山岩の在り方は、チャート・

メノウ類の多用性を考えるにポ唆するとこかなかろうか。旧石器時代、宇部台地遺跡群の

ほか、姫島周辺地域での姫島産黒曜石の利用度が少ないことは原石の在り方が選択行為に

十分影評していたと考えたい。すなわち、当遺跡を含む宇部台地遺跡群におけるチャー

ト・メノウ類の多用性は、それが地元で豊富に採れることに加えて、石器原材の形・大き

さに選択行為が働いているものとして捉えておきたい。

[ii:〕

］）且ILI大学坪蔵文化財介料館『ilJII大学構内遺跡調介研究年報IV-vl」 (1985-1987ir) 所収く）

2) 山口県旧石器文化研究会「T 部台地における旧わ器時代遺跡 11-•,9) 」([古代文化l 第 35 な --,j1巻, 1983-

1989年）。

3) 窟押孝、し、「雨乞台遺跡の使fll:fi材について I(「i!JllY見両乞台遺跡の発掘濶介I、山 r1大ヤ人文学部考.,,J学liJf
究室研究報；';- 第 5集、 1988{1・），：外に 2) の文献

1) 2)、 3) の文献、実見による。

51 山口県IH石甜文化研究会 I宇部台地における旧石器時代遺跡ふー南h逍跡 そのil)―」 (r占代文化I第38巻
9サ、 1986年） 3 

6 I沿水宗昭「帥島産の出曜れとガラス質‘女ill宕0)分布についてJ(「賀川光火先4還竹晶念溢梨J1982年）。 '.k:
見による c
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第5章 昭和62年度山口大学構内の立会調介

第 1節 吉田構内の立会調査

1 教登部複合棟新営に伴う立会調布

古田構内 l・.I -16 調介地区

調杏期間 昭和62年 9月 8l-J (A地点）、昭利63年 2月24日 (8地点）、 3月12・17Fl 

(C地点）

工事施r時における立会調査
約30m2

調査方法

調杏面積

調査結果 A地点は樹木移柚に伴うもので、エ巾晶底血の現地表下約30cmまで構内造成

に伴う坪め I・.が堆積し、顕こ杓な遺構.i且物は認められなかったり B地点は給水管埋設に伴

うもので、 ［事基底面の現地表下約80cmまで構内造成に伴う埋め」：が堆積していた。上巾

に支障のない範囲内で部分的に深掘りを行った結果、埋め土はさらに 14cmはどの原さをも

ち、その直下に緑灰色礫混じり粘質土の地山が検出されたが、顕著な遺構・遺物は認めら

れなかった。 C地点は排水桝および側溝の新背に伴うもので、前者は現地表下約1.1m ま

で掘削した。現地表から1早さ約45cmの埋め:Lを除去した段階で、幅約30cm、深さ約9cmの

溝状遺構を検出した。周辺は大きく樅乱を受けており、•••部分しか残存していない。埋十

は．層に分培され、上培は黒褐色粘質+ (Hue 5 YR 2/1)、 fl凶は黒褐色砂 (Ilue2.5Y

5/3) である。出土遺物はなく時期は明かでない。後者は排水桝新営地点のすぐ南に位個

するが、埋め_,-.はわずか約14cmの）厚さで、

その直下が肖灰色粘:I・.の地山である。顕

:tな遺構・遣物は認められなかった。い

ずれも埋め士中に亦黒色粘質 L (Hue 

2.5YR 2/1) の遺物包含層がプロックで

枇人しており、七師器が出 tした。耕竹

:tが残存していないこと、遺構の遺＃状

況が極めて悪いことなどから、当該地域

周辺での削平が比較的大規模に行われた

ごとを窺わせる。

Fig. 52 調介区位附図
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昭和62年度山口大学構内の立会調在

2 国際交流会館新営に伴う立会調香

調介地区 古田構内 M-23, N -22・23 

調査期間 昭和62年11月9-110 (A地点）、昭和63年 3月28日 (B地点）

調介方法 上事施T時におけるヽヶ：会調査

調在面積 A地点ー150m' B地点ー約45m'

調査結果 A地点は国際交流会館の某礎工事に伴い、基礎部分を除いた地域が現地表下

約1.2mまで掘削された。阿建物敷地では昭和61年度に試掘調企を実施しており、南半部
I) 

で束から西へ走行する弥生時代から古珀時代の河川跡が検出されている。幅約19m以上の

規模をもつが、左岸付近は未検出であったため：1;: 会調介を行った。現地表ド約40-80cmの

構内造成に伴う埋めtの下は、原さ20-50cmの第 2層：賠オリーブ色ないしは黄灰褐色t

が堆枯しており、東に向かうに連れて層厚を増す。北東部では認められない。その下が河

川跡の堆積十．で、第 3層：青灰色および緑灰色の砂礫が原さ40-50cmにわたって堆積して

いる。調介区内では左岸からの浴ち込みは検出されなかったが、 B地点の調介結果から輻

30m以上の規模をもち、学外に広がるものと推測される。前回の調介では弥牛土器、須恵

器が出土しているが、今回は出土遺物はない。

B地点は A地、1,¥の南東約10mに位置し、浄化槽の新‘将に伴い調査した。堆桔層順、層）厚

Fig. 53 調介区位if,:[';t.J

はA地点とほぼ同様であるが、第 2層は認

められない。河川跡は令面で検出されたが、

層原は20-40cmと薄い。なお、河川跡の埋

積土の下位には、 I曽原約60cmの無遺物吊を

はさんで、上伶から青灰色、黄褐色の砂礫

がそれぞれ約60-70cm、30-40cmの原さで

堆積している。行灰色砂礫で湧水する。出

t遺物はないが、弥生時代以前の河川跡の

可能性がある。

liiJ 

1) ilill人学Jf1!.蔵文化財資料館 rii ru 構内 l•JI祭交流会

館新脊にf'rう試掘潤介 Ir r111 II大学構内遺跡溝介
研究年報 VJ」、 1987年） ,, 
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吉田構内の立会調介

3 教育学部附属養護学校自転車罹場移設に伴う立会調介

調査地区

調在期間

調介方法

調介面積

吉田構内 B -21 

昭和62年11月20日

工—巾施T時における立会調査

約 1m2 

調介結果 養設学校の敷地は施設整備の前段階で、昭和54年度に山口県および山口rli教

育委員会によって試掘調査が実施されている。体脊館以北の約2300m'の範囲には、平安時

代から室町時代の掘—t柱建物跡（棟数不明）のほか杵穴多数が検出されている。また、体

育館のすぐ北側では、東西に走行する弥生時代から古墳時代の溝 2条が検出されており、

そのうちの 1条は輻約 4mの大規模なもので、約50mの流路長が確認されている。さらに、

敷地の北端部での側溝工事に伴う調在では、弥生時代前期から古墳時代前期にかけての多

数の溝が検出されており、東• 西両端部付近でも弥生時代から平安時代の遺物包含層の存

在が報告されていることから、養護学校の敷地は遺構・遺物の遺存状態が比較的に良好な

地域とされている。

今同の調介地点は、遺構が密に分布する体育館のすぐ北側に位僻する。過去の調奔では、

施設整備前の水田耕作上上面から20-30cm下位で遺構面が検出されている。自転車置場の

甚礎は現地表面から40cmの掘削を必要とするものであり、 「．事による遺構への影押が危ぶ

まれたため立会調森を行った。しかし、

某礎に並行して既設の排水管が埋設され

ており、調介範囲内は埋設管の」:事によ

ってすでに攪乱を受けていた。なお、狸

め土には黒褐色粘質土がブロック状に混

人しており、梧］辺での遺構ないしは遺物

包含層の削平が行われていることを示唆

する。

投護学校敷地内での調介は、これまで

ほとんどなされていないのが現状で、今

後の湖介によって犯浴構造、展開過利を

明らかにする必要があろう。

［
ヽ
― ~~~9 

／ 
／ 
〈

~ 

lOOm 

Fig. 54 調介区位附図
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昭和62年度山口大学構内の立会調介

4 農‘‘芥部附属農場E7圃楊排水竹埋設およびE6圃場巡人路拡幅に伴う

立会調壺

調査地区 吉田構内 L・N -12 

調査期間 昭和62年12月14日、昭和63年3月7-9 LI 

調介方法

調令面積

溝介粘果

工事施T時における立会調介

A地点ー約Zlm' B地点ー約34m'

排水管の埋設「・Ji:は輻70cm、長さ約30mの規位で、現地表lfliから約60cm掘削

するものである (A地点）。原さ約20-30cmの耕作土のードには、上位から層犀約10-ZOcm

の第 2層：・ ll紆褐色粘質士 (HuelOYR 3/3)、約10-30cmの第 3屑：黒褐色粘質.-1-. (Hue 

7. 5YR 3/2)、約10cmの第 4層：黒褐色粘上 (Hue10 YR 2/2)、約10cmの第 5層：褐色粘質

: f・. (Hue 7. 5YR 4/6) が堆積する (Fig. 56, PL. 32(1))。遺物は第 2層から弥生上器、歴

史時代の土師器、第 5層から弥生上器、須忠器、歴史時代の十．師器、輪入陶磁器などが出

土したが、いずれも小片で、大学会館敷地で検出した包含府と [U]・一のものである。なお、

中央晶付近ては地山が認められ、村穴を検出した c

B地点は農作業用機械の搬出入道路を確保するため、循環道路より一段裔い剣料悼lを幅

約 2m、長さ約17mにわたって現地表面から約1.5m掘削するもので、調介地点の東に＃

Fig. 55 , 甚］介区位附図
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在する斤陵の裾部に位置する。堆積層）I¥月は

原さ約5cmの腐植土の下位に、周辺の斤陵

を削平した客¥-.が駆さ約10cm堆積する。そ

のドには、 1.,-~: Iりf. 約 10cm の褐色士 (Hu(•

lOYR 4/4) か堆柏しているが、遺物は他含

していない。地ti]はその下位に堆積する丘

悛の某盤である明黄褐色 (Hue10 YR 6/8) 

の山土で、.!・.壊 1基が検出された。

¥-. 甜廣 (Fig. 57, PL. 32(2)) 

後!II:の削'Fによって束瑞祁しか残{1:して

しヽ ない。 t1/1iJl~'!f は円形もしくは桁円形と

思われ、現存最大長は束西42cm、r}J北66cm



古田構内の立会調介

E 20.500m 

--

20.200m 

20.10.Q_rii_ w 

凡例

耕作ナ

昭褐色ネ/i1'{t'!lw WYR 1/3' 
用褐色序/;'/月i:,lice 7.SYR 3!,1 

4 ..'J', 褐和~粘 J: Clise IOYR 1/21 
., . 褐色粘IU: '""'WYR 4加

゜
2m 

Fig. 56 A地点日付断面図

の規模をもち、深さは検出面から36cmである。検出面の標邸は約22.0m。壁面は平坦な堀

底から比較的緩やかに立ち上がる。埋積土は木炭を含む褐色土 (Hue10 YR 4/6) で、地山

の土が所々に混在する。埋積土の最上柑には扁平な板石が一枚が認められる。

出t遺物はないが、埋積土の

色調から古代から中Ill:のものと

考えられる。遺イf状態が極めて

悪く、土堀の性格を矧る手がか

りは少ないが、ギ面形態、規模、

立地から土城墓もしくは火葬墓

の可能性が考えられたため、土

城を各一試料採取し、全リン酸

(P,Oe.)、令カルシウム (CaO)

屎の分析を山口県農業試験場に

依頓した。 1mmのふるいを通し

た土堀について、全リン酸はバ

c:il 

‘ A 22. IOOm A' 

。
Im 

Fig. 57 B地点．！賊実測図
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昭和62年度山口大学構内の立会調介
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Tab. 6 

A地点出土近物夫測［汝］

A地点出土遺物観察表

No 器 挿 紅）口径法迄旦）器k底m)⑬）底径） ((色))外面 ②内面溝） 胎 L 焼 成 備 考
-- .... ---- --

l 土師器杯 灰白色(2.5Y8/2) 良好 良好

I I IT):>2、談)-火赤-白橙..色色((27,5:, Y y 87 //23) ) 
.... •••••• 一~

2 ,-_帥盛材、十i— ややイ；良 良好

(（あ!)灰I白火色色i2.5Y68/ /21 
．． ---・-・"・--'"'.. 

3 土師器椀 褐 IIOYR I) 良好 良好
..... . - . "・---・-・ 一" —... ---'ー一・-・・-----—·- --—--· ・-・-・-・-・ 

4 須忠器杯 灰白色(lOY8/1) 小良 lやや不良
--

↓ ！精良良好5 須忠器 青灰色(lOllG5/1) 

釉来ー地―I幻'1色(75Y 8/lJ 
. . 

6 青磁婉 調ーやや沿った透明 イく 良 良好 内外血に貰人あり

素柚地一灰戊苗白杓色色(!Orn8/3) 
'-- "" ー. -・・ 一，一

7 磁器塙 :(3) 34 調ー (5y 7/1)で，蜀る

ナドモリブデン酸比色法、全カルシウムは原f吸光光度法により定贔した。

その結果、

l.]6mg/g、

令リン酸は u炭内0.77mq/g、土堀外0.37mg/g、全カルシウムはt塙内
t堀外0.90mg/gの分析値が得られた。試料数は少ないが、試料採取地の土

堀は肥料による汚染がほとんどなく、土塙内外における両成分の分析値の開きは定贔的に

意味をもつものであり、 l・J羹硲もしくは火弗墓の可能竹を否定するものではないであろう。

出士遺物 (Fig. 58, PL.32(3)) 

1 -3は土師器。 1・2は杯。

面の凸凹からヘラ切りであろう。

lは口縁端部がやや肥厚し外反する。 2は底部で、外底

3は婉で断面長台形の高めの高台を貼付する。 4・5は

須恵器。 4は杯で、底部と休部の境がイ＜明瞭である。

形品であろうが、器種は不明。

られる。 7は敲石もしくは磨石と思われるが、

5は外面に半行タタキを施す中・人

6は青磁で、内血に片彫り文様をHする。内外に貰入がみ

欠拍が著しく詳細は不明。

lill 
1) ill II人ず坪蔵文化財'ti料館「占LU構内人・I会館新ftIこHう梵掘調介」(『liJII大学構内 j直趾瀾介価究年報 mJ、

1985年）つ
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畠H構内の立会調壺

5 農学部植裁に伴う立会調介

調介地I>< 古田構内 N -17 

瀾介期間 昭和63年3月17日

調杏方法 エ巾施工時における立会調・介

調査面積 約 3m2 

調往結果 ．―I: :IJ1は牒学部の西側の庭園に樹木を移・ 植樹するものである。木数は 4本で、

径 2mの範圃について、現地表面から80cmの掘削を必要とした。このうちの 3本は、昭和

47年に新営された同学部本館の建築＿］・:'P・や既設の汚．雨水竹埋設［事の際、すでに掘削さ

れ、樅乱を受けている部分に柑l栽されるため、調在の対象から除外した。調介の結果、現

地表面から70cmまでマサ土が厚く客tされており、その下位には構内迅成に伴う埋め土が

堆積している。顕著な遺構、遺物包含層は認められなかったが、埋め土内には遺物包含層

と思われる、木炭を含む黒褐色粘質土がプロ、／ク状に混在している。出上遺物はない。

阿学部本館周辺では、中央図書館増築、中央ボイラー棟車l卜．設問に伴う調介などが散発

的に行われているにすぎず、遺構、遺物包含暦の埋存状況はほとんどわかっていない。前

者では、三層に分層される層厚約9:icmの遺物包含層が検出されており、弥牛時代前期から

鎌行 II.~代の逍物が出土している，)中央図

書館付近は地山が北から南に下降してお

り、 [TT]学部本館の西端部付近から中央広

場にかけての地域にも、遺物包含層が広

がっている可能性があり、今後の調脊が

期待される。

lii:J 
1) 山口大学埋蔵文化財責料館「中央図書館増築

予定地 M~161メーの発樹調介」([山口大浮構内

逍判調介研究年報 llJ、1985年）。
2) 山口大学坪蔵文化財行料館「中央ポイラこ—棟

中:11-.,;足i性に付うり会調介 I1[1!111大学構I村迫

悦w凋介研究年報＼＇」、 1986年）， Fig. 59 調'l'd外惰潤
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昭和62年度山口大学構内の立会調介

6 経済学部集水桝取設に伴う立会調査

調介地区 古Ill構内 K-20 

調介期間 Diけ1163年3月20R 

調脊方法 ［事施工時における立会調奔

調査面積 約0.5m'

溝介結果 集水桝の取設は、第―ー講義室棟周辺の舗装、 lJ'['.溝• 排水怜取設工事および

樹木の植栽等を行う環境整備の一環として計画された。なお、集水桝を除く各T.$は、掘

削規模が現地表面から10-25cmと浅く、過去の調介結果から、埋蔵文化財に影響を及ぽす

恐れがないことから、調査対象から除外した。取設地点は、 U(i和61年度に‘丈施したf;,J学部

身体障害者用スロープ取設に伴う立会調1f.D地点の南約30mに位置し、掘削規模は現地表

面から50cmである。現地表面は D地点より約40-50cm高いが、 D地点では40cm下位で、黒

褐色粘質土の罪!'.ーをもつ柱穴が検出されており、本工事によって遺構が検出される11f能竹

か l・分考えられた。

層順は、現地表面から35cm下位まではマサ土で、その下には構内造成に伴う埋め上が客

士されている。地山は検出されなかったが、両地点の現地表面の比高芹から、遺構面はさ

らにその下位に｛［在するもの!-:1f/: 寮される。なお、埋め上中には、旧耕作I.、遺物他含I悦

Fig. 60 調在lメ位附図
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と思われる木炭を含む茶褐色粘質土、およ

び地山を形成する黄褐色粘質土がブロック

状に混在しており、周辺て地山に達する削

平が行われたことを窺わせる。遺物は出土

していない。

l注］
］）山口大学埋蔵文化財：貪料館「経済学部身体節'~::

者用ス [Jープ取設に伴う Iヽ［会調介」（「山 LI大学

構内遺跡調査研究年報 V]」、 1987年）く9



7 九田川改修に伴う立会調介

古川構内 B・C -17 

昭和62年10月20LJ 

占Ill構内on冗知凋介

工巾施丁．時における立会 rli~l 介

約20m'

調介地Iメー

油l介期間

調査方法

調究面積

調1t結果 九田川は古田構内の北側を東から西に走行し、楳野川に合流する総延長距離

約5.8kmのこ級河川である。現在の河川は平均川輻7.J-4.9m、平均深さ 1.4m、流水能力

IO.Om/秒で、 30年確率の洪水流址19.6 m /秒にくらべてはるかに氾I柏が小さく、改修か必

要と各れてし、た。改修はテ―ースコ--l、西側端から下流約1.2kmはすでに完「しており、 ,JI

き続き、古田構内に沿う流路長750mの範囲について昭和62年度から 5ヶ年計両で実施す

るものである。昭和62年度は、テニスコート西側端から十流約20mについて、古田構内側

の左片紅よ幅約 1m、現地表面から約 5mの掘削を必要とした。テニスコートの存在する地
II 

域では、過去にこ回の調介を行っている。その結果、現地表面から約 1-l.4m下位で、

弥牛時代から占墳時代にかけてのものと思われる遺物包含層が検出されており、今回の改

修工事によって遺物包含層が掘削される恐れが十分に考えられた。

溝介は山 lI県埋蔵文化財センターがt休となり、埋蔵文化財森料館は吉田構内の追跡と

の比較・検討資料蓄積のため、調究補助 ,,llm 
I I I I I I 

として参加した。その結果、：］＾．事範囲内 ——」 1 . - .. ~ ― 

は護岸用の石垣の裏込めで顕著な遺構、

遺物包含暦は検出されなかった。しかし、

63年度以降はさらに占田構内側への掘削

輻が広がる ~l]i!ii であり、エ：,μ に伴う坪蔵

文化財への慎屯な対応が必要であろう。

［注）

I) 11」11大学坪r祓文化財’伐料館「学生部ナニス

コートフ .l. ンス改~修に伴う ,i:会・試掘調介」

1「11111大学構l人lin: 跡調介沖Jf究年報Ill・IVJ、
1985) ,, 

—•— l • • --—.. ・; ..'" • 一-

Fig. 61 .1/a]介l;{位附図
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昭和62年度山口大学構内の立会講l介

第 2節 小串構内の立会調査

医学部附属病院東駐車場改修に伴う立会調査

調在地区 小串構内

調介期間 昭和62年 9月7日

調介方法 r事施」：時における立会調介
調介面積 約 6m2 

調介結果 本構内での肛中場の確保のため、アスファルト舗装、雨水管・集水桝の罪設、

縁石の設岡笠の柩備が叶両された。整備地域は小串構内の北東部に位附し、昭和58年度に

旧石器時代および室町時代の遺物が出上した、体育館敷地部分の西に隣接している。遺物

は耕作士、床土およびその下位の青偵灰色ないし青灰色粘土から出上したが、出土状況か

ら、両層は口次堆柏層であるとぢえられた。 11-c'.黄灰色粘j・_は現地表面から約100-120cm下

位に堆積している。

調介は掘削深疫の設も深い集水桝について、 20ヶ所の設岡地域のうち 6ヶ所を選定して、

十層の堆柏状況、遺物の打無を確かめた口掘削は現地表[ITJから80-lOOcmである。第 4地

}.'、1、を除いてすべて、構内造成に伴う J里め土で、 IJfrJよ底面には耕作tが認められた。第 4

地、{f、は集水桝と圃時に水銀灯の設置も叶圃され、現地表血から 140cm掘削した。

Fig. 62 i猜J1f I;,(~f立 j(i'[又 I

lilllm 

その結果、約100cm下位で層原約30cmの耕

作tが認められ、その下は緑灰色砂質t

(Hue 5 G 5/1) が原さ約10cm以上堆積してい

た。各地点とも出士遺物はない。なお、講］介

地域の北方には、北東からl竹西にのびる低丘

陵が間近に追っており、斤陵裾部の検出が、

期待されたが、今folの講］介では確認できなか

った。

r;u 
l I ill 11人炉坪蔵文化財責tl館「'j:部（小：p構内! I'.!~ 
，；；'. ;';1; 休itrn名Ii'i(・(こ伴う ,,Jし掘，翡l介!(『ill11人'/構内
直蹄湛l介価究年恨111.l、1985年）
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亀山構内の立会調介

第 3節 亀山構内の立会調査

教育学部附属幼稚園遊戯室批張に伴う立会調在

調在地区 亀山構内

調介期間 昭和62年11月26日

調介方法 i: 事施ー［時における立会調介

調介面積 約40m2

調介結果 亀山構内では過去に 3件の調介を実施しているが、今回の調介地点は、昭和

61年度に行った汚水排水管布設に伴う試掘調介で設定した、幼稚園部分の第 1、 3トレン

チの中間にあたる。第 1トレンチでは、 l曽原約80cmの構内造成時の雌め土の下位に、弥牛

t器を含む遺物己含層が検出されている。層｝旱は40cm以上で、少なくとも三層に分層され、

最下層は堆積状態、土壌の‘性質から遺構の雌tのuJ能性が指摘された。また、第 3トレン

チでは、現地表面約70cm下位で遺構と思われるこ時期の掘り込みを検出した。切り合い間

係にあり、新しいはうからは字町時代の上師器が出上した。しかし、瀾介面積が狭く、ま

た、出t遣物も少ないため、明確な規模、時期怜は明かにしえなかった。

「事は東端部にイf在する既設のプールを撤去後、現地表[fi1から約60cm掘削するもので遺

物包含層あるいは遺構に逹する可能ヤtがあったため立会調介を行った。しかし、ーr~·J□よ底

面まで造成時の雌めJ-_で、顕杓な遺構、

遺物包含層は検出されなかった。 f釦廿構

内では、これまでトレンチによる調介が

行われているにすぎず、埋蔵文化財の調

介はその緒についたばかりである。今後

の調介によって遺構の分布状況、遺跡の

1叱格•時期・展間過程、周辺遺跡との閃

連を明らかにする必要があろう。

(! 21)rn 

I I I I I 

/・ ~-L-—---~-へ｀＼

ー
tヤけlj考z+ri.l!

[ij ] 

1 J I I I l I大学坪蔵文化財'lf料館「(fi.I I I構内教rf学部

山lJ附属予校iり水排水管・布，没に伴うふ掘講介」

I f I I I l I大学構内直跡，翡l介研究年報 ¥1』、 1987

年）

,Jヽd文iぐ:f用t東

Fig. 63 , 翡Ht!メ:f立ii1i[刈
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昭和62年度山口人炉構[AJの＼、「会調介

第 4節 光構内の立会調介

教育学部附属光中学校グラウンド防球ネット設置に伴う立会調介

調脊地区 光構内

調査期間 昭和63年 3月28Fl 

調介方法 i: "F施上時におけるi(会調介

溝介tfJ.i柏 約 2m2 

調介結果 T事地域は光構内の東端部、御手洗酒に接する附属中学校グラウンドの北縁

部付近にあたる。調査の対象は総延長距離約120mの防球ネ、J 卜設置に伴い、約10m間隔

で埋設される15本の支柱部分で、掘削の規模は現地表から約 3mである。上事は機械を使

用して掘削し、土層の堆栢状態を観察することが不可能であったため、館員による現地で

の立会調介にかえて、光附屈学校係の長谷知之氏に掘削状況の写真撮影、出上逍物採取を

依頼した。その結果、出土地点は明かでないが、黄褐色ないし黒褐色の砂層から」・師器、

歴史時代の土師器杯、陶器甕、瓦質土器鉢、瓦数点が出土した。

出土迅物 (Fig. 65, PL. 32(3)) 

lはL師器の杯。糸切り底で、内面の調格は祖雑。 2は陶器の甕。口縁部は内側に強く

屈曲し、外面には浅いヘラ描きの 1条の沈線が巡る。瓦は丸瓦で凸面格f・タタキののちナ

□1 
付'fTfa',;

-」

I . ⑳更三三三

(-~y (/ ぃン,,.. "バ＼
11 tiiim 

I I I I I I - I 

Fig. 64 潤介に位岡1:x1

デ、凹面には布目狼が残る。 .1・2とも

胎L、焼成良好。 1は外血黒褐色 (Hue

10YR 3/2)、内面にぶい褐色 (Hue7. 5YR 

6/3)。 2は内外面橙色 (Hue5 YR 7 /6)。

瓦は内外面賠灰色 (HueN3/0)。

‘、'

＼・ーニニジ
IK'  

ダ生出:・1 I 

( 
、ふう...―; . 
•ぷ各喜杓、'1<ゞ.,_,.—た
,,, ,, ふ乏ぷ.•,•

じ§ぷ？ふ.
¥:;;.-↓£ ・心，.,.,,_. 彦

0 JIJcm 

I I I I I I I 

Fig. 65 出t逍物'.l槻lj図
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吉田遺跡の花粉分析

野井英明＊

はじめに

吉田遺跡は、山口大学吉田キャンパス内に埋存する旧石器時代から江戸時代にかけての

遺跡である。今回、山口大学狸蔵文化財賽料館によって、教義部複合棟敷地の発掘調介が

行なわれ、それに伴って得られた ~JJ曽試料の花粉分析を行なった。本論では、花粉分析の

方法と紅義について簡単な解況を行なったあと、本遺跡の花粉分析の結果について述べる。

花粉分析について

花粉分析は、堆積物中に含まれる花粉を抽出し、その組成などを調べる手段である。そ

の対象は花粉のみにとどまらず、胞子や他の植物性微化石も含めることが多い。花粉は、

局植物の属あるいは科のレベルにおいて特異的な形態を持ち、母植物の圃定ができる。そ

のため花粉組成を明らかにすることによって、堆積物の堆積当時の植生を推定することが

可能である。この点において、花粉分析は考古学研究の上でも屯要な役割を果している。

それらのうち、最も重要なものは農耕に関するものであろう。中村・畑中 (1976) は、福

岡市板付遺跡において 14c年代値が3,400年以上の地層から連続してイネの花粉を検出し、

その当時から稲作が行なわれていたと推定した。また、中村 (1981) は、日本各地の遺跡

から採取した堆積物の花粉分析結果に基づいて、イネの花粉が連続して出現し始める時期

を稲作の開始時期と考え、稲作の伝播にまで言及している。また、植生は、人為的、局地

的なものを除けば、大きくは気候的環境によって決定されるものであるので、植生から気

候を推定することができる。このように、花粉分析は、古環境、特に植生、気候の変遷史

を解明する上において重要な手段の 1つである。

考古学に関連の深い時代である日本の晩氷期以降の時代は、日本各地で多くの花粉分析

結果が公表されており、花粉群変化が最も明らかにされている時代である。それに伴って、

花粉群変化を区分する花粉帯の設定が多くの研究者によって試みられ、いくつかの区分が

提出されている。それらのうち、現在最も一般的に使用されているのは、 Tsukada(1963) 

による分帝である。それによると、晩氷期を L帯とし、後氷期以降の花粉群を 4帯に区分

し、下位から、 RI,Ril, R川a, R川b幣としている。ここでは、それらの細かな説明は

＊九州大学琲学部地質学教-~ド
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古田遺跡の花粉分析

行なわないが、三好 (1983) による中国地方におえる各花粉幣の特徴的な花粉分類群の変

遷（植生変遷）をTab. 7にホす。

花粉の大きさは、大部分が10-100μmである。この大きさは、砕屑物の粒径区分のシ

ルトから細粒砂の区分に含まれるため、花粉は砕屑物とともに連搬され堆積する際には、

シルトや細粒砂とほぼ同様な挙動を示す。したがって、花粉化石は大部分の堆積物（岩）

に含まれるものの、シルトないし細粒砂（岩）に多く含まれる。また、花粉は還元状態の

泥炭やシルト層中では保存されやすく、逆に空気にさらされやすい土壌などでは、酸化作

用のために保存されにくい。これらのことから、試料としては、泥炭あるいは水中の還元

的環境で堆積したシルトサイズ以下の堆積物であることが望ましい。

試料の採取は、壁面あるいは試錘試料から行なう。花粉組成変化を詳細に明らかにする

ためには、試料をできるだけ密な間隔で採取する必要がある。しかしながら、堆積物はふ

つう堆積当初の水流などによって堆積面が攪乱され、上下の堆積物がある程度混合してい

ることが多い。したがって、堆積物の堆積環境を考慮して採取間隔を決定する心要があり、

極端に密に採取しても無意味である。一般に、完新世の堆積物の場合には、 10cm間隔で採

取することが多い。また、花粉を含む堆積物はごくわずかの試料でも極めて多くの花粉を

含むことがあるので、採取にあたっては、採取に用いる移植ゴテなどは 1試料を採取する

侮に水洗するなど、試料の汚染を防ぐ注意も必要である。

遺跡の試料を含む第四紀の試料から花粉を抽出するには、 KOH (水酸化カリウム）、

HF  (フッ化水素酸）によるアルカリ、酸処理に重液分離とアセトリシス処理を加えた以

下の方法が一般に用いられている。

① KOH処理 1 - 2 C記の試料を 50叫ポリエチレン製遠沈管に人れ、 10%KOHを加えて

沸騰している湯煎器中で攪拌しつつ10分間程度加熱する。その後、遠心分離器を用いて水

洗を数回行なう。

② HF処理 ①の処理が終わった試料に48%HFを加えて攪拌し、室温で無機物が溶解す

るまで放置する。遠心分離を行なって HFを捨て、温10%HCLによる洗浄後、水洗を数回

行なう。

③重液分離 ②の残i査を lOmeガラス製遠沈管に移しかえて、比重が1.8程度に調整した

Zncb水溶液を加え十分に攪拌し混禾IIさせる。 2000rpm程度の遠心分離を 10分間行ない沈殿

物と浮遊物を十分に分離させ、浮遊物をスポイドでlOmeガラス製遠沈管にとる。浮遊物を

とった遠沈竹に水を加えて爪液の比爪を卜→げて遠心分離を行ない、花粉を含んだ布機物を
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分析結果と考察

Tab. 7 中国地方の晩氷期以降のh加t変遷（二好、 1983 を•部改変）

現在の植生帯 暖温帯ド部 暖温帯上部～冷温帯下部

時代 年代
花

粉 低 地 山 地
区分 （千年）

帯

~, R皿・IrL  ""' 

Pi nus Lepidobalanus 

完 後
epidobalanus Cryptomeria 

1. 5 
yclobalanopsis Castanopsis Cryptomer i a Lepidobalanus 

epidobalanus Carpi nus Fagus Cyclobalanopsis 
4.0 

新 氷 Cyclobalanopsis Castanopsis Cyclobalanopsis Castanopsis 

Lepidobalanus Podocarpus Lepidobalanus Cryptomeria 
R II 
Tsuga Abies Fagus Abies 

世 期 8.5 
Fagus Pi nus しepidobalanus Cryptomer i a 

Lepidobalanus Celt is Lepidobalanus Fagus 
RI 
Carpi nus Betula 

10.0 
更 ウ

Lepidobalanus Al nus Pi nus Picea 

新 薗： L Fagus Betula 

世 16.0 Pi nus Lepidobalanus 

沈殿させる。その後、水洗を数回行なう。

④アセトリシス処理 ③の処理が終わった試料に CILCOOHを加え脱水する。残清に

(CHiCO) cO : H,S0-1 = 9 : 1の混酸を加え、湯煎悩中で約 5分間加熱する。辿心分離によ

って混酸を捨て、残清を CH1COOHで洗浄した後水洗を数回行なう。

⑤封人 ④までの処理のあとの残清をグリセリンゼリーで封人しプレパラートを作る。

観察・ i「数は、ふつう 400倍の光学顕微饒下で行なうが、必要に応じて 1000倍を用いる。

封人の際にイも粉・胞fが不均ーに分布していることかあるので、検鏡にあたっては必ずプ

レパラートの令面を観察し、封人された試料のすべてを [ti]定しなければならない。詞定は

化粉・ 胞fの総数が500個以上になるように行なう。分析結果は、試料の洋位休栢あたり

に含まれる各花粉・ 胞fの絶対贔で表わすこともあるが、多くは、木本類あるいは木本類

十印本類を枯数とする各花粉・胞fの出現頻疫によって衣わす。それらの値は、各分類群

の構成比変化を坪解しやすくするため、化粉ダイアグラムとよばれる図で表現することが

多い。

分析結果と考察

今回花粉分析を行なったのは、教佼部複合棟敷地の B 敗と C 峨から採取した 36、~\の試料

である (I玉ig. 66・67)。これらのうち、 C限から採取した試料は、すべて花粉・胞fとも
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古田遺跡の花粉分析

にまったく検出されないか、 または極めて少ない。 B培から採取した試料も、 1~ 式未斗カヽら

抽出される花粉が数10個程度と少ないものがほとんどであるが、花粉が少ないものでも胞

fを多く含むことが多い。今回は、花粉・ 胞子合わせて500個以上計数が可能であったも

のについて、花粉・胞子の合計を基数とする百分率でその結果を示した (Fig. 68・69)。

(C陛の試料は、検出された花粉・ 胞子が極めて少ないので、

った。）

ダイアグラムは作成しなか

先に述べたように、 今回分析を行なった試料からは、 KYFB-2, 19の 2試料を除いて

統計処理に十分な数の花粉は検出されず、 また、多様性も低い。 そのため、各花粉分類群

Fig. 66 
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分析結果と考察

のスペクトラの変化はなめらかではなく、植牛変化を完全に反映しているとは考えにくい。

しかしながら、植牛変化の概略を把握するには十分であろう。

今回の花粉分析で検出された花粉分類群は以下のとおりである。 Pinus (マツ属）， Abies 

（モミ属）， Cyclobalanopsis (アカガシ亜属）， Cas tanopsis (シイ属）， Myrica (ヤマモモ属），

Lepidobanus (コナラ亜属）， Ulmus -Zelkova (ニレーケヤキ属）， A/nus (ハンノキ属）， Cas-
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古田遺跡の化粉分析

A rtemisia (ヨモギ属）， OtherCompositae (ヨモギ属以外のキク科）， Iヤrsicaria (タデ屈），

Typha (ガマ属）， Caryophyllaceae (ナデシコ科），し「mbelliferae (セリ科）， !v~vmphoides (アサ

ザ属）， Gramineae (イネ科）， Gleic hen ia (ヒカゲノカズラ属）， FS (シダ類胞[-)。

花粉ダイアグラムから誡み取れる本遺跡周辺の植小変化は、大きく 2つの時期に区分さ

れる。それらは、 xm層から XVIII層（試料番号 KYFB-11-19、20-23) にかけての落架
広葉樹をじとする時期と、 ¥Il附から XII層（試料番号 KYFB-1 -10、21) にかけての‘常

緑広策樹を主とする時期である (LI曽lメ：分は B限の区分による）。 ド部の落葉広虻樹をt

とする時期は、木本化粉では Lepidobala11us、Alnusを主としており、 i11時の森林はこれら

の樹種を中心として構成されてしヽたと考・ えられる。 Artemisia、OtherCompositat'、lヤrszcarw

などのり•本煩花粉も多く検出されることから、逍跡の周辺ではなんらかの形で森林が破壊

されて旋地が形成されていたであろう。常緑広葉樹がはとんとみられないところから、こ

の時期の気候は現在よりもやや冷涼であったと -tff:定される。このuが期の化粉群は、日本の

後氷期以降の化粉幣である RIまたは RU、；作のF祁に対比されるであろう。 1 一．晶の 'i[~·緑広

策樹を主とする時期の梢牛は、 C)'clobalnopsisを中心として Castanopsisを交えるしヽわゆる照

葉樹林を主としていたとぢえられる。＼＇u層では、 Artemisia、OtherCompositaeの位本化粉

を多く含むことから、遺跡周辺は比較的位燥した―L地であったてあろう。しかし、一方で

Tvpha、1¥/ymphoidcsなどの水辺、水中柏物の化粉がわずかづつではあるが検出される点を

ぢ慮すると、部分的には湿地あるいは池が介在していたと老えられる。 XII層になって

Gleichenia力{,急増し、 (vrlobanopsisが翡率になるところから、 XIIIIv~ から XllJ,;i;, にかけての時

期に気候の温暖化が-tff定され、このIIか期の気候は現在とははMじかやや暖かかったであろ

う。この時期の化粉群は、日本の後氷期以降の化粉僻である RII、；作の卜部に対比される。

引用文献

: 11 ( 教）、、 1983: 化杓分析学的研究よ i)みた中 r,q地 }j(1)洪枯 111一餃期以降 0)村1'I変虚. II本村,,,史 中'"'・82-

89, 7'・文,;じ：， 東;;(

1t1中寸 純, 1981 : イし杓カヽら分る稲f'I:(/) ,v; I闘. fl・・/ ,;iJJ 11 . ,11, H -•l 7 

1¥1中・J 系屯・ 9月I!1j1 ¥建・, l l)7(i :'t杖H追跳の化杓1,j'り1'tItりMl・、先． 伽I泊ldi J: 川蔵 t1じ財虚l介恨；i;,t;, :):;, 29-16 

Tヽukada.M., 1963 : l'mbrclla pine, Sciadopit, ヽ＼じrtirillata: Paヽtand Prl'、t'illdiヽtributionin Jnpan. Scit'nce. 1・12, 168()― 
1681 
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山口大学構内出土の植物遺体

山口大学農学部宇都宮宏

教育学部附属教育実践研究指導センター、教養部複合棟及び医学部附属病院病棟の各新

営予定地出土の植物遺体を観察・調在して、その植物名（数、状態）を明らかにし、その

環境を考察した。

方法

山口大学構内の教育学部附属教育実践研究指導センター、教養部複合棟、医学部附属病

院病棟建設予定地の調査区域から取り上げた埋土は、まず水洗によって、土と植物遺体を

丁寧に分離した。但し、植物遺体に付着して取れない徴粒の土は、ブラシを使って除去し

た。水洗した植物遺体は、種子（堅果）、木片、樹皮及び葉身に分けた後に、肉眼あるい

は解剖顕微鏡を使って観察 (10-20倍）を行ったが、特に、木片については、木口、柾目、

板目の切片を作成して、生物顕微鏡で鏡検 (50-200倍）し、同定した。

観察結果

上記の山口大学構内の各建設予定地から出土した植物遺体は、種子（堅果）、木片、樹

皮及び葉身片が出土したが、その植物の種類と出土数は以下の通りであった。

教育学部附属教育実践研究指導センター新営予定地からの植物遺体の観察・調在からは

種子（堅果）から21種類、果皮からは 1種類、樹皮から 1種類、木片からは 8種類の植物

が認められた。種子（堅果）の中では、ハゼが最も多く、次いでヌルデ、スダジイの順で

あった。樹皮はミズナラに限られていたが、木片はアラカシが最も多く、次いでブナ、イ

ヌブナ、コナラの順であった。

次に教養部複合棟新営予定地からの植物遺体からは、種子（堅果）から 6種類、果皮・

樹皮・葉身・葉鞘からは 5種類の植物が出土した。種子の出士数はわずかであったが、ア

カマツの樹皮やトチノキの樹皮が比較的多く出土していた。

医学部附属病院病棟建設予定地からは、樹皮としてアラカシが出土した。

これらの出土した植物遺体の種子（堅果）、木片、樹皮及び葉片は還元状態や炭化状態

での出土がごく少なく、比較的酸素の供給がJJJ能な酸化状態下にあったように考えられる。
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山口大学構内出土の植物遺体

Tab. 8 山口大学構内出士の植物遺体

1. 教育学部附属教育実践研究指導センター新袢予定地

(1グリッド 河川跡 13層-27層）

出土植物名 数

(I) 種子（昭果）

スダジイ (C astanops1s cuspidata Schottky.) 

クヌギ (Q uercus acut1ss1ma Carr.) 

ヤブツバキ (Camellia japonica L.) 

ハシバミ (Corylus heterophylla Fisch.) 

コブシ (Magnolia kobus DC.) 

ヤマハゼ (Rhus silvestris sieb.et Zucc.) 

イヌガヤ (Ceph I a otaxus harringtoma K.Koch.) 

ナンキンハゼ (Sapium sebiferum Roxb.) 

ヌルデ (Rhus chinensis Mill.) 

ハゼ (Rhus succedanea L.) 

307 

31 

3 

22 

12 

32 

11 

16 

447 

621 

マテバシイ (Pasania edulis Makino.) 

ノブドウ （ Ampelopsis brev1pedunculata Trautv.var.heterophylla.Thunb.) 

イヌブナ （ Fagus Japornca Maxim.) 

ハンノキ ( Alnus Japonica Steud.) 

ホソバイヌタデ (Polygonum trigocarpum Makino.) 

ノグサ (Schoerus apogon Roem. et Schult.) 

コウモリカズー ( フ Mernsbermumdauncum DC.) 

アラカシ (Quercus glauca Thunb.) 

ツブラジイ (C astanops1s cuspidata Schottky.) 

タブノキ （ Machilus thunbergii Sied. et. Zucc.) 

バイカモ （ Batrachium niporncum Kitamura var. majorkitam.) 

(2) 果皮

クヌギ

(3) 樹皮

ミズナラ

(4) 木片

アラカシ

イヌブナ

サンゴジュ

(Quercus acutissima Carr.) 

(Quercus mongolica Fisch var.gross serrata Rehd.et Wils.) 

(Quercus glauca Thunb.) 

(Fagus japonica Maxim.) 

(Viburnum awabuki K.Koch.) 

ミズナ― (Q フ uercusmongolica Fisch ver.gross serrata Rehd et.Wils.) 

ハウチワカエデ (Acer japonicum Thunb.) 

コナラ (Quercus serrata Thunb.) 

ハンノキ ( Alnus Japonica Steud.) 

ブナ (Fagus creanata Blume.) 

4

4

4

9

6

4

1

5

8

4

 

3

2

1

1

1

7

9

1

 

2
 

198 

1164 

755 

373 

り`10

298 

850 
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観察結果

2. 教養部複合棟新党f定地

（第 1サ井戸）

出土植物名

数

(1) 種子（略果）

クヌギ (Quercus acutissima Carr) 

アベマキ (Quercus variabilis Blume.) 

ヤマハンノキ (Alnus hirsuta Blume.) 

サンショウ (Zanthpxylum piperitum DC) 

ノグサ (Schoerus apogon Roem. et Schult.) 

オオトボシガラ (Festuca subulata Bong. var japonica Hack.) 

(2) 果皮• 樹皮・葉身・葉蛸

アベマキ (Q uercus vanabilis Blume.) 

アカマツ (Pinus densiflora Sieb. et Zucc.) 

トチノキ (A esculus turbmata Blume.) 

モウソウチク （ Bambusa edulisしarr.)

コナラ（葉身） (Quercus serrata Thun b.) 

1

3

1

3

2

 

4

5

4

3

2

 

5

2

 

3. 医学部附属病院病棟建設f定地

(Bトレンチ 第9層緑灰色土中）

出 土 植 物 名 数

アラカシ（樹皮） (Quercus glauca Thunb.) 2
 

考察

1 . 教育学部附属教有実践研究指導センター新‘常予定地

ぶな科植物は 8種が認められる。落葉種は、クヌギ、イヌブナ、 ミズナラ、コナラの 4

神類、常緑種は、スダジイ、アラカシ、マテバシイ、ツブラジイが出土しており、暖地性

のぶな科植物が認められる。このはかには落葉樹のナンキンハゼ、ヌルデ、ハゼ、コウモ

リカズラ、そして沿莱湿牛 (LII陰）に適するハウチワカエデやハンノキもみられる。常緑

樹としては、ヤブッハキ、イヌガヤもあり、照菜樹林樹が認められる。また河畔に自牛す

るホ'}ハイヌタデ、水中に自牛するかやつりぐさ科のノグサもみられるところより、照

lOS 



山口大学構内出土の植物遺体

葉樹林と落葉樹林を混成した山林雑木林を構成しながら、付近は多湿の湿地状態である環

境であったと推察される。

2. 教養部複合棟新営予定地

第 1号井戸からの植物遺体は、種子（堅果）、果皮、樹皮、薬身（不完全）の状態で出

土しているが、炭化している植物遺休は非常に少ない。中でもアカマツの樹皮片が多く、

次いでトチノキの樹皮である。ぶな科植物はクヌギ、アベマキ、コナラの落葉樹に限られ

ている。また山林中に自生するサンショウ、林内の多湿環境に自生するイネ科のオオトボ

シガラ、湿原野に自生がみられるノグサも出土しているところより、山林野の状態にあり

ながら、多湿の土壌状態であり、水流の動きもある環境であったことが推察される。

参考文献

(1) 貴島恒夫• 岡元省吾• 林 昭三 1986. 原色木材大図鑑. 1-176. 保育社，東京．

(2) 北村四郎・村田 源• 小Lll繊夫 1968. 原色 H本植物図鑑（下） . 69-421. 保育社，東京

(3) 北村四郎・村田 源 1969. 原色 H本植物図鑑（中） . 1 -348. 保育社，東点

(4) 北村四郎• 岡元省吾 1970 原色日本植物図鑑. 1 -250. 保育社，東京

(5) 北村四郎・村田 源• 堀 勝 1970. 原色 H本植物図鑑. 2 -264. 保有社，束取

(6) 牧野富太郎 1955 牧野 H本植物図鑑. 654-661, 896-911. 北隆館，東京

(7) 島地 謙• 伊東隆男 1986 図品木材組織. 1-163. 地球社，束扇・
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墨で文字を書きこんだうつわ

ー はじめに

るのが H的であり、

!) 

最初におことわりしておく。本稿は、当館がすでに刊行した報告内の記載を補足訂正す
すえき＊わん 2 i 

の閲害のある須恵器の椀を、おもに、年報Vで報告した 「冨

—既刊の報告

（富）」

補~J-

杉 原 和 恵

ここであらためて紹介するものである。 （→実測図 Fig. 72、写真 PL.

というのは、 その報告の段階では、 この椀は1氏の付近だけしかなく、

33~(1)) 

その底も％が欠け

ており、当然ながら、底にある忠書の文字も、布下が一部欠けてしまっていた。

ので、全体の形もわからなかった。 ところがその後、欠けていた底の、

口がない

まさにその残り％

が、収蔵庫の整理中に、 ひょっこり見つかったのである。 しかも、発見地として、 前述報

告の調介地とは約100mも離れた別の場所の名が出されており、
3 I 

でに報告を完『していた。報告するべきを漏らしてしまっていたわけである。

そこの講介は年報UIです

さらに、年

報Vで報告した口の部分の破片が、新たに見つかった底の破片にぴたりとくっついたため、

結局、 この須恵器の底から[lまでのほぽ完令な形を知ることもできるようになった。

この椀が、文字を翡きこんだ希少なものであることにくわえて、

約100mも離れたところに分かれて埋まってい

たという：ド実にも注Hしなければならない。発

見地周辺がその当時はどういう地形だったのか
いふ')はうが人そう＊

遺物他含層がどのように堆桔したのか、 などを

考える手がかりである。今後の調介にも大いに

役立つと思われるので、 あわせて報告したい。

また、付属的に、用で文字を書いたt器を研

究するに際し、・注意すべき点について、少々の

私兄を述べさせてもらった。

＊須忠器•••朝鮮 i入水の I火色 0)~吏しヽ ・焼きもので、 "lit紀-IOIU: 紀に

1£1所されていた．、それまてH本になかった新しい技術（ロク
か3

ロて作り、党で焼く）を使ったので、応々作られてし •LU尭
"しさ

きのt帥器（→ 109ぺ•一ン補 iU より格段に丈人で精巧なも
のだった"

＊遺物包含l•:1·" 逍物 (i.器や心器など）を含んでいる地層。

ひとつの椀の破片が、

IOQm 

発見場所
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墨で文字を書きこんだうつわ

2 墨書上器とは
5 J 

墨で文字を書きこんだ土器（堤書土器）について、まずあらかじめ説明しておこう。た
りつりよう＊

だしここでは、律令時代と呼ばれる 7-10世紀のものを中心に取り扱う。思書土器の移
6) 

り変わりは、 {:it令による国家の民衆支配と決して無関係ではなかったと考えられている。

文字（漢字）が U本人に使われたのは、今のところ 5世紀の例を最占とする。 6肌紀に
8) すい _ 

は仏教が伝わり漢字の必要性を高めたし、 7世紀初めの推古18年 (610年）には、墨と紙
9) 

の製法も伝えられ、文字が普及する条件は整ってきていた。事実、その翌推古19年からは、
しようとくドいし さんぎようの苔しよ

10) 

かの聖徳太 fが、三経義疏、日史の編纂など、精力的な文箪活動を始めている。

とはいえ、当時、紙は貴重品。普段は「ば箭」と呼ばれる木の板が、もっばら紙のかわ

りに使われていた。しかし、これら昔の書物や木簡が、今に伝えられている例は少ない。

文字を害きこんだ士器はそれを補うものとして、第二の書簡と言えるかもしれない。
JI) 

いつ頃のもの？ 最古の例は今のところ、 H本が唐の律令を採り入れた 7世紀で、量のピ

ークは 8-9世紀頃にあり、 10世紀以降には減ってゆくようである。これはおそらく、須
うわ（すり しつき

忠器が釉梵をかけた陶器にかわり、漆器や中国産の磁器などが使われて、思古できる材

質のうつわが減ったこともあろうが、律令制の崩壊が大きく影響したものと思われる。た
はじき＊

だし、土師器ゃ、陶磁器の釉薬のかからないところを選んで書く例は、もちろんずっと後
12) 

まで残り、むしろ山陽道ぞいでは、 11世紀以降にそれらの墨書上器が増大する傾向にある。

どこで使われたの？ 黒書土器が発見される遺跡は、古代の役所や宮殿、寺など、やはり

文字を知る人がたくさんいたと思われる特殊な遺跡が多い。しかし、関東・中部・東海な

ど、 '1'!時「束同」と呼ばれていた地方では、 9枇紀以降の一般の犯落遺跡から、忠書-L器

が多研に発見される例が最近ふえてきており、一概にそうとは，；えなくなっている。

どんな文字が書いてあるの？ 人名・地名やそれを省略したもの、神仏やまじないに関す

る文字、などが各遺跡に共通するおもなものである。ただ、文字はひとつの土器に 1字、

多くて 2字が普通なので、意味の理解に苦しむことが多いのが欠点。役所跡や宮殿跡など

では、これらの文字のほかに、その土器の名前や中に入れる食物の名前、建物やそこに勤

務する役職の名前、そして落内きや手習いなどが加わってバラエティーに富み（→次ペー

ジ写貞）、さらに、ひとつの十器に記す文字数が多くなる傾向にある。

何がわかるの？ 本芳にその打IL'tの人か，りいた、牛のままの文'.;-:ゃ文章を知ることかでさ

る。それだけなら別に土器に得いたものでなくてもかまわないが、紙・ 木・布などが、長

＜埋まっているうちに土にかえり、たいていは今に姿を残さないことを考えれば、 K器は
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思書土器とは

かなりの悪条件でも残るため、紙や木・布などより有利と言える。

また、土器は日常牛活に欠かせぬ食器であり、書物や木簡などと違ってそう広範囲に持

ち運ばれはしないので、発見されたt器の性格や使用法が、即その遺跡の性格に結びつく
しだ0)くりや＊ し t:IJ)しようりよう＊

ことが多い。たとえば、掘り出された土器に苔いてあった「志太厨」「志太少領Jなど
するがのくにし だぐ人

の文字から、その場所が千年の昔、駿河国志太郡の役所であったとわかった（静岡県御f
がや

ヶ谷遺跡）というような例は、決して珍しくないのである。

なぜ土器に文字を書いたの？何のメリットがあるの？ 確実にわかっているのは、「炊女

取不得J(あなたがた、取ってはいけませんよII) などたいへん素酒に書いたものである
へいじようきゆう

（奈良県平城宮跡）。他に、小範囲の黒書土器を取り上げて、まじないに使ったとか、

単に土器の整理のために書かれたとか、来客の接待や宴会に使われたらしい、などとされ

ているが、全体の見通しにつながるものではない。第 4章で、私の考えを述べてみたい。

＊律令…「律」が刑法（してはいけないこと）、「令」がそれ以外の法（するべきこと）。唐の制度にならった。 701年、大宝律

令の制定によって完成。律令が国の某本法であった時代（大化の改新～平安時代、 7世紀なかはゞ -12世紀）を律令時代と

呼ぶ。ただし本稿は、律令がすでに有名無実であった平安時代後半は含めない。
じようも人

＊七師器…縄文士器～弥牛＿七器～十帥器と旧来の伝統を守ってきた素焼きの土器も、須恵器の出現によって技術の改良を余

俵なくされ、 8冊紀には土師器もロクロと窯を使って作るようになった。須恵器は、より保水性の高い掏器が出現したた

め平安時代で姿を消すが、土師器は改良を重ね、用途を変えながら、系譜を現在に伝える。

＊厨 ・・・厨房のこと。調坪場や調理具の収納施設を各し、役人の食事や公的な宴会の準備なども行われた。

＊少領…郡の卜／プクラス（郡司）の官職名で、笑省．少領．望;&. 望'i(四等官）のうちの第二の地位。

人名「藤原部王」 場所「縫物所」

うつわの名称

「酒杯」
,, -贔IIIN,1il'!\~ 手習い

書いた理由が明確なもの「炊女取不得」 食物の名称「麦」「酢」

Fig. 71 さまざまな鳩書文字（平城京） /i:21)文献より転載、奈良国立文化財研究所昨可済

-109-



墨で文字を古きこんだうつわ

3
 
「hi」の出古須也器再報告

① 須恵器について

前置きが長くなってしまったが、最大の目的、占田遺跡の「涵」の須恵器について、旧

報竹の訂正をかねて、あらためて紹介しよう＜＂，

当資料は篇谷、のついた塊で、復原lJ径13.9cm (やゃ璽んでいるため、正確な数値とは百

＊ 

えない）、高台径は小さく 6.6cm、器高は4.9cmである。外血の底部とイ本部の境を強い回転

押月：によって明確に凹ませ、体邪はわりあい索直に外広がりに伸び、口緑の端を外側に曲

＊ 

げ、丸くおさめたものである。底は回転ヘラ切りののち未調整。高台は小さめで、断向は

先細りするがほぼ四角形となり、底部の端に貼り付ける。が、貼り付け方は乱雑で、高台

の歪みや傷なとも一切調整せず、少々いびつな形になっている。

品J(使われている粘 Lの質）は粗く、径3mm以下の砂和をかなり含んで砂っばいか、

窺為（焼きぐあい）は良好。内・外底血部分の色調（青灰色:Hue5 B6/1) が、ちょう

ど円形に、他の部分（灰色： Hue7.5Y6/l) よりも賠くなっている。

闊台径か小さいこと、高台のイ,,Iりが雑なこと、またイ本部か卜に伸びずにかなり針めに傾

A ぃて伸びていることなどは、中村沿氏

Fig. 72 「'r,i」/J)~ 且見』，器伶‘火；淵JI叉l

いずみすえむらよう へんねん＊

の大阪府和泉陶邑窯の須恵器編年によ

れば、 N 刑式 4 段階 (770~780年前後
15) 

頃）にあたる特徴であるが、陶邑編年

も律令時代になると、山口県の須恵器

には当てはまらないのが実情である。

陶邑窯の採業期 (5- 8肌紀）のう

ちでも前半期は、掬包帝の須恵器はほ

とんど専売特許のような形で広く流通

し、その形が両ー的であることにより、

令同共通の基iV立とされている。山 U県

とて例外ではない。ただ、どこの地方

でも、地元で須恵器が牛廂で弐るよう

になる 6fll: 紀以降については、地元産

のものに特徴的な形とか、陶邑府と地

元産との流通の追いなどがあるので、
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1'/iJの忠古須恵器 再報告

その地方独自の某準を作り出さねばならない。 その几準が、山口県ではまだ完全に定まっ

てはおらず、

のである。 it実、

よって特に律令時代の須恵器は、詳しい時期の推定がでぎないという現状な
かま

ヽ½古田遺跡周辺にも、須恵器の窯が各軋紀を通じてあり、地元郎と陶邑

産の須恵器が共イfする時期があったことは、確かである
すみ
16) 

ももた1こ17> 

陶窯、百谷窯は、

（→下図）。特に、 8・9軋紀の

古田遺跡に近く、規模も大きい。

当地方の須恵器令体に共通する桔準を、私が今見つけ出せれば間題はないのだが、残念

ながらそれだけの器贔も度胸もないので、 この 「籟Jの須恵器のみに限って、 いつの時期

のものかを考iえてみよう。
みつじとしかす

奈良教育大学の三辻利ー教授が

し)
ヽ

けし、こう ＊ 

蛍光X線による土器の胎土分析を精力的に行な
iこし しようし

その一環として‘片吉田遺跡に近い 2遺跡（西遺跡と小路遺跡。

近年、

→下図） で見つかった

須恵器について、興味深い事実を明らかにした。 それによると、 5・6冊紀、 そして 71仕

紀のある時期までの狛恵器に使われている粘土は、すべて大阪の陶邑窯のものと一致する

7憔紀には地元山口の粘土を使った煩恵器があらわれ、
18) 

粘七を使った須忠器が見あたらない、というのである。小路遺跡では 8枇紀後半の須忠器

が、 8・9 I仕紀には逆に陶邑窯の

に忠書があるのが確認されている

地元のものという分析

結呆だった。つまり、 8

• 9世紀、 古田遺跡周

辺では、煩忠器は地元

産のもののみを使って

いた可能性が泊iしヽ と判

断されたのである。

ということは、

ながら、 この

当然

「'ti{」

須恵器もおそらく地元

f)fのものであり、

の

大阪

の陶邑 0)須忠悩に照ら

しあわせて年代を断定

することは、適,11では

なし)ということになる Q

（→ 115ページ表） が、 この須恵器に使われた粘士も、

Fig. 73 

＼
 

ー9
9
 
i
 
k
 

-
9
 

古HI遺跡周辺の行他船窯跡
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困で文字を害各こんだうつわ

「冨」の須恵器そのものの胎I.分析を、機会を見てぜひお顔いしてみたい。

地元のものとして考えると、 LJ縁の端を外側に曲げるという特徴は、 1前述の百谷窯で焼

かれた姐忠辟のなかによく見られることに気づく。百谷窯II類A という分類で、 9(ll: 紀前
19) 

半～中頃のものとされている。だから即この窯の製品だと月えるわけではないが、うつわ

の特徴を語る時、 11の部分が占めるウエイトは高く、あまり軽視することはできない。

ただ、文献（注16) に載る百谷窯の II類 Aの椀は休部に丸みがあり、「冨」の碗とはか

なり形が違うので、当初はこの分類の中に含めるのはどうかと思っていたが、実際に白谷

窯のifi恵器を見せていただいたところ I冨J0)椀に実にそっくりな形・胎上（焼き終わら

ずに 4焼けの状態で廃棄されたものなので、焼成• 色調は比較できないが、翡台の雑な貼

り付け方までそっくりだった）のものがあり、百谷窯の製品ではないかとの確いを深めた。

またもうひとつ、 ll類 Aの椀とするには体部があまりにも大苔＜斜めに傾きすぎている

という疑間があるが、この婉の形は、高台さえ取り除いてしまえば、そのすぐあとの II類
つ告＊

B の段階の杯とたいへんよく似た形となる~万このことから、「＇団」の婉は、 11 類 A から II

類 Bへの過渡期の段階か、むしろ II類 Bの時期に入ってから作られたものと考・えたい。

はなはだ貧弱な坪山ではあるが、これらのことから、「/,l」の坑は、 9ttt紀の中頃～後

半くらいの時期に、百谷窯またはそれと系列を Iii]じくする窯で竹られ、この古田の地で文

字を再彦こみ使用されたものと思われる。

* 1111:、li(if I 泊j 合 iti' 盆砂•••須屯辟は、［りI'りの軌人か）、開 'h>r:するのて、ある時期にひとつの空て焼かれt.:ものは、はと

んと規格か統 されて',・る「そのため、これら 0)、Jiよは大きな手かかりになる(

*l"l+i、ヘプ切り… tl ク t/ のl一てい器の形を作ったあとは、そのロク l] から上器を切り離すことが必要 I~ なる その切り離し）j

のひと --Jて、 1点りのI氏になるところ1:ヘラ4人の迫具をさしこみ、「Iク[Iを[CJJ転させてくる IJとり）り離す）Ji人のことをしヽう

＊編年…考凸侶て、掘り出されたものかし >'0の時期のものかを決めるためのf段

屈し時代とわかってし・るものとうしや、明らかに時代の違うものとう＇，を観察してゆくと、 Iぃj神類のものても時代によ

って校iぶや形・ !1"力に特徴かあり、それか少しずぺ）移り変わってゆくことかわかる 、―び)移り変わりを111rur;たてて悴即

することか「編年」てある，，これは、あく主〔も「＇＼より flか占く、 Bよりもさらにしか占し・」とし，うよ＇)な lilf!li'、Iti[対

介代）を決めることである， 1盆は変化か｝、われやすし， U)て牡に介効であるか、たとえf,;tfr~I の記j しヽ陶［もの甜年とし 9 えと

も、それたけては')こ 1:toJ~t の J_ ての年代；絶対年代）は，ためられなし 9

文献文化粒期間かわかってし・ る直伯かどか、し•つタヒんたかが確‘にな人の呆の中なとから、にとえば Bの t一悩か兌lしされる

と、そこ・('初めて Bの絶対1「代かわかる 変化のlllilli'; i 油＂：か•\→ B→ しならば、この）iを），,-準にして AやCOJ絶対り

代も柑‘応てきる、 どしヽう Milになる，！→例えは;icl(),J)J/;j防鋳銭,,jの例り）ように）

*'li'(ー光X線による u:;e)胎 I一分析・--l料OJr[t―Ciiクf!!!ー，，僻1こ-,し，ての研究かl心も進Iしてし・る ，"'Jさiな成分とうしの礼合的な
対Jt:こよっヽ―、胎iに地戌件のあるこ、しが確かめらオし―こししん 1111 Iリ，¥,;(の I器iこ使オ）IL―Cし9る粘 Liよ、 t'i(: K ! カリウ

ムI:,: か多し 9

* Jイヽ・・<— -~-c Iよ、ノrて ，--) 「お !iii 」 0) うち、,·:,•」 f,カ,,わるものをJ外i、なし;ものを）小と II、『ふ、

り
r
]

―

―

 

―

―

 



「富Iの平内須也器再報古

② 氾・，り：「‘団」について

底の外1f1jの高台内部をいっぱいに使い、一部翡台にもはみ出して内かれている。文字は

「富Jと説める（→PL. 34三 1)に丈物大の写真）。
20, 

し、 たしヽじ* Ifつかし、どう

「-~」は「富 J の異休字で、画数を省略したものである。千菜県八千代市北海道遺跡、
くん Itし、よしろ

221 2.11 

奈良県奈良市平城宮跡、大阪府高槻市郡家今城追跡、 J；i:都府大宮町谷内遺跡、富山県小杉
24: 

くろかわしやく め

町黒河尺 Fl遺跡などでも、同じ楳体字を想書した t器が見つかっており、本字の「富J

よりもむしろこの異体字の方が一般的に使われていたと息われる（→写真 PL. 34)。
やぎあつる

また古体等について人文学部の八木充教授に見ていただいたところ、内き悧れた惰跡で

かなりの逹噴であり、杏風に地}j性が感じられない（つまり田舎くさくない）、都風の文

字だということであった。つけくわえるならば、 9枇紀の段階でそのような文字を内ける

人物は、中央の役人や巽族にはは限られるとのことである。

なお付記しておくと、吉田遺跡では、 /cf内のある律令時代のt器は他にも 1点見つかっ
2c,) 

ふr-
ている a 俎忠器の訴であるか、破片で、もともとの形を推定できず、また文字もト'I'"-分が

欠けていて証めないので、「富」の坑にくらべれば、引き出せる帖報贔は少なかった。

この「}~」の文 '.j-:が何を表すのかをつきとめるために、まず、律令時代の当討田遺跡は
がI

とのようであったのか、についてふれておこう。第 2咽で迩ぺたように、遺跡の性格によ

って、 ,ff,?i: の内容が違っているからである。

この古田の地には、中央の作令政権に関係する、何らかの施設が｛臼『したとどーえられて

いる c その坪由は、 i閉:rt(中央へiとる貢納品につける木簡。荷札の役且をする）、 iり（官
9す 9沐

位をがすためのベルトの飾り）、硯（それも須忠器のうつわを利用した仮の硯ではなく専

用にイ午られた硯）なと、 舟もの集沿では判時使わなかったもの、また役人・貴族たけが持
!71 

つことので合たものが、この古I+!遺跡からは見つかっているからである。たた、この時期
し、一．う＊

の遺構が見つかっていないので、これだけではまだ 1()〔、ー）という施設があった」という断

定はで合ないっしかし施設の‘性格はわからなくても、役人または費放.1竹侶など、流麓な

文字を古くオUI心の人物かこの古Cfl]の地にいたことは、まず間違いのない・Jt実であろう。

!F,・, 打 1-_悩は、第 2章で、東国の集落逍跡から大斌に見つかると井いたが、近畿以西のい

わゆる「西国Jでは、役所跡や炉跡なとの、中央との閏連の深い遺跡のほかでは、今のと
l ,,-ぅ 、な力， と

ころほとんと見つかってしヽなし',-〉 IIi LI肌内（周防日・ K門仕I) に限れば、律令時代の最{
要道蹄で最も交通か籾繁だったはずの[]][湯追そいの裳地にあるのに、なぜかこの時代の、T、

はう、iこ すオ，",:. くか

内士器の発見例か柳端に少なく、 ''1直跡の 2、［位のはかには防1付1¥iの周I坊国伽跡て 6/.i.、山

11 :1 



閉で文字を内きこんだうつわ

f
¥
J
 
Fig. 74 

しようじ 29! 
すおうすせんし‘

［」市小路遺跡、山口巾周防鋳銭 1i]
:m1 
みとう なかの1よI) JI) 

しものせき

跡、美束町長登銅llJ跡、下関市長
こ（ぷんし

、 32)

門国分寺跡で各 l点、

るのみである

写真 PL. 31)。

発見されてい

（→左図、次ページ。

うち、小路遺跡を除

いたすべての逍跡については、 flt令

国家の出先機関があったことはほぽ

疑いない。西国では、 悶害士器も、

中央との直接的な関係をホすものと

考えてよさそうである。

また、墨内土器の鼠が少ない卜^にひとつの土器に書く文字の数も少ないことから、 liJ腸

逍ぞいでは、 その交通砿のわりには文字の普及が意外に遅く、 また土器に文字を書くとい

う風習を、 この地の人々が積極的には受け人れなかったものと考えられる。いかに国の出

先機関の遺跡から発見されたとしても、当地方の土器に内かれた文字は、地名か人名の省

略形、 またはお守りやまじない的な性格をもつ可能性が高いと考えるべきであろう。

さて、「‘畠」 の文字の示す慈味であるが、 一字のみを流麓な笥はこびで、 しかも最も文

字の保存に適した高台の内側に、大きく書くということからも、 やはりその文字のとおり、

「富」 という頻いをうつわに込めたものと考えるのが妥当だと思う。

ただ、 iI: 意しておかなければならないのが、中世この吉田の地に存在した
は しよう

ある。「保Jは、平安時代以降国術領において、「I上Jとは別に、

つねとみは 331 

「恒富保」で

農民が自力で開発した土

後の建久 8年 (1197年）

地にりえられた名称である。［恒富保」の名が文献に登場するのは鎌倉幕府が開かれた直
:l-1J 

が初めてで、それ以前のことは明らかでない。「ツネトミ保」 ま

tこは「ツネトミ」

し、 かつ 「恒富J

という地名が、須恵器の年代に見合う 'V・安時代初めごろにはすでに存府

の漢字が喝てられていたとすれば、「1;1」は 「相‘点」の省略である叶能

、ttも出てくる。

＊巽体字・・・IT.'f'.で、同じTてはあるか、村：i¥l'と考・えられてしヽる字とは違う形態のもの．

*f視…:i、1内L船か見つかる束同の集落遺跡では、使われた硯ははとん｝が和，片j硯（須恵器のうつわをwとして利IllしたものI
てある..役所や．りては、位用硯にくわえて、’り）!Ji: 作られだ硯 IIり血硯、風j-'硯、宝珠硯なと）か便われてし 9る， 古HJ迅

跡で見つかったのは、円1f1j硯の破）',ヽ9
,, ・''ふ,.,... 

＊俎構••坪蔵文化財 If.I:坪まってし、る文化財 Iのうち、穴や建物のあとなと、その場を動かせなし、ものをしヽう
なと、そのJ易を動がけるものは「~，和物」とし,.-,'それらか坪まってし，る場l'li か、「;応i」であん r

Lr, 礼ぺ’イ1閤；

-]],1~ 



「富」の屯苫須恵器再報；',-

Tab. 9 flt~ 引I.HtのT,,り1閑；＇は '.!_i廿iiIリ，しI'、j)

遺跡名 ,, り /r・地
.. ' ... ・ー... . 

：防1/J、illl>li切・,・利：1111i 
|—. 

1:hr/.i 1/l[rJi/:(i:~:;PI 「

',.,、, I 
l!,J 1:!J lrJ i.':r VI、,PJi{fr/;I叶術hfli737-:I乱r」他

I 

I /li.U1!!、,,'_,:・丸1l粋なし
-- --

II/Hll5, りl't,胤が[I)地1,,

rr;arr•, "'『.,.,.,.,,/, 
, "・"''-'''ゞ I>(01 
11/ifll),tiり!')_
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※沿；介のあるも(})をJ宛、ないものを杯ど jる'
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、用で文字を内きこんだうつわ

③ 地ドの状況について

当資料館が、これまで大学会館固辺において行なった調介（→次ページト）はかなりの

件数になる。また貢料的にイヽ明確ではあるが、資料館設間以祁にも、この地域は古田遺跡
:i,,! 

調杏団によって第 l地区と称され、大学統合移転に際して多くの調在が行なわれている。

これらの調介の結果からして、大学会館I対辺は、学内でも遺跡保存地区周辺に次いで遺構

密度の底い地域として¥1:意されるようになった。

今同紹介した黒苫土器は、大学会館敷地部分では黒色粘r.l苦より、前庭部分では黒色・

黒褐色系の粘質土1位より見つかっている。 i自線距離にして 100mも離れた場所にあった破

片どうしがあまり磨滅もせずに発見され、ひとつに接合したという事実から、若「•の色調、

.L質の違いはあれ、大学会館敷地のみならず、周辺を覆うこれらの遺物包含層令体が、圃

一成囚によるものである可能性はすこぶる高いと息われる。事実、大学会館敷地部分では、

この黒色粘土層は調介区の中の最も広い範I用を覆っていたことがわかっている。この膨大

な址の遺物己含層はある場所から、いちどきに流れ込んできたということである。

ぁ乙場所 もともとこれらの遺物を使い、拾てた場所、 または当時の遺構のあった所

とは、どこだったのか。これまで柏み屯ねられた調在の成果をもとに、地形の旧状を復原

してみた（→次ページ）。

既調介で判明している地盤のありかたから 'j'lj断すると、現在農学部の化木園となってい

る丘陵は、もともとは大学会館郎分を避けるように、第 2学生食炊→大学会館前庭→本部

竹理棟の方向に裾野をのばしていたと考えられる。この裾野部分は台地状で、牛活の場と

しては好適地。事丈、これまでの調査で多くの遺構か発見されている。ただ、律令時代の

ものと断定できる遺構は少ないので、積極的な証拠にはならない。

しかし、土砂（遺物包含層）がいちどきに流されていく過利で、その中に含まれていた

l'r,i」の須忠器が、大学会館敷地と前庭卜段部南端との別方I川に分かれてしまったという

·'fr実を ~if~ く見たい。この状況が川能になるのは、これらの逍物包含層の起原が、第 2学牛

宜堂敷地から前庭上段の束半部あたりにあった、とどーえるのが、地形と土）付の堆柏状況か

らみて、 hとも自然であると思う。

学牛ft党付近の台地は、平地を作るためすでにすっかり削られており、今後湖介をした

ところで、逍構の発見はあまり期待できないだろうし flt令時代の古田遺跡に、どのような

施設かあったのかは、おそらく今後も、直構ではなく遺物から判断してゆくしかなさそう

である。残念といわざるをえなし¥u 
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Fig. 76 大恰会館周辺の地卜の状況

各地，,_._,、 !l)i.料校A図1よ、 ド，記の調介によるも 11),

A 1111 I}.: す坪蔵文化財介料館「昭和51・55年度翡介0)概要」 I[Iii I I)ぐ！構内遺跳調介研究｛卜報 IJ、1982年），、

B f,1]上『中央I叉1,り館附笑 f定地M・・16区の発掘遇介 J(f廿ill人学構1J、J逍跡，凋介研究年報 II」、 198S年),

C [,,] I・「人'?会館新‘酋 f定地M-11・15[£01,J.. 枷，凋介」 1,f ti I 11大学構11、J償跡，凋介研究年報 uJ、1985年），＇
[) - G → ii: 1 I a 報；•;-.

II --K 1,1] I・ 「古 Ill構内大'?会館排水符布設に1乎う兌糾，J乱介JI [ ill I I人学構内直跡品］介研究年報I¥「J、1985年），
L・M [,1] I 「古 lll構内人子会館ケ,.―グルイ1,成 1.:伴う発柳，淵介 11 r廿iiI人・！構11、J遺跡調介研究年報 N』、 198:i年I,,
N ・()→ii, I) b報；';-

P l<>l I 「内水lJt水料笠総改修1:11'うり会湛INJ , 『1111I人、f構11、l消跡調介研究it報Vl」、 1987>「}.
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氾で文字を曹きこんだうつわ

4 ~ 十器に文字を書いたわけ

冒iに苫いてある文字がいかに大きな伯報源となるかについては、第 2章で述ぺたとお
3f,) 

りである。そのため般近、文字を集成• 分類した論考がふえているのは舟ぶべきことだか、

墨吉土器の発見例がふえるに従い、その分類はどんどん煩雑になるばかりで、 J店本的な原

理や某準を見出すのは至難の業である。一方で、上器に文字を許くという行動自体を、当
:m 

時の人がとのような衣識で何のために行なったのか、ということをかえりみる人は少ない。

精神分野の解明は考古学的にはむずかしい、と，iってしまえばそれまでだが、木簡や占文

出など｝~ 詞し〈、文字を説解し、それを 1,f、成・ 分類する,.,l-、とめた Jまでよいだろうかり

土端にはあくまで「うつわ」という本戦がある。文字を許くために最初からそれ内．用に

作られる、井物や木簡とは違う。つまり、土器は元来文字を書くためのものではないのだ

から、文字をわざわざf・.器に菩くからには、「この土器にこの文字を」という紅志や必然

性があると考えなければならない。文字を流解することにくわえて、文字とうつわとの関

係を見ることが大切なのだ。！県内J-.辟が遺跡の1咋格を表わす（→第 2i章）というのも、元

を庄せば、十器は日齋食悶であるからあまり移動しない、ということが前提なのだから，、9

文'j-:を、わざわざ紙でなし、物ftに，t;_¥込む場合、文字とその物休どは、何か特別な裳I人l

で結びついていると考えるべきでである 0 -~. つの実例をあげてみよう。

私の友人の K眈は、プロ野球読売巨人軍の中畑泊選手の大ファンであるか、かつ彼女自

身も並の拐以上のソフトボール速球投手である。中畑氏のサイン会が近所で行なわれた時

のこと、彼女は、ザひ自分のゲローブにサインを、と切ん • 会場に出かけた（数H前から、

彼女はかなりの興化;'~k態であった）。ところが‘常利主義のその会場の持ち主は、サイン川

の色紙(,:・, しろうと待ちかまえ、その色紙てないとサインはてきなし）とはう。彼女はひる I

す、強リIにその場を突っ切り、めでた＜グローブにサインしてもらっただけでなく、．，ゞに

視しく話しかけられ、握手までしてもらって、はとんど放心状態ともilえるはとのイff(j犬

であった。そのグロープを、彼女が以前にもまして愛用しているのは百うまでもない。

彼女にとっては、《野村克也のサイン〉ではなく〈中畑清のサイン〉だからこそ、慈味

があった（ちなみに私は野村氏のはうがいい）。またそれを、〈色紙》ではなく《自分のグ

ローブ》に内いてもらったからこそ、彼女の喜びは人きかった。つまりは、《中畑泊のサ

ィ/〉ヵヽ《自分のグローブ》(~・, りかれたからこそ、彼女c・ とってサインの価仙もグロープ

の価値もお f(_いに倍増したわけである，

これは、文水とうつわとの関係にもそのまま ,11てはまるだろう。文字を、紙ゃ木簡では
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」：器に文字を門いたわけ

なくわざわざうつわに害くからは、相応の理山があったはず。それを明らかにすれば、 t 
38) 

器や文字にまつわるその時代の風俗や考え方も、より深く具休的になるに違いない。

「酒杯」と内いた 8世紀のt帥器（→109ページ与貞下段中央）が発見された。おそらく「洒

杯Jという呼び名の、酒を飲むためのうつわだろう。でもわざわざt器にそう内いた理由

は？よく似た形のうつわがほかにもあるから区別するためだろうか、それとも他の上器で

酒を飲んじゃいけなかったんだろうか、それとも……という具合に、深く、具休的に。

ただ、このように個々の困書土器について具体的な理由を考えても、立祉はむずかしい

し、ましてや，閉吉：,-_器全体の見通しにはつながりにくいだろう。それを差し引いても、文

字をわざわざ士器に害いた坪由を考えることによって、文字をりが解するのと圃じくらい多

くの情報が私たちにもたらされるという希望は、捨てがたいものである。

土器に文字を書いた理由となる、当時の思想をつかみたいと思っていたが、どうやら私

の手に余る大イI:市のようなので、せめてその指標となるよう、私なりに土器と文字との関

係を幣理したものを述べて、結びとしたい。結局は、次の三つのタイプに集約できる。

① 土器中心型： 士器をまちがいなく使うために文字を利用したもの。牡に文字でなく

ても、記号やしるしで用は足りる。上述の「洒杯」のような例。しかし、整理や区別のた

めの、純粋に便直的なものは少数で、②の効果を兼ねるものが多かったのではないか。

② 土器と文字との相乗効果型： 文字を曹きこむことによって、その土器に別の意味を

持たせたり、価値を高めたりするものや、土器と文字とが合わさって、はじめてなんらか

の庖味をもつものなど。先述の〈サイン人りグローブ〉に代表されるような例。

③ 文字中心型： 文字を書くために単に土器を紙がわりに利用したもの。上器と文字の
39) 

間には、さしたる関係がない。手習いや落書きの類。

おそらく、忠書t器のほとんどは、②に属するはずである。文字がまだ意志伝達の道具

には至らず、何か愈味のある記号やデザインにしかすぎないような場所では、この例が主

体とならざるをえず、多分にまじない的な意味をもったのではなかろうか。多くの人が文

字を扱いこなす場所では、当然一般集落とは文字に対する考え方が違うであろうが、「文

字を f-.器に内き込むことによって、士器と文字とがお圧いに付加価値をもつ、または用途

が規制される」という図式は、不変のものと思う。

①③の例は、文字が将及している場所・文字を解する人がはとんどである場所でのみ、

{{在可能である（逆に、そのような人々がいる場所ではI器の神類と祉が豊富であったか

ら、(!)@の例が牛まれた、ともはえよう。
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用で文字を書きこんだうつわ

5 おわりに

「r.i」の黒背須恵器を再報告し、ついでに、といってはなんだが、忠科上器研究の方向
性について、なぜわざわざ上器に文字を古いたかという直要な疑問を解決するためには、

文字の説解のみにとどまらず、文字と土器との相関に Hを向けるべきだ、ということを述

べたつもりである。 K嬢のグロープに内かれた文字を見つけて、それを「中畑清Jと解，Hl

し、「中畑消」がプロ野球選手であることをつきとめただけでは足りない。わざわざグ

ローブに書いてある紅味を考えてこそ、野球（ソフトボール）を愛し、かつ中畑選手を敬

愛する K嬢の気持ちと努力が、報われようというものだ。

なお本稿の文章表現は、考古学の「専門川謡」や「自明の罪」に頼らずに、どこまで書

けるか試みたものである。先学諸賢にはまどろっこしい表現が、多々あるものと承知して

いるが、その分、古代史になじみの薄い人には抵抗感の少ない文箪になったと自れしてい

る。とはいえ、名占学用語なしで逍物や地層の堆積状況などを況明するというのは村息吐

息のむずかしさで、専門語のぬるま湯にひたったまま、本質となるものの説明を巧みに避

けてイ漁勉強をごまかしてきた自分を、いまさらながら反省する破 Hにおちいった。

学術用語を使わぬことに関しては、反対意見があって当然と思う。しかし、内容はさて

おいて、この文章を誰もが途中でくじけずに最後まで読み、即解してくれたなら、それを

苫占学にとってマイナスであると t張する人は、おそらく少ないだろう。

・,; 頁の転載に成たっては、余良国立文化財研究所、 (lit!泉都府狸蔵文化財，温l 介研究センタ.—にお鞘い• し、こ［解を

得た 高111肌埋蔵文化財センター、店槻市教脊委H会からは、 （解の上に各らに写貞のこ提供をし，たたしヽた，

県内の 'f~l 十路は、防 I{い卜教脊委員会の古瀬勝康氏、 III ,J寸i教有委 H会の古賀佑ヤ氏、美束町教fl委tl会(l)'j;本

筒詞氏のお骨折りによって、~,:接見せていただくことがてきた m うち周防同術跡 0).. 部と J乏登銅Iii跡の責札はまだ
iEAに報；',されていないか、特に使守をはかっていたたしヽた。 h谷守跡の煩も器も、小郡町公民館て見ることかて

きた，. ft;JI坊鋳銭 nJ跳の＇『書 I.悩 0) 写貞 J最影は、小田村宏• 古t『化ヤ両氏に全血的に助）Jしヽ たたしヽ た。
文章表現については、 j,i]僚の木村1ci内氏に助言をし；ただしふたか、また、次の文献にたし;へんt気つIrられた，，や
さ Iーし，文店をよす方は｀サひこ-,元をお柄めずる 0

竹原館「考古オをや各しくしよう」 If成都府押城文化財論集』袷 l知ー創立 "/t;J年品念品一、財：成都l{f坪蔵文化

財調介研究センタ・—、 1987 年）， 9

こIW,・[i'iをお・,村サし＼たたししたト，；心の捉閃.,i竹氏に、深くお礼 1¥it・、上Ifます

fiU 

I J a リiiI人学坪蔵文化財森料fa':「古 IH 構内）、学会館新禅~ に伴う発札！湛Ur」(『iiI I I)ヽ:;::構内消跡，J~ 介研究年報

lll.!、198:iり'-),

b Iii 11 人学坪—’祓文化財介杜館「人オ会節環塙打え伽 1 こ fl うり会調介」 r 『 ill 11 Jゞf構内沿甘介，贔l介研究11iii¥ l、
19861¥) なおこの瀾介は、「古lllf柑I'、1人学会館環屈整i前に付う，汎枷，闊介J{ Iぃl,It川11丈〉 1こ付1:jl[4るもしl)

てある，この gし掘晶介の n;丸し合わせて参昭いたたきたし，

2 J 1iii褐iiI i b恨；'i1: 叫戟o,Fig .. HJ-Iii 166ベ- 1/ I か竹ti丸Io;-'1¥, りさ ilだI氏罪てある
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、ーー

3) →前掲汁 1I a報告 C・

4 I 1)1j掲iiI I b報告に叫救の Fi!(. 40-14 <66ペー・ジ）か当責村 (7)[l縁の令じてあったことが判明した。

:i) .'.!,¥青 t・ 喘研究の概要かコンパクトに収まっていて、入fかたやすいものとして、次の,!}籍か1史利

雄山 ll\l 出曲株式会社「牟 fiJ 考古学 I 第 18 り一特北・考古学と出十文字— 11987 年）。下記のような論考を

所収．へ

扇藤忠「考古学'i'f:料と文字-・——坦，':C !'. 器研究(!)虹義ー l 、—f,・［］時雄「文字，介利研究の現状 k tlr土器ー」。

6) 束［叶• 北I培の附落遺紛て(!)'t',書土謡の移り変わりは、 fl令体制の成 ,i"_-改甜～崩壊という流れの中で、没字

の登ぷとや、村という紺織t'I体のありかたが変わっていくことに関係するとされる 0

a 長谷11[1'/ 「古代における文字：行科研究の ,;,t溢 牡に墨iり」＿．器を中心として一」 1「史観J 第101冊、早

稲田大学史学会、 1981年 1.,

b 古協l康皐g「焦書土器」（［束大炉令(i横illl:遺跡』、松 1了市教有委 ii 会• 石川名占学研究会、 1983年）。
"''か7) 和歌 111県椋本市隅庄八幡宮蔵の「癸末年」 (44:l年、 •況に :i03年）の人物 l剌像鋭に、「在梵沙りII 宮 I という ·r:

がある， これか H本語を憧字てKわした最占の例とされる C i梵字n体はずっと以前から H本に流入している
か（「漢委奴［エIl Jの全!cf]や I似初四年 I銘の―:fり象i神恨鋭なと）、 II本，冶を ¥l;各表わしたものではなかった

8) 仏教f,¥仰は文化［月家の証であり、仏教を狸解するには経典を誼もことが必要だったい

白ii¥の郭明土か11、f象と脊t論を献じたこと （「凡興り糸吠起jr _L宮叩徳仏丁.','j\乱i』では 5:l8年、「 H 本~'紀」て
はs.s2年）をもって、仏教の正式な仏来とするが、非公式には以前より伝わっていた
' 、 " .cAちょう 9ん h・'

9) ,•,)j 1r,J脆のイ杓畏徴が、絵Hゃi展lit'/(製粉mon」「I) の製社、とともにじ、えたという (H本僭紀）
Wの歴史については、次(/)文献が簡使，；

水野和雄「戦[ii[時代の牛活と脊f済ー文Iり具 」 Ir 手 FIi 考古学！第 26サ、特般• 戦同考占学のイメ-—シ、

1989'1'・)。
u うま人 ゆし，ま

10) 611 ifに勝紺粁義疏、 613年に維l't紆義疏、 615年に｛去柏粁義疏を著した（卜宮叩徳太[-fr;補関叫）、 620年に

は I天只.ic及び国記、伸連伴造国造 (i八 I部;jf;_びに公民芥 0)本記Jを録したとある (II本書紀）'
あすか,.,,ふきのみや

11) 奈良県藤原東跡、 f広承飛，杓板孟宮跡から (!J/11土例が、今(/)ところ最占のものである。

12) 山II肌ては陶磁閥の底に c,1)-く例が多い !・ 帥器の底（内外） 1 こ.~ いた例は、かなり特殊な使われ方をしたも
しもみさた '''"」',

のはかりで、たとえば防川市の F{; 田遺跡では、完llfJ時代の建物の棟持柱の穴に梵字を苫き込んだ杯が 9枚
みそ

坪まっていたし、下閃市の長門国分寺跡では、汁戸時代の溝に、 155枚もの人名（「光閲J皇Iりl「行晶」「義降

（大内,¥降）」 I刺在様 (E利冗就）」など）を肖し、た杯か捨てられていた，_儀式やまじなし、川と推定できる c

a 山II児教脊委員会.u本追路公団・建設省 111Ll 1::'jじh務所「111陽日動中迫・ 防I付ハイパス 下も田逍跡
第 3次調介概報JI Iii 11県文化、財調介報；『第46集、 1979年）

b 下閃lli教育委員会『長I"月司lff』（長門国fft周辺遺跡梵脱瀾介報告W、1980年）。
9』きあわせ

13) 藤枝巾者IS巾閉発公H・ 藤枝市教育委 ti 会「、も、人郡衛跡（御(ヶ谷俎勅•秋合遣跡）」（「「1 本 11·む公it!藤枝地
i,z坪蔵文化財発掘調令報；＼消 Ill 奈良• 平安時代紺一j、1981年）

11) 奈 n 国 ，7 文化財研究所 ff 城宮跡兌掘調介報告＼い（奈良 l•I:, 文化財研究所?報第・ト六 I冊、 1976年）。

15) 中村占 I和泉陶邑密の研究」 1柏書お、 1985介）

16) 応）；（月濯•池田善文「 F方長地 t必 0) 外(\!: 器窄跡と紺年/,Jf究 I(r1 I I 11県の十訓i器・須心器 ~/成と編 w·-」、姑l

ト枯考古学研究所報 3、1981年），

17) → 前掲仕161 文献。

18) a 五L禾11 -r西遺枕出土」揺のsit光 X線分析」 1『1flJ遺跡JI、山 11rf戌!!蔵文化財湖介報；＼第21¥k、山 II市教

脊委Ji会、 1986年）

b C止利ー I小路遺跡/1¥・l:須忠悩の,j(光X線分析」([小蹄遺跡l、1111I rfi坪蔵文化財溝仔報；';第271,t、111

I I rli教介委H会、 19884'J
A・し ,, カ・ I•

l山」直跡｝も廿11I大学敷地と lnl様，棋野川の/1:j『にあり、 II I I I Jぐf から伯線屈I•紺にし Cl'Y遺跡約 2km、小
辟i直跡約 Ilm, 

19) a 前虹[161 文献］

b Iii I I rti教 ii委員会 [IぷH方錆銭,;J趾I11978りI

fU拉几i1、l,',j[:/j}f/:it ,i] w亦；→，i.:111I GI)第 1次北I介 ill{itll・IO年1又Jて、 (1谷S'IIti! i¥ U) 4 , くあと 1・イ1られた

II ff! Bの項心喘か、「‘ふ,;7私1'.11Iの判IJがあ I"枯 j・flzC . f名I・見')か、'-,:ししる．．—と 1ヽ，；：し」か、 /,',j防‘、『ど
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患で文字を苔きこんだうつわ

鋳銭μJ長官を兼仔していた安倍；；；行をさすと考えられるので、そのff期の貞観 7年-10年 (86S-8681

が、粘j-板と百谷窯 II類Bの!ti患器の年代の U安とされる e これから、百谷窯 II類Aかそのt((1¥1i、 9世

紀半～中頃という逆tiができる。

周防鋳銭ri]跡は、百谷窯からの距離も 4km足らずと近く、おそらく ri谷窯の須恵説の一大供給先であっ

たろう。
fj·o か•.、とう

20) f+: 宅• 都市整備公団首都圏都市開梵本部、（財l千葉県文化財センター「八 T代市北海迫遺跡Jげuu地[;{坪蔵
文化財調査報告害II、1985年），｝

奈良 .'I'安時代の仕居全114軒のうち、 48軒で想害土器か発見され、うち 18卓fに「Iii」の文字か見られた，

21) 奈良I司立文化財研究所「-V・城宮出上忠.'r.t器集成 lJ (奈良屁I''・文化財研究所30/吉j勺.,:じ念史科（史利第25ittl)、
1983年） 0 第32次調介で見つかったもの 2

22) 高槻市教有委員会「郡家今城遺跡JI[嶋卜．郡伽他関連遺跡梵拙晶介概要・ 12』、点湘乱巾文化財，凋介概要¥!I、

1988年）。

23) 1M涼都府埋蔵文化財調在研究センター 「谷内遺跡」 1 「考山展• 第 7fnj 小さな展覧会•—昭和 62 年度径掘，凋介の

成果からー」、 1988年）。

21) 窮 ill県教1f委H会「里河尺目遺跡J I f都市叶画街路 七美・人閤 ilJ. 高岡線内逍枕群発掘溝介概要!5Jj、

1987年）・"

25) 111「1大学坪i祓文化財査料館「市追神郷 l号線およひ間lil神郷線の送水秤雌設に伴う，i会調介J(「山 II大学構

内遺跡調介研究年報V!J、1987年）。遺物は山口市教育委H会に保管されている，

26) 当吉田遺跡の占代・中 l廿については、次の文献をぜひお成みいたたきたい。
よ"森田孝—-「周防[\.]吉敷郡吉田における占代・中世の様相―吉田遺跡をめくる諸問題 J (r山口人芋塙内遺跡

潤査研究年報N」、 illLJ大学埋蔵文化財；行料館、 1985年））

27) →前掲ii:I) a調介で発見，

28) 周防l七1の古代の役所跡 c 今の県庁 c 忠 ,ILi:器が載るのは次の報告。調介は紺続中で、未報告のものもある．．

a 防府市教育委員会「I占JI坊国府跡昭和53年度兌掘調脊概雑JIr防府市文化財調介年報 III、1979印．）。

b 防府市教育委員会「第28次調杏 (GF地VJ」 (r防府市文化財戯杏年報」 M、1984年）。

29) 明確な律令時代の遺構は、墨曹t器を含んでいた大溝だけである。→前掲it18) b文献の本 p祠，

30) 平安時代の国営の貨幣製造所。鋳銭，;jは、天長 2年 (825年）に長門国から周防国に移された、 11I廿紀頃に

は実際の機能はなくなったと各れているく→前掲iU9) b文献c.

たたし平書上器は、 i紐i佑と報;';されていたか、山口市文化財センターで見せていたたいた~-ころ、焼成の
小十分な赤っぽい須愈器であり、文字は底［紺だけにではなく 1ぶ部iこし古かれていた C 1,;J様な色の須忠器は多
く、第 1次調行で土師器と報告されているものの中にはかなりの割合で須恵器が枇じっていると思われる c

31) 奈良時代、東）くかの大仏を作るための合J,jは、この銅[]Jから採掘したものであり、「長登」の地名は｀銅を献

上したはうびとして朝廷から賜った「奈良登」の名に由来すると仏えられる（文献 a)。

1988年に至り、東大寺境内の調介て人仏 0)鋳造跡が発見され、その銅のカスの成分にはヒ素か多く、長{;,;

鉗 l」国の鋸に酷似するという分析結果が発表された（文献 b)。さらに 1,,j年、長登鉗ill跡の試掘凋介が行な
おみや"

われ、銅のカスの堆桔に混じって多凪の余良時代の士器が発見•され、そのなかに「大家」の忠胄須忠器かあ

ったわけである。造束大;p;:;jか管軒するような施設があったと名えても決しておかしくない.,

a 池 W笠文「及束町長登うも見の須恵器について」 1r塔 J塚発掘潤介報岩t!J:j、美束町文化財渦介報；＼第 1

集、矢束町教有委H会、 1975年），．

b 池田芭文［奈良の大仏と長舒銅111」 (r,1111県馳方史研究」第59り、 illII! 見地h史学会、 1988年),,

32) 天平13年 (711年）の聖武天りlの発鮪により',;行I国に造酋された官かのひとつ '.!/,.'r.L器を含んていたt'!格

{; 明の溝状遺構は、この同分寺利l建以前のも(/)とされる

神綱興哨株式会札・ I'悶l市教有委員会[!乏門国分かJ(長門[<II{/周辺j且跡発掘調介報告111、1988年）。

:nJ→ 前叫i'26) 溢文，9
34) 平［屯糾が、，片敷郡Olf保 11:と巾I・,;,;j足の地Yi!職を僻府からff命されたという，心fr(-c 111l文古）か似初てある。

35)~ が1こ、第 2学4食沿建設時には、古柑II.';代を中心とする多牧 0)逍構・遺物が発見され、 /It令時代の大溝もあ

る。

36) おもなものは、 1iii掲il:5) 文献の中で取 11Iげてあるので、そちらをこ覧ドさい c
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:37) → 前掲il6) 溢考など。

38) 木簡も、紙がかなり杵及した鎌:rr.'手町時代には、紙の代用品としての応識が薄れて、紙とは明確に使い分
けられるようになっていたらしい 0 材質としての木の長所が、木簡 0)叫救内容や用 j広に影響したという"

水藤真「木に翌書すること一中恨木簡の用例ー」 1r史学雑誌j箱93編第11号、史学会、 1984年）（
-* {/)メリ I 卜は、持ち述びに便利なこと、耐久性があること、風Mlにさらされても文字が梢えないことなどで、
そのため特に伯札や鑑札、立て札など、要するにイ；特定多数の人間に伝逹したい時に使うことが多かったと

しヽ う

fなぜ紙ではなく木に文字を，IJいたのか』という疑問の答えとして納得のいくものであるし、それを根拠に

して、文内として現什している払令などが、との地域・との階培の人々にまで‘史際に伝達各れたのか、とい

う社会的な間聞が、実は木の札（木簡）の発掘というど・占学の印);を用いてり;iiてきる、という名えにまで

tっている"文字と木簡を見る視点として、困苫 t器にそのまま当てはめることはでぎないが、たいへん興

味深い・'

39) むしろ、たわむれに文字を着き込むことは、うつわに死をりえることになり、書かれた時点でそのうつわは

うつわとしての機能を失う、とする考え方もある 0 エ I 七イ的小文のため論証には乏しいが、ホ唆に高む。

水野ザ好「文字と諾と—-—その父感の枇界 J (「m列J8号、奈良人学考占学研究会、 1982年） 0 
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山口大学構内遺跡調在要項

山口大学埋蔵文化財資料館規則

（設置）

第 1条 山口大学に山口大学埋蔵文化財資料館（以下「資料館」という。）を岡く。

（資料館の業務）

第 2条 資料館は、学内の共同利用施設として、次の各号に掲げる業務を行なう。

山口大学構内等から出土した埋蔵文化財の収蔵・展示および調介研究

二 山口大学構内等における埋蔵文化財の発掘調杏並びに報告書の刊行

三 その他埋蔵文化財に関する必要な業務

（運背委貝会）

第 3条 資料館に関する事項を審議するため、山口大学埋蔵文化財資料館運背委員会（以

下「委員会」という。）を償く。

2 委員会に関する規則は、別に定める。

（館長）

第 4条 資料館に館長を置く。館長は委員会の議を経て学長が委嘱する。

2 館長の任期は 2年とし、再任を妨げない。

3 館長は、資料館の業務を掌理する。

（調介員）

第 5条 資料館には調介員若十名を置く。

2 調介員は、委員会の議を経て館長が委嘱する。

3 調介員は、資料館の業務を処理する。

（特別調査員）

第 6条 埋蔵文化財に関する特別な分野の調査研究を行なうため、資料館に特別調介員佑

-tこ名を岡くことができる。

2 特別調介員は、委員会の議を経て館長が委庫する。

（雑則）

第 7条 この規則に定めるもののはか、行料館に必要な・Ji項は別に定める。
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山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会規則

（趣旨）

第 1条 この規則は、山口大学埋蔵文化財査料館規則（以下「資料館規則」という。）第

_3条第 2項の規定に基づき、山口大学埋蔵文化財賽料館運背委員会（以下「委員会」と

いう。）に関し、必要な2:J項を定めるものとする。

（蕃議事項）

第 2条 委員会は次の事項を審議する。

山口大学埋蔵文化財資料館（以下「森料館」という。）に関する甚本的なこと。

ー― 資料館の管理運営に関すること。

― 資料館の整備充実に関すること。

四 資料館の運営に要する経費に関すること。

五 その他必要な事項

（組織）

第 3条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。

資料館規則第 4条第 1項の館長

各学部および教養部の教官各 l名

事務周長

2 前項第 2号の委員は、それぞれの部励の推胞に基づいて学長が委噸する。

（任期）

第 4条 前条第 1項第 2号の委員の任期は 2年とし、再任を妨げない。

（委員長）

第 5条 委員会に委員長を置き、委員の互選とする。

2 委員長は委員会を招集し、その議長となる。

（幹事）

第 6条 委員会に幹事を置き、庶務部長、経理部長及び施設部長をもって充てる。

（委ti以外の出席）

第 7条 委員会が必要と認めるときは、委員以外の者を委員会に出席させることができる。

('lf務）

第 8条 委員会の •ft務は、庶務部）代務諜において処坪する。
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（雑則）

第9条 この規則に定めるもののはか、委員会の運党に関し必要な事項は、委員会が定め

る。

Tab. 10 山口大学埋蔵文化財資料館運営委員会委員
（昭和62・63年度）

部 局 名 氏 名 官 職 任 期 備 考

医 学 部 黄 基 雄 教 授 62. 4. 1~ 平元.3.31 委員長・館長

人文学部 中 村 友 博 助教授 62. 5.29-平元.5.28 

教育学部 浦 肇 教 授 62. 4. 1~ 平元.3.31 

経済学部 及 JI I 順 教 授 62. 4. 1-平元.3.31 

理 匹子 部 村 上 清 文 助 手 62. 4. 1~ 平元.3.31 

工 学 部 島 散 史 教 授 62. 4. 1-平元.3.31 

農 学 部 藤 田 則 之 教 授 62. 4. 1-平元.3.31 

教 養 部 木 村 忠 夫 教 授 62. 4. 1-平元.3.31 

大 公ロ 巖 事務局長 60.12. 1- 63. 3.30 
事 務 局

有 地 成 光 事務局長 63. 4. 1~ 

Tab. 11 山口大学埋蔵文化財資料館特別調介貝

学部等 氏 名 官 職 専攻科目等 備 考

人文学部 中 村 友 博 助教授 日 本考 ーLト-l だ—了ら→ 昭和62・63年度

教育学部 浦 肇 教 授 地 理 ｝子立 昭和62・63年度

理 戸子→~ 部 松 本 f ノLuE: 夫 教 授 岩 石 ｝+ ソ 昭和62・63年度

農 凡子・- 部 勝 本 謙 助教授 植物 分類 だfら— 昭和62・63年度

工業短期大学部 池 公n JC 伺 教 授 年 代 測 、巫上・ ～昭和62年5月20日
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山口大学構内の主な調介
Tab. 12 山口大学構内の主な調介-. 覧表

吉田構内

悶 旧調査地区名 構1J..J地区割 地点 面(mり積 遺 構 遺 物
調在

備 考 文献
区分

悶 第 I地区 A B区 L M・N -15 I 30? 弥牛堅穴住屈 杵穴
弥牛土器、 t帥器、須

巾前
調奇担当 ① 

恵器 小野忠熙

第II地[,{家畜病院新営
S T-19 

2 2,000 溝、柱穴
弥生土器、十師器、 ,, ノ／

R S -20 須恵器、瓦質!:器
I 

第 II 地 [iZ P Q-19・20 3 弥牛土器、土帥器 試掘 /,, 

第 1V 地区牛舎新梢~ S -10 4 300 
弥古墳牛溝 t屯責、
緊穴住居、

弥生t器瓦、土師器、
須恵器、 質士器、 事前 ，， 

中枇住居跡・溝 陶磁器

第 N 地 lメ'. S・T-9-13 5 よ掘 ,, 

悶
f 1. 100 

弥牛土器瓦、上師士器器、
第 l11地区杭列区 E-20 6 杭列 須恵器、 質 、 事前 ケ

矢板状木杭

第 lI1 地区南区 G・H -22・23 7 河川跡、柱穴
縄文士器、弥生土器、 ，， 

" 木器、石器

第川地区北区 I・J -20・21 8 1,400 柱緊穴穴住居、溝、土城、 ,, ,, 

第 m地区東南区 H-23 ， 弥生竪穴住居 弥生t器 ，，， ，， 
I・J K~24 

I~22·23 
第旧地[;{野球場 J -21-23 10 中世柱穴 丸質士器 試掘 ケ

K~22 23 

第 V地区学牛住党 I·J~19 20 11 弥生溝、古墳t城 弥牛土器、士帥器 事前 ,, 

H I J・K 

調山介口担大学当吉田遺跡調在団第 V 地 区 L M・N- 12 河川跡、柱穴、上城 弥牛t器、土師器 試掘
18-20 

大第 学1 地本 部区 枡C 営区 K L~]4 13 600 竪穴住居、溝、 i滉責
t帥器、須恵器、瓦質

事前 ,, 
土器

B[J禾II
第 V地区教育学部 河川跡

弥生士器、土帥器、須
試掘 ,, 

44年 患器

昭和 第l地Lメ：D区第 1地点 K-13 14 溝 弥牛i器、木炭屑 ,, ケ

46年

第I地i;{D区第2地点 L-13 15 弥質土牛土器器、 上帥器、 瓦 ~ ，， 

第1地区D[メ第 3地点 L M-13 16 
竪穴住居、 i:城、柱 t師器 ,, ヶ

穴

第l地[,ZD[メー第4地点 M N-13 17 
弥牛竪穴住居、溝、 弥牛士器、上師器、瓦 ,, ,, 
士城 質土器、石器

第l地[,{[)区第 5地点 L -13 18 弥＿牛溝 弥tLJ-_器 ,, ，，， 

第1地［ズD[べ第 6地点 M-13 19 溝占墳竪穴住/,i;、弥牛 弥牛 l舟器、 t師器、石 ,, ，， 
器

第！地似,D柊第 7地点 M-13 20 溝 弥4土器 ,, ,, 

第 1 地 lズ E 区 弥牛～古lj_'f竪穴ft 弥牛L、丸器質、 土I器師器、 須
第 2炉1,1t党新袢

N 0-1:i 21 900 
屈、 t塙、溝、杵穴 患器製 、石器、 巾前

,, 

鉄品

← I 

悶州 第 II 地 Iペ 弥ljcj器 よ掘 ケ

- --... 一，．
＇ - -—’ 

昭和 第 Ill 地 Iメ 竪穴j1:/,']
りり、'Lt甘i、Uir. 芹、 m ,, 

51年 恵器；

文献① 山口大学占田遺跡調介団『吉田遺跡発掘調査概報』 1976年
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悶 調介名 構内地区割
地面積

遺 構 遺 物
調介

備 考 文献
，占"ヽ （面） 区分

悶 人文学部校含新営 M N -21 22 180 試掘 調介担‘片 近藤喬
未flj

教養 護育 学学 校部 新附 背属
A B C D-

23 400 溝、 ＿十煽 縄文土器器 ,, 館廿ILJ大学坪教蔵文委化財社会料
20-24 弥生土 ・ti山市脊貝

悶閏 理学部校舎新営 0-18 19 24 250 ,, 

農学部動物舎新営 P-18 19 25 380 ヽ

溝、 土城、 塙杵穴、 中 弥牛士器、七師器、石
本部管理棟新営 L -14 26 740 居枇跳井戸、 t 墓、 仕 製品

事前

悶 経済学部校舎新営
K・L -21 27 70 ，，， 

実農学部農薬新観測
験施設 営

Q~]5 28 50 溝、土城 ,, 

E・F -15・16 
本 部 F~20 21 29 11.-~L-:,., 

G・H -12・19 

L M-12 13 
農 、子--~ 部 N O P-10-12 30 ,, 

P Q-17 18 

雲 教育学部校舎新常 H-19 31 400 弥溝牛際穴住居、土城、
、柱穴

弥'tc±器、石製品 事前 年1報

教育学部音楽棟新営 H~16 32 100 溝 ,, 

教科育実学験部実笑術習科棟・新技術営
J -19・20 33 130 l[JiPJ川、溝、柱穴 縄文土器、弥牛土器、 ケ

須恵甜、士師器

正門橋脚祈営 H-11 34 ー」ゾーノぷ‘ 

時計塔埋設 I -14 35 ,, 

本部構内擁喫 K-14 36 ,, 

教菱部構内擁壁 I -16・17 37 ，， ［法等変更

J K L 
構内循環道路舗装 M-15 38 ,, 

M N-16 

農学部中庭整備 0-17 39 ,, 

販”施設改修 0-16 40 ,, r. 法等変吏

学4部文化会車庫新営 L-8 41 ,, 「法等変史

学生部馬場整備 M N-8 9 42 ,, 

開 附紙図書館増築 M-16 43 600 
弥牛～杭古項溝、ー1塙、 弥生士器、士師器、須

事前
年報

柱穴、 夕lj 恵器、石器 II 

大学会館新営 M-14 15 44 130 弥牛竪穴住居、溝 弥牛t・器 試掘

教有校学部附属新養護
学プール営

B-22 45 880 1L/ . ヘエ

放、Jこ射験竹宇[ii排]位水JC桝素新総党合 0-18 46 2 ‘‘ 

教養部自角1、中新置場
昇降口 ‘翡

K L -17 47 160 ,, 

ート←

教養部中庭 J K -16 48 ,, 
環境繁備

--

昭58和年
りり、'fell怜；、 t甜h各片、 rn 年料

,i;trt JI 1 ,、 卜り腐掘、H 、も盛、輸人陶質磁器、国 m 

f-I  肋人''学"グ・会,, ' 節'新・莉 ・場.,",,;, '1 卜,/・. N ,, —< :J -― I '9 「,<) 

2,000 、I〖、 rj•jll:/j'/i 、 Iゲ 1名陶器、 J{. t器、 j{. 巾前
村建物 器、緑釉陶盛、木簡、

石器
←―------ ----・ 一

-19 l~O 
弥、tjcj青、弥；11,.-占t(l りり、'LJ―閤｝、 Hrpi芹、 イi

ク
呪穴什），片は Ii}、変史によ

昭穴ft屈、 i眺 消ダ<.'Il" l¥ り現地保{r
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調介
調在名 構内地区割

地血積
遺 構 遺 物

調介
備 考 文献

年度 占..、 In{) lメ→ 分

悶 坪学部大学院校含新営
M N-20 

51 410 I~L/ぢ~ ifinffl 
0 -19 20 

止門 南門位花培中新置場
H·I~23 
I -12 13 52 180 ,, 

および正門 営 J -13 

場学生部台ア・ ーチェリー
的 電柱設置

M-8 53 30 ,, 

学牛部 l既舎整備 L-7 54 2 ,, 

学散牛部栓野球場 J -21 55 ,, 
水 取設 K-22 

I -16 17 
教養部環境整備 J K~17 56 80 ,, 

K・L-17 18 

学改生部テニスコー修ト
C-18 
D-17 57 12 ケ

£~16 

悶 大学会館ケープル布設
N -12 14 58 160 弥生土城、村穴 弥生土器 事前

弥含生～中世遺物 包 弥'Lt器、土師器、須
大学会館排水管布設 K·L~13 59 180 層、占墳土城、柱ヽ古代 恵器、青磁、白磁、瓦 ,, 

～中世土壊、溝、 穴 質土器

B~17 18 
年IV報

学生部テニスコート C-16-19 
60 25 古墳以降の遺物包含 _L帥器 試掘

フェンス改修 D-15-17 層
E -15 16 

経済学部樹木移植 K -19~21 61 8 J.~ Lェ

悶 弥牛～中世遺物仕包含 縄文土器須、弥生t器質、
L-14 層貯 弥牛竪穴 屈古、 土帥器、 恵器、瓦

大学会館環境整備 L M N~15 62 592 虚穴、 i城、 代 上器、輪人磁器、国産 試掘 年報
～近批士城、溝、柱 陶磁器、鉄、土器製、品窯、照石斧、 V 
、I¥.ら 原h 、

経（樹済学木部環移境整植備） 
K~21 

63 5 _ー1上/. ぢ

L -20 

園農学排部水附溝属修農復場整蝕l備料
陶須磁恵器器、 土師器、 輸人

R-16-19 64 30 古代末～中世河Jll跡 、鞘口、石器、 "' 
鉄滓

改農学部附属農場農道修 V -15 16 65 325 ,, 

教（樹育学部木前庭移環境柚悴備） I・J -19 20 66 430 ク

中央ホイラー棟車 if: 0 P-16 67 2 5 須恵器 ,, 
設 償

大（樹学会木館環移境整植備） L・M-15 68 ， 弥'ii・.器、 t師器、須 ,, 
患滓器、 石鍋、砥わ、鉄

交通標識設置
J -20, N -14 

69 3 ,, 
0-18 

震学部解部実習棟周辺環境倅 P・Q-17 18 
傭（実験動物運動場点置）

70 16 ，， 

坪藤学部棚環境整備
（ 設置）

N-20・21 71 4 ,, 

舗農学部附祇家畜病院狂衣 S·T~Jg 72 270 ヽ

' --— I 

昭和 弥！！ ！一器、 l帥辟、 須 年報

61年

"'""序'銀交,流,,v会,~節n新勅将1 ,, -ー22~--231', :~7J,r I '" 弥'!→ ～占tn叫川跡 え:tI/1滋;.、品/J,ntJJ茄、il樹kU磁の器器あ`るi須鉗法'出砲" I ふ,拙;、 I Vl 
叶 •jH-jり l廿 1青

— -- — -, ' ーヽ

11、線i幾 u'!: 11 
他合層パ"i川跳か i

渭i 路坪設
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調年介度 調脊名 構内地 L,(割点地面(rr1り積 遺 構 J.!.l. 年 物 調区杏分 備 考 文献

昭和農学部附属農場農道 S-20 75 165 中世溝、柱穴 土帥器、瓦質t器 立会上法等変更 尺門
61年整 備しI-19 

農学部附属農場農道 L -10 ，， 
交 通規制 76 2 
（施錠ポール設償） Q-15 16 

正門横（水田内）境界 I -10 77 0 25 包含層か ,, 
杭 設置 ・ 

経済学部環境整備 3 ,, 
（樹木移植・記念碑建v.) M-20 78 

吉田構内-交通 H P--2232 , SJ --290 , 79 3 須恵器 ，，， 

標 識設置 W-16’ ’ 

弥生土器、 :t師器、須
市道神郷 1号線およ 古墳・ 古代溝、古代 恵器（墨書のあるもの 山口市教育委員会• 山口
び問田神郷線の送水 80 2, JOO 河今川跡、杭、弥生包 含む）瓦質土器、製塩 ，， 大学埋蔵文化財貸料館

管埋設 iぅ層 土器、石斧、板石

教
観（屋養根部覧自設動席置販売機増設および K・L-18 81 3 5 ,, 

移動）

教養部身体障害者用-- L-15・16 82 3 ,, 
スロープ取設

経済学部散水栓取設 L・M-20 83 4 ,, 

吉田構内水泳プール E F-16 84 26 5 包含層 ，， 
改 修等 H-15

農学部附属農場 S -12 85 3 ,,, 
水道管埋設

吉田構内汚水排水管 M~J8 86 15 5 L師質t器 ，， 
等 総改修 0-15・16 

本部身体障害者用-ス L -14 87 12 ヶ

ロープ取設

経済学部身体障害者 K -20 88 88 弥生～古墳柱穴 ,, T―リ法等変史
用スロープ取設 L-18-20 

附属図書館荷物運搬- L~16 89 8 弥生上器 ヶ
片lスロープ取設

教養部37番教室改修 K -16 90 I ,, 

昭和教育学部附属教育実践 K-18 91 240 士塙、柱穴、溝 遺プ体ランク 削器植物 事前j 年VII報
62年 研究指導センター新営

上帥器 須恵器・士師
教養部複合棟新営 J・K-I 7 I 8 92 35 埋甕土塙、溝、柱穴 質七器 h斧 試掘

教養部環境整備 I J -16 93 30 溝状遺構 弥牛t-.器 立会

落し穴、 iuJ川跡、緊縄文土器、土帥器、須
穴住居、 t喋、溝、 恵器、十．師質t器、須

教養部複合棟新僻 J K-17・18 94 900 井戸、埋甕t城、掘恵質士器、陶磁器、石 事前
立杜建物跡、谷状遺 鍋、石斧、木製品

構、村穴

， 九田川河川改修 B C~17 95 20 立会 県教委 llJ大埋文

国際交流会館新党 MN --223 2・23 96 195 ,, 

教育学部附械養没学校 L N-1~ 97 45 ,, 
自車1、中沼場移設

R学部附属霞欺F渭場排粋 L N -12 98 4:, 中I廿I城皐か ］I -翌磁拐；、'fl:'"-~ふ』誓ば-1 I +-1 -- -埋設及びE6圃楊進人路枇船

ト―-―

農学部柚栽 N-17 99 0>
¥ "● ·-一っ—--·-- I ・・・・--・・・・-・・・ - --・  —------
経済学部集水桝取設 K --20 !ti() 
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小串構内

竺 調介名 構内地 R割 地面積 遺 構 遺 物
調令

備 考 文献
占’’‘ (mり 区分

悶 l矢学部体介館新噛 1 260 
土帥器、丸質r器、石

試掘
器

医学部図内館新築 2 " I~ L ムェ； 年川報

医学部体育館新常 3 1 ,, 

昭和 l欠学部浄化槽新営 4 44 近世溝
上帥器、凡質t器、磁

事前
59年 器

I反学部体育館新常 5 65 
t師器、瓦質上器、磁 ,, 年報
器 IV 

l矢（特学高部受変見電幹設整備備） 6 28 動物遺体（貝穀） 試掘

病l矢学部臨Ii講義棟
坪解剖棟新営

7 38 ,, 

悶 仮学部外来診療棟新営 8 409 
土師質t器、瓦質土器、 ,, 
陶磁器

医学部基礎研究棟新僻 ， 11 近世陶器 ,, 

仮学部fl~屯婦宿舎改修 10 25 近川陶磁器 IJ上ー.ノ-.,-;_ 

医学部看護婦術舎改修 11 20 ,, 

医樹学部環境軟備 12 40 ,, 年報
（ 木移植） V 

医診学療部附属病院外来
棟新営

13 r` ） 
，， 

朕診等療学部棟附周属辺病環境院外整備来 14 18 ,, 

（雨水桝埋設）

悶 駐I矢学中部附場属病改院修束 15 6 ,, 
年報

＂ 医学部附属病院棟新営 16 104 
削器、ナイフ形石器、

試掘
細石メJ核

常盤構内

？悶 調介名 構内地区割
地面積

遺 構 遺 物
調介

備 考 文献
点 (mり 区分

悶 上学部校舎新営
1 70 須恵器 試掘

年1Ilffl
r: 学部図書館増築 2 70 ケ

悶 上学部尾管山布宿舎 20 _~I/. A ェ 年報
排水 設 N 

悶 r学部尾山宿舎擁照衿取設
65 ケ ifV報

T一学部受水槽総改修 3 1 5 ,, 

悶 J_学部尾山宿舎排修水 6 ,, 年報
管改 VJ 

「学部身休障害取者用
スロープ 設

4 29 ,, 

情報処坪センター

（常調盤センター） 5 30 ,, 
窄 設備取設

~131 --



亀山構内
調介
調介名 構内地区割

地面積
遺 構 遺 物

調介
備 考 文献

年度 ‘占’’‘ 
I、面） 区分

讐 教脊学部附屈山fI小 60 溝占墳状竪穴ft居、
→l師器凡、須恵器製品．丸質木 年報I t器、、石、 よ掘

幼稚園運動場終備 遺構
製品 Ill 

悶 教育校学散部附属栓山改口小学水修
2 I _-I~ /_ —ノぷ‘ 

教校育学球技部附属山 [J中 3 2 ,, 年報
学 コート繁備 V 

教環境育軟学備部附（樹属木幼移稚柚園） 4 1 ,, 

悶 縄文土器須器、弥恵質牛士器質、

教育学部liJLI管附布属学 幼小稚学校園部分 57 河中枇川跡tりか責か 土帥器、 器、瓦 年報

校汚水排水 設
5 土器、 土 t器闊、陶

,, 111 

中学校部分
20 杭列 磁鏃器、剥、イ片＜明、鉄植物製 体、わ

教学育校学部電附柱属山移口小設 6 0 5 ,, 

悶 教遊育学戯部宇附属幼拡稚張悼l 7 40 ,, 年報
¥ff 

光構内

ぢ 調在名 構内地区割
地面積

遺 構 遺 物
調介

,L1 !-．‘‘ （バ） 区分
備 考 文献

I ， 

悶 教校育自学転部中附僻属場光小学 紐常
l 近柑～近代わ坦 陶磁器、瓦質土器、丸 試掘

年報

m 

昭和
教中育学学校部焼附却属場光新小営

59年
2 1'/・.h , 年報

I¥! 

昭和 教学行校学外部附灯祇改光修中
60年

3 l L帥器 ,, 年報
V 

U叫悶暉lj 教校,J:ff-f'wlt学u立~部ン闘記附ズ属像：念光達中事卜小';"学業t I I 4 2 5 上師器、須恵器 ,, 年報
v1 

.. +- -←-

弥牛t器、 t師rt器、 J、し 年報

r` ） 2 九質t 器、U ifi t_ 器、 ,, VB 

その他の構内

芦 凋介名 所 h 地 地

［一門竺;~l・ 構 遺物 調介
備 考文献

，占’’‘ [;{分
I 

5昭9和年 学，1ー部ホート艇'備"' 11_ヽA~, 合術研修所悴 'j・・部市小野湖 年報
’ →  --- -- - IV 

臼熊9月心心湯・機.L器n取設lI"'敷"'郡''』杖熊穂fl釘•r -
,, 

• 一， -・--・・'' ーー ’ ’ ・—ー，一·---..... -―--—ー，ー——,

:m1~ 昭和
7 ,, 

60年
ー・――..ャ-・・・・・・—·-·-· --・, • •• - - -' • 、一， 一ー・---・一 --―--- --- - --

悶 湯Hl伍舎給水竹改修山[1市湯Ill温泉
3S 杭 ,, 

----・-・-・ 一，..• .• ,-... --., . --,, ●● " .. - , ....  ＿＿，ー，'"一.,. ,. -・・-., ● ・--・ 

経済字部術介卜水符 l廿ll市旭通り I I r.~i 『(Lr,~ ,, 
改 修 ilJll市水0)]llfJ― 7' 丸

※ 昭和41年以降、古田構内においては1:'¥・に際し、随時継紬的に調介を丈施しているか、 II({和52年以
前の古田逍跡調介[i]の調介分については調介名をすべて把樹してし・るわけではなく、;lこ心されたい（う
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Summary 

This report accounts the results of archaeological researches in fourteen in excavated areas lo-

cated on campus in 1987. 

As Appendix, it carries four papers, Radiocarbon Dating, Plant seed and Pollen a叫 ysisof the 

soil in Yosida campus. and "remains writing in ink" 

Yamaguchi University Archaeological Museum was established as part of the crossfaculties pub-

lic facilities of the University in 1978. We refer to a plan from the conference of the Management 

Committee first and gain appooval. We then carried out the reseach in relation to the construction 

work on campus. That's why our reserches are helpful to reconstruct the past society, environment 

and so on. 

The current year we carried out researches as follow : 

1 . Researches on the Yoshida campus 

(1) Excavation in relation to the Practical Education Center at the Fuculty of Education 

We found a pit, some post holes dating from the Y ayoi to the Kofun period and two pits 

in the Edo period, and so on. In addition to these remains, We have been able to discover 

some stone implement made of obsidian from Hime island. Oita Prefecture. We have 

obtained a new evidence which was buried some layers containing artifact in the late Jomon 

period on the Yamaguchi basin. In the soil under this layering there were buried many re-

mains of plants and seeds. it seemed that the river flowed in the eastern part. By plant seed 

analysis and pollen analysis of the soil, it is presumed to have been wet fields round here 

in those days 

(2) Excavation in relation to the construction of the new Lecture building at the Fuculty of 

Liberal Arts 

we uncovered a river, pitfall some ditches in the late Jomon period and four dwelling 

pits, two rivers daiting from the Yayoi to the Kofun period. and also four constructions, 

two wells, three pits contained jar and so on. In this Prefecture, There is a precious case of 

excavation about the ruins in the Jomon period. Particularly a pitfall which exists along the 

river more than 29 meters in breadth. is valuable features to make clear environments and 

hunting pattern. In addition to these features we found artifacts in the late Jomon period, it 

will be possible to discover features and layers contained ones by results of volcanic ashes 

a叫 ysis

Some constructions with wells and pits contained jar in the Edo period, is a good fea-

tures to clarify to clarify the arrangment of the structure, the ki叫 ofvillage and organized 

ones. Furthermore it is worthy of notice to have discovered Haji ware imitated from Sue 

ware a叫 oneswith writing in ink 
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(3) Exammations under construction 

We found a ditch unknown to time as for examination under construction in relation to 

the laying drain pipes under ground on the Lecture buildings at the Faculty of Liberal 

Arts, two rivers from the Y ayoi to the Kofun and before then in regard to the construction 

and laying the purifier on the International Hall. Espceially we uncovered a pit regarded as 

a grave by quantitative analysis of Phosphoric Acid and Calcium under repair on the Uni-

versity Farm. 

2 . Researches on the Kogush1 campus 

(1) Soundings in relation to the construction of the new ward ar the University Hospital. 

We found many stone implements such as knife tools, scrapers, flakes made of Obsidian, 

Chert, Tuff and so like in the Paleolithic, but could not find any pottery. These remains 

contained in the same soil tells us for the tecnique of production for stone implements in 

those days. Some layers contained such artifacts were distributed in south part, it was con-

firmed that these layers accumlated in the direction of southern area still more. 

(2) Examinations under construction 

We carried out the examination under construction in relation to the repair of the park-

ing under University Hospital, we could not find any artifact. 

3 . Researches on the Kameyama campus 

As for an extension of the play room in the Kindergarden, we could not find any artifact 

4 . Researches on the Hikan campus 

As for a extension under construction in relation to the repair of the net around the 

ground, we could not any・artifact in the part. But, on the beach of Mitarai Bay in front of 

this campus we picked up many Haji wares, ceramic roof tiles and so on from the Kama-

kura to the Edo period. 
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